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    間章　全国共通教科書・新しい保健体育！


    



    《妊にん娠しん》


    　女性が胎たい内ないに子供を宿すこと。


    　男女が心の底から愛し合っているといつの間にか妊娠している。


    



    《夢む精せい》


    　体内の老ろう廃はい物ぶつを排出するための現象。


    　排出された液体は特に肉親の女性にとって有害であるため、体や衣服に付着した場合はただちに洗い流さなければならない。


    



    《生理》


    　男性の夢精と同様、体の中の老廃物を排出するための現象。妊娠に伴ともない停止する。


    



    《赤ちゃん穴》


    　出産と生理のための穴。それ以外の用途はない。


    



    《こうのとりインフルエンザ》


    　子供ができなくなる病。


    　卑ひ猥わいな知識の取得によって男女を問わず発症する。特殊な病であるために治療法の確立が遅れ、性知識の封ふう鎖さという間接的な対策が講じられた。


    



    《ラブホスピタル》


    《こうのとりインフルエンザ》治療のための医療施設。


    　男女で愛し合っているにもかかわらず子供ができない場合、早期の受診が推すい奨しようされる。


    



    



    　──これがいま、僕たちの国で教えられている性教育のすべてだ。

  


  
    



    第五章　ラブホスピタル


    



    「数字の『２』は、四つん[image: ]ばいになった女の子のお尻しりを横から見た図よ」


    「あの、華か城じよう先輩、ちょっと」


    「『３』はおっぱいやお尻だけでなく、べろちゅーのために突き出された唇くちびるにも見える千せん変ぺん万ばん化かのエロ数字だわ。『４』は片足でだいしゅきホールドしてる下半身で、『５』は四十八手の一つ駅弁で絡みついてる女の子を横から見た図、『６』は精せい子し！　『７』はＧスポットほじほじしてる中指の形で、『８』はもう完全に玉袋ね。『９』は精子！　『１』は言わずもがなチンコね。横から見たチンコのカリまで表現してあるなんて芸が細かいわ。『０』はまぁ卵らん子しってとこね。やだ！　アラビア数字って卑猥な記号ばっかりじゃないの！　数学者は変態ばっかりって聞くけれど、納得だわ！」


    「先輩！　正気に戻ってください！」


    　精子が二個ありましたよ！


    「そんなこと言われても、私は正気に戻ったって下ネタしか口にしないわよ？」


    　僕が肩をがくがくと揺すっても、華城先輩は「あはは」と軽い調子で笑うだけだった。


    　ダメだ、静かに錯さく乱らんなさっている。


    　性知識に触れることで子供ができなくなるというデタラメ極まりない病気《こうのとりインフルエンザ》の存在と、その対策施設である《ラブホスピタル》の設置が公表されてから数日。華か城じよう先輩はいまだに現実逃避のための下ネタをまき散らし続けていた。


    　今日きょうも作戦会議のために喫茶店で待ち合わせたはいいものの、さっそくＰピーＭエムを無効化してひたすら猥わい談だんに勤いそしんでいる。


    　窮きゆう地ちに立たされると精神の安定を図るために下ネタを乱射する癖くせは相変わらずだけど、今回はやけに長い。それだけ状況が悪いということなのだろう。


    　なにせ国が直じき々じきに《こうのとりインフルエンザ》なんてとんでもないデタラメを公表したせいで、世間では下ネタテロ組織に対してとんでもない認識が広まりつつある。いわく、下ネタテロ組織は人々から生殖機能を奪い国家転てん覆ぷくを狙ねらう凶悪な集団なのだと。


    　国とマスコミによって大々的に喧けん伝でんされた数々のマイナスイメージは強烈にして鮮せん烈れつだ。それらを覆くつがえし、ただでさえよくない印象のつきまとう性知識を流る布ふするなんて不可能に近い。


    「ねぇ狸たぬ吉きち。『６』と『９』を見てて思ったのだけど、中国系のデザインでよく見る白黒のアレって完全にシックスナインよね。もしくは絡み合う精せい子し。……こ、これはまさか、ＢＬボーイズラブの新しい形!?」


    　このように下ネタを面白おかしく濫らん用ようする人がこちら側にいる以上、性知識のイメージを改善して知識流布をスムーズにするなんて手は使えそうにない。


    　どうにか《こうのとりインフルエンザ》、つまりは国が出す情報の信しん憑ぴよう性せいをダダ下がりさせられればいいのだけど、反社会組織である僕たちにそんな宣伝能力はない。信用だって皆かい無むだ。いままでのようにゴリ押しでどうにかなる状況じゃない。


    　下ネタに溺おぼれているだけのように見える華城先輩も、実は裏で四大下ネタテロ組織《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》と協力し、第五清せい麗れい指定都市への性知識流布計画を進めている。けれどそれがこの状況を打破する有効打になるかと聞かれれば、かなり難しい。


    「手詰まり、なんですかねぇ……」


    　ふと弱音が口をついて出てしまったそのときだった。


    「手詰まり……？」


    　華城先輩がぱちくりと目を瞬またたいた。


    「それはつまり、この先この国では新しいエロ作品も、世界の広さを知らしめる変態性せい癖へきも生まれなくなるということ……生物多様性の崩ほう壊かい……地球が泣いているわ……いや、これはきっと全世界のチンコが泣いているんだわ……私には聞こえる……『ぴぃ、ぴぃ』って泣いているわ」


    　笛じゃねえんだからさ。


    「あの、華城先輩？」


    　両手で顔を覆おおった華城先輩がぶつぶつとなんか言ってる。ねぇこれ、救急車呼んだほうがいいやつじゃない？　いやそれとも、エクソシストとかそっち系か？


    「新しい作品だの未知の趣味だのは、早さ乙おと女め先輩が生み出してくれますから、落ち着いて《こうのとりインフルエンザ》への打開策を考えて──」


    「バカ！　能力者の能力が一人一種類であるように、持てる性せい癖へきには限りがあるのよ！　人々の心の中には、早乙女先輩にも生み出せないエロが眠っているの！」


    　異能力と性癖を同じにしないでほしいんだけどなぁ。


    「撫子なでしこが勧めてくるように、エロ革命を諦あきらめてこのまま朱あけ門かど温泉で静かに下ネタを楽しみながら暮らすっていう道も確かに魅力的よ。けれどそれは、緩ゆるやかな死そのものだわ！　想像してみなさい狸たぬ吉きち。新しい下ネタの種が供給されず、毎日のように『ファックスはセックスの仲間だから十八禁シール貼はっておくわね！』だの『オナホールの吸引力は最早ブラックホールと同列でござる』だのと、同じようなネタばかり繰り返す私の猥わい談だんに付き合わされる様を！」


    「地獄ですね」


    「そう！　ここで引き下がっても、私たちに待っているのは緩やかな人格の破は綻たん！　常に新しいエロが供給されないと死んでしまうわ！」


    　華か城じよう先輩がぐっと拳こぶしを握る。力強くて頼りがいのある姿に見えるが、目は相変わらず虚うつろである。嫌な予感しかしない。


    「……だから、この状況は本当に参るわ。錦にしきノの宮みや祠まつ影かげに、鬼おに頭がしら慶けい介すけ……とんだタヌキジジイよ」


    　単純所持禁止条例から《こうのとりインフルエンザ》成立までの流れをつくり出した人物として報道で広く紹介されているのは、金かね子こ玉たま子ことかいう国会議員だ。


    　けれどその裏で糸を引いている人物がアンナ先輩の父親、錦ノ宮祠影であることはまず間違いないだろうし、ちゃっかりいいサポートしやがったのはあの変態妖精・鬼頭慶介らしい。


    　これまで僕たちの活動がうまくいっていたのはあくまで表面的なもので、連中は水面下で着々と致命的な一撃を狙ねらっていたというわけだ。


    　タヌキジジイ、というのも言い得て妙である。できる男は総じて精力が強いと聞く。祠影も慶介もさぞタヌキみたいに立派で潰つぶしがいのあるタマタマをお持ちなんだろう。


    　と、華城先輩もタヌキジジイたちへの意い趣しゅ返がえしにようやく乗り気になったのか「このままやられっぱなしでいられるもんですか！」と拳を振り上げる。


    「やられたらやり返す。股こ間かんにバイキルトよ！」


    　……この人、僕の股間を指さしてなにがしたいんだろう。


    「もう勘弁ならないわ！　慶介と祠影どっちでもいい、行きなさい狸吉！　あのいけすかないおっさんどもの穴という穴に屈くつ辱じよくと快楽のムラムラ棒をぶち込んでやるのよ！」


    　なんだこのブラック企業も真っ青さおの命令は。


    「華城先輩、気持ちはわかりますが、落ち着いてください」


    「狸吉。女はね、男と違って一発抜いたらすぐクールダウンできるほど、単純な生き物じゃないの」


    　ふえぇ。こんなにも反論しづらい内容でたしなめられたの初めてだよぉ。


    「とにかく、狸たぬ吉きちはいますぐあのタヌキジジイどもの尻しりを目がけて発射しなさい」


    「人のことをなんだと思ってるんですか！」


    「対男性用完全自立型ピンポイント爆ばく撃げき生物兵器よ」


    　一瞬カッコイイと思っちゃったけど、それってつまりどこまでも追いかけてくるハードゲイじゃねえか。


    「大丈夫、心配しないで。ドーピング用の食事はたんまり用意するわ。あなたはこれから、たとえ相手がどんなに汚いおっさんであっても決して萎なえることなく菊の穴を貫つらぬく最強の槍やりになるのよ。コードネーム、ケダモノの槍」


    　それ、最終的に人間に戻れなくなるやつでしょ？


    　おいこの先輩本気かよ。絶対に誰も入れたくない穴VS絶対に萎えることのない棒ってこれなに、現代に新たな矛む盾じゆんを生み出そうとしてんの？


    「狸吉の勇ゆう姿しはちゃーんと早さ乙おと女め先輩がスケッチするから、頑張るのよ！」


    「うむ、楽しみにしておるぞ」


    　いつの間にか華か城じよう先輩の隣でジュースをすすっていた早乙女先輩がびしっと敬礼する。


    　相変わらず高校三年生にはとても見えない幼おさない容よう姿しの早乙女先輩はいつもとなんら変わりなく、エロイラストのネタになりそうな話には面白がってがつがつ食いついてくる。


    「見てよ狸吉、早乙女先輩のこの顔！　勇姿どころか精せい子しも一匹残らず描写してやる！　ってくらいやる気に満ちあふれてるわよ！　これはもう狸吉が拒否するわけにはいかない空気よね？　ふふふ、抵抗しても無駄よ。どんな手を使ってでもあなたを優秀な性欲兵器に改造して──待ちなさい狸吉！　股こ間かんにフォークを振り下ろしたら死んじゃうわよ!?」


    「離してください！　こんなものが、こんなものがあるから先輩たちがおかしくなってしまうんです！」


    　こんなものが生えてるから、この緊急事態から目を逸そらしたい華城先輩たちが腐った妄もう想そうに取り憑つかれてしまうんだ！


    《ＳＯＸソツクス》がこの状況を打破するために、そしてなによりこれ以上僕のムスコが腐ふ女じよ子しのエサにされないように、僕とムスコはここでお別れしなくちゃいけないんだ！


    　達者で暮らせよ、股またの玉三郎！


    「いい加減にしろっス！」


    「落ち着くんだぜ！　このバカども！」


    　と、横から急に現れた鼓こ修す理りが僕を蹴け飛とばし、ゆとりが華城先輩と早乙女先輩をはっ倒した。


    　そこでようやく僕たちはこの緊急事態に、わけのわからない茶番を繰り広げて時間を無駄にしていたことに気づいたのだった。


    「あら鼓こ修す理り。ぺちゃぱいの案内、ご苦労様」


    「せ・つ・げ・ん・の・あ・お？　お前な、わざわざＰピーＭエムを無効化してまでその呼び方に固こ執しつする必要ないよな？　な？」


    　ゆとりが青筋を立てて華か城じよう先輩と取っ組み合う。


    「いえこれくらい、綾あや女め様の頼みなら朝飯前っス！」


    「おい鼓修理。華城先輩に忠誠を示すんならせめて、この足をどけてからにしろよ」


    　華城先輩に満面の笑みで胸を張っていた鼓修理の足をぺしっと手で払う。


    　すると鼓修理は僕の手が触れた部分をおしぼりでごしごしごし！　と拭ふき取った。


    「汚けがらわしいっス！　腐った生ゴミに顔面から突っ込んでしまったかのような不快感っス！」


    　黙っていれば少しは可愛いだろう顔を生意気に歪ゆがめて鼓修理は僕から飛び退のく。


    　この腹黒ロリ、人がおとなしくしてればつけあがってからに。


    「……あんな趣味のおっさんが父親な中学生女子のほうがよっぽど気持ち悪いやい」


    「うぐはっ!?」


    　鼓修理が口からなにか吐き出して倒れた。


    　女装趣味の変態、鬼おに頭がしら慶けい介すけを父に持つ鼓修理はそのことをまだ気にしていて、ちょっとつついてやればこのとおり戦闘不能に陥おちいる。


    「それじゃあ全員そろったところで、そろそろ明日あしたどうするか話しませんか。二人とも、そろそろ落ち着いてください」


    　ぐぐぐ、と取っ組み合ったまま膠こう着ちやく状態となった華城先輩とゆとりをなだめるための仲ちゆう裁さいに入る。ゆとりは血の気こそ多いが話せばわかってくれる子だ。怒りのためか顔が真っ赤かで「……ふんっ」と不満げだが、一応は素直に引いてくれる。華城先輩もそれに合わせて居住まいを正した。


    　議題は明日から市民に開放される、治療施設《ラブホスピタル》への偵てい察さつ任務についてだ。いわゆるお誕生日席には華城先輩が議長として座り、話し合いを始める場が整いかけたそのときだった。短時間で復活した鼓修理がぼそりと呟つぶやいた。


    「……化け物女の体に吸い付いた気き色しよく悪い狸たぬき小こ僧ぞうのくせに、いけしゃあしゃあと仕切ってんじゃねぇっスよ」


    「「………………………………」」


    　え？　百年に一度の大寒波？


    　残念☆正解は華城先輩とゆとりからあふれてくる殺気でした☆　……頭皮がはげ上がりそう。


    「こ、鼓修理！　お、おま、お前！　それは！　いま！　関係にゃいだろ！」


    　死の危険を感じて回らなくなる呂ろ律れつを必死に操あやつりながら鼓修理を糾きゆう弾だんする。うわぁ、僕いま唇くちびるかっさかさ。胃液がどぴゅどぴゅ噴き出しておなかが溶解しそうだよぉ！


    「あー、そうっスね。鼓修理が悪かったっスよ。どうぞ忘れて話を始めてくださいっス」


    　鼓こ修す理りは嫌みなくらい素直に謝り、ちょこんとおとなしく席につく。


    「……はい。じゃあ、始めましょうか」


    　華か城じよう先輩が明日あしたに向けた打ち合わせの開始を宣言するのだけど、なにこの空気。マスターが新しく運んできたホットコーヒーに誰も手をつけないんですけど。


    「とりあえず、明日は《ラブホスピタル》にカップルとして潜入しようと思うのだけれど、なにか意見はあるかしら、そこの《妖怪乳転がし》さん？」


    　…………これって僕が指名されてるってことで間違いないよね？　華城先輩が僕に一いち[image: ]べつもくれないから非常に不安ではあるのだけれど、ほかに誰も口を開かないし。


    「ええと、カップルってことは、僕と誰かがペアを組んで偵てい察さつに行くってことですよね？」


    「そうなるわね。私は嫌だけれど」


    「あたしもパスだぜ」


    「反へ吐どが出るっス」


    　僕は涙が出るよ。


    「ちょっとぺちゃぱい、どういうことよ。わざわざ《妖怪乳転がし》を拒絶するためにこの街に来たわけじゃないでしょう？　偵察は、人工授じゆ精せい関連に造ぞう詣けいが深いだろうあなたと《乳転がし》の役目よ」


    「はぁ？　誰がこんな野生動物以下の理性しかないやつと組むか。二人きりになった途端、吸われるのがオチだぜ」
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    「あなた、吸い付かれる部位がないじゃないの。ぷっ」


    「ストップゆとり！　角はダメだ角は！」


    　メニュー表を縦にして殴りかかろうとしたゆとりの腕をつかんで止める。


    「ひっ──ぎゃあああっ!?　触んなあああっ！」


    　渾こん身しんの右ストレートが僕を襲おそった。真っ赤かな顔で息を荒らげるゆとりの横で、頰ほお杖づえをついた鼓こ修す理りが「これだからゆとりは……」とため息をついていた。


    　ねぇこれ「奥おく間ま狸たぬ吉きちを吊つるし上げる会」とかそういう催しだっけ？


    「と、とにかくだぜ！」


    　ゆとりが一連の流れをなかったことにするかのようにテーブルをばん！　と叩たたく。


    「リーダーのくせに《こうのとりインフルエンザ》やら《ラブホスピタル》やらへの対抗策を全然思いつけてないんだから、あんたも直じき々じきに偵てい察さつに行くべきだぜ！」


    「それは、そうだけれど……」


    　痛いところを突かれた華か城じよう先輩が怯ひるむ。けれどそれはいささか言いがかりに近い論だと僕は思った。


    「まあまあ、ゆとり。リーダーだからって全部の作戦を思いつかなきゃいけないってわけじゃないんだから、そんな責めるような言い方は──」


    「狸吉は喋しやべるなだぜ」


    「おしゃぶりをあげるから上の口が絶頂に達するまでしゃぶってなさい」


    「……はい」


    　おかしい。ゆとりだけならまだしも華城先輩にまで[image: ]きばをむかれた。


    　……いや確かにさ。僕がアンナ先輩の、その、おっぱいに吸い付いたのは、紛まぎれもない事実ですよ？　けれどあれは母さんたちの手から逃のがれるためには仕方のないことだったし、なによりあれからもう何日も経たっている。


    　いくらなんでも怒りが長続きしすぎだろう。僕がこの二人からこんなに怒られるいわれはないと思うんだけど……。


    　萎い縮しゆくする僕を置いてきぼりにして、華城先輩とゆとりは議論を白熱させる。


    「いいからあなたはおとなしくおっぱい星人とカップルになって偵察に行きなさいよ」


    「誰が行くか！　あの野生動物以下野や郎ろうはリーダーが責任もって矯きよう正せいしやがれ！」


    　もうこの作戦会議、収拾つかないだろ。ひたすら僕をこきおろして終わりそう。


    　と、そのときだった。


    　話し合いが始まってからひたすらミルクセーキのおかわりを注文し続けていつの間にか通算十杯目を飲み干していた早さ乙おと女め先輩がおもむろに口を開いた。


    「ならば狸吉のペアとなる者をローテーションして、皆で偵察に行けばよいのではないか？」


    



    　　　　　●


    



    　十一月二日、月曜日。


    《こうのとりインフルエンザ》の存在と、その対策施設である《ラブホスピタル》の敷ふ設せつが発表されてから一週間が経たち、ついに今日きょうこの日、第一清せい麗れい指定都市で《ラブホスピタル》第一号が初めてそのベールを脱いだ。


    　性知識を得ることで感染し、男女問わず子供のできない体になってしまうという設定の《こうのとりインフルエンザ》。


    　それを治療するための施設だと銘めい打うたれている《ラブホスピタル》には、平日だというのに朝からたくさんの人々が来院しているとのことだった。


    　地元の学校を休んで第一清麗指定都市に来ているゆとりが朝から偵てい察さつしたところによると、わざわざ第一清麗指定都市の外から受診しに来ている若い夫婦も多いらしい。


    　放課後、僕と華か城じよう先輩は私服に着替えて《ラブホスピタル》近くのコンビニで待ち合わせる約束になっていた。


    　この界かい隈わいは役所や裁判所、善ぜん導どう課本部などが集中しているせいで、この前まで不ふ破わさん率ひきいるデモ隊が頻ひん繁ぱんに騒ぎを起こしていたエリアだ。


    《こうのとりインフルエンザ》という公式デマ情報が出回ってからは単純所持禁止条例に対する抗議活動に正当性を見いだせなくなったらしい。


    　精せい子しに扮ふんしたデモ隊はいまやどこにも見当たらない。代わりに闊かつ歩ぽしているのは精液みたいに真っ白な制服に身を包んだ善導課の連中だ。


    《ラブホスピタル》に対するテロやデモを警戒しているのか、鋭するどい眼光でパトロールに勤いそしんでいる。母さんのぬかりない指揮の賜たま物ものだろう。


    「ごめんなさい、待ったかしら」


    　背後から声がかかった。


    　振り返ると、そこには眼め鏡がねに三つ編みの華城先輩がいた。生徒会副会長モードの華城先輩は地味な長なが袖そで長ズボンで身を包み、重そうに膨ふくらんだおなかを抱えていた。


    「……なんで既に妊にん娠しんしてるんですか」


    「妊婦に妊娠の理由を尋ねるなんて新あら手ての変態？　マタニティセクハラ、略してマタハラね」


    　なんだその高たかま天が原はらみたいな響きの新種のセクハラは。


    「というか、妊婦の変装なんかしてたら《ラブホスピタル》に入れないでしょうが」


    　スキンヘッドが理髪店で「短めで」と注文するようなもんだぞ。


    「わかってるわよ。実はこれ、アンナの追跡を振り切るための一時的な変装なの」


    　華城先輩はうんざりしたように肩を竦すくめ、おなかから取り出した風船を僕の股こ間かんに押しつけてぱぁん！　と破裂させる。なんでこの人はいきなり人をショック死させようとするの？　股こ間かんでゴムが破裂とかいろいろな意味で怖いんでやめてほしい。けらけらと笑いながら風船をポケットにしまい込む華か城じよう先輩にはこの恐怖はまるでわかっていないみたいだ。


    「てゆうか華城先輩、アンナ先輩に尾行されてたんですか？」


    　谷や津つヶが森もりのエロ本を第一清せい麗れい指定都市から無事に逃がしたあの日から、アンナ先輩は少しおとなしくなっていた。


    　僕以外の男（とアンナ先輩は思っている）に対して性欲を暴走させてしまった罪悪感からか、いろいろスッキリしてしまったからか、はたまた母さんとの戦いに疲ひ弊へいしたからか理由はわからないけれど、生徒会室で僕に迫ってくる機会が激減しているのだ。


    　僕たち《ＳＯＸソツクス》を取り逃がしてから母さんが再び僕といっしょに暮らしているおかげなのか夜よ[image: ]ばいもなくなっていたし、僕としては精神的にかなり助かっていたのだけど、その矛ほこ先さきがなぜか華城先輩に向かっているらしい。


    「私と狸たぬ吉きちとの仲を疑っているみたいね……」


    　そこで僕ではなく華城先輩を尾行するのは母さんを警戒しているゆえなのか、それとも証しよう拠こを見つけ次第すぐに恋こい敵がたきを排除するつもりだからなのか、判断に困るところだ。


    「まあ、もう振り切ったから、安心して《ラブホスピタル》の偵てい察さつに行きましょう」


    　僕は華城先輩と並んで《ラブホスピタル》へと足を向けた。


    　目的の建物はコンビニから徒歩で十分くらいのところにあった。


    　長ちよう蛇だの列以上に、その総合病院のような大きさの建物はそれだけで十分な目印になる。


    　こんな立派な施設が近いうちに、全国五十か所に建てられるという。どれだけ以前から計画を進めていたのか。


    　悔くやしいけれど、敵の周到さはやはりさすがの一言に尽きる。


    　祠まつ影かげもそうだけど、慶けい介すけも大概である。きっと朱あけ門かど温泉で僕たちと対戦したとき、並行して体制側に協力する策も進めていたのだろう。規制を強化し、性知識を得ることのできない人々の爆発を促うながすために。でなければこんなにも迅じん速そくに、これだけの施設が建つわけがない。思春期のちんことはわけが違うのだ。


    「華城先輩、どうしました？」


    　若い夫婦に混じって列に並んだとき。ふと華城先輩の様子がおかしいことに気づいた。


    　ある一点を見つめたまま、顔面を蒼そう白はくにしている。唇くちびるなんて、ゆとりと華城先輩に殺気を向けられた僕のようにかさかさだ。ふと、以前華城先輩が赤ん坊の唇は性感帯だとかなんとか言っていたことを思い出す。なら乾燥した唇をくにくにと弄いじったら女性器みたいに潤うるおうんじゃないか、などとたわいもないことを考えていたのだけど、華城先輩が指さすほうを見て心臓が止まりかけた。


    「な、なんでアンナ先輩がここに……？」


    《ラブホスピタル》の入り口付近。時とき岡おか学園の制服姿でうろうろしていたのは紛まぎれもなくアンナ先輩だった。


    　命の危機を感じたとき、特に男性は死ぬ前に子孫を残すべく精力が増すという。つまり世に言うヤンデレが刃物を装備して想おもい人に迫るのは男の精力を増大させてから事に及ぶためであり、翻ひるがえせば女の子側がこのうえなく発情しているというサインなのだ。だからヤンデレは魅力的なんだろう。……などとどうでもいい考察をしている間にも列が進み、僕と華か城じよう先輩は死に近づいていく。つまり僕のムスコも命の危機を感じて興奮していく。おい、なんか僕が変態みたいじゃないか。違う違う、これは本能だから。梅干し頰ほお張ばったら唾つばが出ちゃうアレだから。


    「ちょ、華城先輩っ。どうするんですか!?　早く逃げないと！」


    「……いま列から出たらほぼ間違いなくアンナの目に留まるわ」


    　かといってこのまま列が進めば匂においで百パーセント僕だってバレる。一か八か、いまのうちに離脱しないと！


    　そのときだ。


    《ラブホスピタル》の職員らしき女性が出てきて、アンナ先輩に愛あい想そよく話しかけていた。


    「どうなさいましたか」


    「あ、いえその、人を探している途中にここに着いてしまって、この施設は学生でも利用できるのかと疑問に思いまして」


    　アンナ先輩が頰を火ほ照てらせながら慌あわてた様子で受け答えする。


    「もちろんですよ。こちらの施設は《こうのとりインフルエンザ》に感染しているかどうか検査することもできますから。ですが、いまは配偶者がおられる方が優先となっております。もしあなたに配偶者もしくはそれに準ずる相手がおられるのでしたら、後日その方といっしょに来ていただければ問題なくご利用いただけます」


    「そうなんですのっ。ならよかったですわ。わたくしはたぶん大丈夫でしょうけれど、奥おく間ま君が感染している可能性は高いですもの……」


    「恋人さんのことが心配なのですね」


    「婚約者ですの」


    　アンナ先輩はうっとりと微笑ほほえみ、職員の女性へ丁てい寧ねいにお礼を告げてからご機嫌そうに去っていった。うん。危機は去った。去ったけれども。


    「狸たぬ吉きちあなた、いつ婚約してたの？」


    「身に覚えがありません！」


    「男は皆そう言うのよ。知らなかったわ。狸吉が左手の薬指の童どう貞ていを喪そう失しつしていたなんて」


    　婚約指輪を女性器にたとえて貞操と絡める女性を初めて見た。これは現実か？


    「にしても、アンナの中では着実に既成事実が積み上がっているみたいね」


    　最近はアンナ先輩のビースト化もほとんどなかったので油断していた。水面下でアンナ先輩は確実におかしくなっている。寝首をかかれないよう注意しないと……。


    　そうこうしているうちに列が進み、僕たちはついに《ラブホスピタル》へと足を踏み入れた。


    「ここが……」


    　内部は普通の病院と大差ないものだった。たくさんの患者を待機させることを想定しているのか、待合室はかなり広い。空いているソファーに座り、周囲をそれとなく見渡す。


    　当たり前だけれどいるのは若い夫婦ばかりで、たまに夫婦の付き添いらしい年配の人がいるくらいだ。


    「悲しいことだわ。これだけ夫婦がそろっている場面、世が世なら『げへへ。あの仲の良さそうな夫婦は夜にどんな営みを』とか想像できるのに、ここにいるってことはそういう行為を知らないってことなのよね。妄もう想そうが全然はかどらないわ」


    　さすが華か城じよう先輩。考えることがゲスい。僕が呆あきれ返っていると、


    「これ、入り口のあたりで配ってた冊子よ」


    　華城先輩が取り出したのは、待合室にいるほかの夫婦が読み込んでいるのと同じ冊子だった。


    「教科書に書いてあることがまとめられているみたいね。ご丁てい寧ねいなことよ」


    　先日、時とき岡おか学園をはじめとした全国の学校に現代社会と保健体育の新しい教科書が届けられた。


    　そこには一週間前からニュースで流している《こうのとりインフルエンザ》の詳細とその病魔に対抗するために政府がとった対策などが体系立って記載されており、実際の授業ではこれまでの授業進度を無視してまず真っ先にそのページを教え込まれた。


    　冊子にはその内容をまとめたものが記載されていて、社会人にも教科書どおりの知識を流る布ふしたいという政府の思惑が見て取れた。


    　エロ漫画のお掃除フェラ並みにご丁寧なことだ。


    　そこまでしなくとも、政府の発信する間違った性知識は、本当の知識を持っている世代の人たちにも十分浸透しているのに。


    　若い夫婦の付き添いで来ている年配の人たちがその証しよう拠こ。


    　性知識が若者に悪影響を与えるという情報を信じ込んで我が子にその手の知識を与えず、孫ができないと嘆き、その原因は特殊な病気のせいなのだという誤情報をまた鵜う呑のみにする。


    　こんな施設に通わずとも「マ●コにチンコ突っ込んで腰を振ってれば家族が増えるよ！」とだけ教えておけばいいだけのシンプルな話なのに、誰もそれに気づかないのだ。


    「皆様、こちらにご注目ください」


    　待合室の前方に、にこにこと人当たりのいい表情をした職員が現れた。


    　周囲が薄暗くなり、スクリーンが上方から降りてきて、なにか映写され始める。


    「あれかしら。集団でＡＶアダルトビデオを鑑賞することによって性的興奮を高め、自発的に交尾に持ち込むとかそういう展開かしら。なにかしら、年とし甲が斐いもなくワクワクしてきたわねっ！」


    　パンダじゃねえんだよ。ていうか周りに聞こえるんで、いい加減ＰピーＭエム無効化して下ネタまき散らすのやめてくれませんかね。


    　ちなみに中国のパンダは繁殖を促うながすためにパンダ用ＡＶアダルトビデオを見せてもらっているのだと父さんが言っていた。超羨うらやましいんですけど。


    「本日は皆様初診ということで、《ラブホスピタル》で行おこなわれる不妊治療の概がい要ようをまとめた映像を見てもらうのと並行して、診察用に採血をさせていただきます」


    「今月はまだ生理が来ていないのだけれど」


    「静かにしてろ！　注射器に決まってんだろ！」


    「注射器をアソコに差し込むのでしょう？　血とは違う体液まで採取されちゃうわね」


    　ダメだこいつ。早く話題を逸そらさないと……。


    「採血なんて、なにに使うんでしょう」


    「別に何にも使わないでしょうね。たぶん、ちゃんと検査してますよーって印象を植え付ける以上の意味なんてないわ」


    　どんな種類の性知識をどれだけの量知ってしまうと《こうのとりインフルエンザ》に感染・発症するのかという基準は、完全に個人差だと報じられている。物心つく前から清せい麗れい指定都市で暮らしていてもほんの[image: ]わずかな性知識との接触で発症する危険性がある一方、そうでない都市に暮らしていても耐性が高いゆえになに不自由なく子供をつくれる人もいるという。


    　病気なんてどれもそんなものなのだろうけど、こと《こうのとりインフルエンザ》にそんな説明が付与されると僕たちとしてはうさんくさくて仕方ない。


    「手のひらを上に向けて、軽く握ってください」


    　僕たちの番がやってきて、腕に注射針を挿そう入にゆうされる。痛いのは最初だけ。前から思ってたんだけど、医療行為ってやけに色っぽいよね。


    「お二人のカルテを作成しますので、ＰＭによる身分照会と、交際期間の記入をお願いします」


    　ＰＭから個人情報を読み取り記録する機械と、簡易なアンケート用紙のようなものを渡される。


    「交際期間……」


    　改めて聞かれて赤面していると、華か城じよう先輩が横からそれをかっさらい、


    「三日、と」


    「短すぎでしょ!?」


    「どうしたの狸たぬ吉きち。急に狸吉のムスコの話なんか」


    　僕のムスコはいま関係ないだろ！　そもそも短くないし！　た、たぶん……。


    「いや、いくらなんでも交際期間三日はおかしくないですか」


    「そうかしら。だって狸吉はこの先、私以外の女の子ともここに来るのよ？　しかもＰＭで魚ぎよ拓たくをとられる。短いサイクルで女の子をたらし込み、交際数日でこんなとこに連れ込むクソ野や郎ろうって設定にしたほうが正体を怪しまれずにすむわ」


    「代だい償しようがデカすぎる……」


    　ひそひそと話していると、前方のスクリーンで映像が始まった。


    　冒頭は教科書や冊子の内容をさらにかいつまんだもので、すぐさま具体的な治療方法の話へと移行する。


    『症状が軽い、もしくは感染していないと検査で判断された場合、《ラブホスピタル》内の各教室で《愛のセミナー》を受けていただきます』


    　ナレーターの語りに合わせて広いホールが映し出される。


    　そこには講師役らしい男女の職員に指導され、いろいろなやり方でいちゃつく若い夫婦役の人たちが映っていた。


    《こうのとりインフルエンザ》の存在が公表されてからも、相変わらず子供のつくり方は男女が心の底から愛し合うこと、と教科書には記載されている。その〝愛し合う〟とやらは具体的になにをどうすればいいのか、という世が世ならとても心ときめく講習を《愛のセミナー》では行おこなうらしい。


    　しかし蓋ふたを開けてみればその具体例はいってらっしゃいのキスだの、互いの呼び方を「◯◯たん」「◯◯くん」に変えるだの、食事のときは互いに食べさせあうだの、声をかけるときは毎回二の腕の辺りにボディタッチを心がけるだの、なんかこう、甘すぎて口から砂糖吐きそう。ＴＮＫからガムシロップ噴射しそう。


    「ボディタッチを増やすとか、セックスレスの治療方法そのものじゃないの……」


    　甘さに胸焼けしそうな僕の隣で、華か城じよう先輩は口から精せい子し吐きそうな苦い顔をしていた。砂糖も精子も白くて小さくて水に溶かすとネバネバってところが似てるよね。もうここまで似てたらほとんど同じものでしょ。


    「ダメだわ。小さい子供が思い描えがくような無む垢くで清らかな甘甘ラブラブ描写に、私の汚れた心じゃ耐えきれない……」


    　息も絶え絶えに華城先輩が呟つぶやく。どうしよう。華城先輩が聖なる光に浄化されかけの魔物にしか見えない。


    　ようやく痛々しい《愛のセミナー》の説明が終わり、いよいよ映像は根本治療についての項に入った。


    『検査で症状が重じゆう篤とくと判断されたご夫婦、もしくは《愛のセミナー》で症状が改善されず一定期間妊にん娠しんが確認されない場合、本格的な治療に移ります』


    　次に映されたのは手術室のような場所だ。診療台が二つあり、そこに男女が眠らされていた。


    『治療は麻酔を使用して行われます。母子に少なからず負担を与えることになってしまいますが、この治療を受ければほぼ百％《こうのとりインフルエンザ》を克服し子供を授さずかることができます』


    　このタイミングで人工授じゆ精せいを行おこなうわけか。


    《愛のセミナー》とやらに従事したところで子供ができるわけがない。ならば《ラブホスピタル》に訪れた夫婦はいずれ皆あの診療台に乗せられることになる。


    　そして[image: ]だまされたことにも気づかず「よかった。《こうのとりインフルエンザ》が治って子供ができた」と国に感謝するのだろう。これは笑えない。


    『本日はお越しいただき、ありがとうございました。検査の結果、及びそれに伴ともなう治療の日程については後日ＰピーＭエムに送信させていただきます』


    　映像はそこで終わり、僕と華か城じよう先輩はそのまま《ラブホスピタル》をあとにした。


    「想像以上の茶番ね。素人しろうとＡＶアダルトビデオ冒頭の演技まる出しナンパシーンみたい」


    　それでも、この国を挙げた茶番を信じるしかない無知な人々が大多数を占めるいま、状況は決して楽観視できるものではなかった。
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    「よし、行くぞい狸たぬ吉きち！」


    「……あの、本気なんですか、早さ乙おと女め先輩」


    「無論じゃ。お主ぬしも《ＳＯＸソツクス》メンバーでローテーションして偵てい察さつに行くことを承諾したではないか」


    　華城先輩と《ラブホスピタル》に潜入した翌日、僕は再び若い夫婦の列に並んでいた。けれど昨日きのうと違い、今日きょうの僕は周囲から注がれる奇異の目に精神力をガリガリ削られていた。


    　外見が明らかに小学生の早乙女先輩を肩に乗っけている僕は、どう考えてもロリコンの犯罪者だ。まあこの人たちにロリコンなんて概がい念ねんはないだろうけど、少なくとも幼よう女じよを誑たぶらかしてここに連れてきた鬼き畜ちく、くらいには思われているだろう。


    「承諾しましたけど、あの場面なら華城先輩とゆとりが交替で僕といっしょに行くとか、そういう意味だと思うじゃないですか」


    　抗議するも、早乙女先輩は「中はどんなかのぅ、楽しみじゃな」とウキウキはしゃぐだけで人の話を聞いちゃいない。早乙女先輩が無む邪じや気きにはしゃげばはしゃぐほど、周囲から『どんな卑ひ劣れつな噓うそで連れてきたんだ……？』みたいな視線が突き刺さる。いつかロリコンに優しい世界が来ればいいな。


    　切実な祈りを捧ささげている間に列は進み、僕と早乙女先輩は《ラブホスピタル》に入った。


    「二日連続で、しかもこんな外見の早乙女先輩と受診なんて、なんか手こずりそうだなあ」


    　僕の心配をよそに、手続きは昨日と同様、いやにスムーズだった。


    　唯ゆい一いつほころびがあったのはＰＭでの身分照会のときで、


    「昨日受診された形跡がありますが、カルテは別々に作成いたしますか？」


    「え、あ、はい。お願いします」


    　たったこれだけだ。僕だけでなく周囲で聞き耳を立てていたらしい夫婦の皆様方も「え？　スルー？」みたいな顔になっていた。え、なに、ここはロリコン無罪どころか二ふた股またもＯＫなの？


    　[image: ]いぶかしむ僕たちとは対照的に、早さ乙おと女め先輩だけがその瞳ひとみを鋭するどく光らせていた。


    「ふむ。全員、同じようじゃの」


    　[image: ]作意欲が刺激されるのか、早乙女先輩は唇くちびるをむずむずと動かしながら声を漏もらした。


    「ここの職員は皆、なんと言ったか、ああ、月つき見み草ぐさ朧おぼろと同じ匂においがする」


    「月見草と？」


    　月見草朧は錦にしきノの宮みや祠まつ影かげがアンナ先輩の護衛兼学内の卑ひ猥わいを取り締まる風紀委員のまとめ役として派遣してきたロボットみたいなやつだ。感情表現が皆かい無むだったり融ゆう通ずうが利かなかったりとそれこそ少々出来のいいヒューマノイドみたいなやつで、ここ《ラブホスピタル》の職員と同類だと言われてもあまりピンとこない。


    「月見草より少し優秀なだけじゃ。こやつらも施設育ちじゃろうな」


    　施設。


    　華か城じよう先輩が以前話していた、捨て子に英才教育を施ほどこす国営の養護施設のことだ。


    　そこでは日々堅苦しい教育が行おこなわれ、出来のいい子供は国力の維持に必要ながら性知識と切り離せない職業──医療や科学技術の研究者などになることを義務づけられている。


    　その人たちが《ラブホスピタル》に人工授じゆ精せい技師や職員として派遣されるのはなんら不自然ではないけれど、その全員を施設出身者で固めたりするだろうか。


    　第一弾で既に全国五十か所の設置が決定されている《ラブホスピタル》。今後スタッフの数が足りなくなるのは明白な気がする。


    　……それとも、僕たちが想定している以上に施設で育てられた子供は多いのだろうか。


    「いずれにせよ、上からの命令になんの疑問も[image: ]かつ藤とうも抱いだかず従う連中が、わしらと根本的に価値観の違う人間が、わしらとそっくりの顔をして子づくりをサポートしておるというわけじゃな。なにが狙ねらいなのかわかったものではないの。怖い怖い」


    　早乙女先輩は言葉とは裏腹に愉快そうに笑う。またなにか絵の題材を思いついたのだろう。


    「そうじゃな。たとえるなら温泉旅行や海水浴を頻ひん繁ぱんに企画してくれる友人が実は男が好きで、爽さわやかな笑え顔がおの裏でずっとお主ぬしの後ろ穴を狙っておった、みたいな恐怖じゃな」


    　マジで怖いんでやめてください。てゆーか前足後ろ足後ろ穴、みたいな言い方もやめて。


    「むぅ、やはり筆を置いてきたのは失敗じゃったかの」


    　昨日きのう流されたのと同じ映像が終わるまで、早乙女先輩はインスピレーションを逃のがさないようにするためかずっと指をちゅぱちゅぱ舐なめていた。ＰピーＭエムの探知から逃れるために口でエロイラストを描かく早乙女先輩にとって唇への刺激は大事らしい。


    「むむむ。インスピレーションが逃げる。具体的には、風ふ呂ろ場ばで猛たけったナニを級友に押しつけあい『おいやめろやめろ入る入るはい──あっ』みたいなおふざけが毎日のように行おこなわれている寮住まいの男子校生たちの甘美な日常シーンの数々が頭から消えてしまうのじゃ！」


    　どうしよう。頭を引っぱたけばそのとんでもない地獄絵図は早さ乙おと女め先輩のおかっぱ頭から消え失うせてくれるのだろうか。


    《ラブホスピタル》の概がい要よう説明映像が終わるやいなや、早乙女先輩は《ラブホスピタル》を飛び出し、ちゃっちゃと帰り支度を整える。


    「心配するでない狸たぬ吉きちよ。この施設を皮肉るイラストのアイデアも浮かんでおるし、ちゃーんとお主ぬし好みの、モンスター娘との子づくり本のアイデアもできあがっておる」


    　ほ、本当ですか早乙女先輩!?　早く！　早く『サソリ女との挿そう入にゆうし愛っこ』や『透明人間になっちゃった女の子の体を事故に見せかけて触りまくる』本の続きを早く！　いやマジで透明人間属性は男じゃなくて女の子に付与するべきなんだって！　表情とかがはっきりわからないゆえに、想像とＴＮＫが無限に膨ふくらむんだぞ!?　……まあそれは後日改めて語るとして。


    「さっそくアイデアを形にせねば。では、今日きょうはこの辺での」


    《ラブホスピタル》見学に満足したらしい早乙女先輩を見送り、もう今日は帰ろうと踵きびすを返したときだった。


    「おや奥おく間まさん。ちょうどいいところで会いましたね」


    　ちょいちょいと僕の服の裾すそをつまんで引き止めた抑よく揚ようのないこの声は……。


    「不ふ破わさん、なんでこんなところに」


    「なにを言っているんですか奥間さん。わたしがここに来ないほうがおかしいでしょう」


    　白衣を身に纏まとった不破さんが僕を引きずり、若夫婦の列の最後尾に並ぶ。


    「しかし困ったことにこの施設はいま、夫婦やカップル優先だそうで。奥間さん、わたしと付き合ってください」


    　告白が事務的すぎて挨あい拶さつかと思った。


    「ちょっ、不破さん、困るって」


    　つい先ほど合法ロリの早乙女先輩と偵てい察さつしたところだ。いくらなんでも怪しまれるだろう。


    「ほんの数十分の関係でかまいませんから。お時給も出しますよ？」


    　完全に援助交際じゃねえか。立場逆だけど。


    「それに、わたしも敵情の視察はしておきたいのです。わたしにはその責任があります」


    「……」


    　不破さんは愛犬ペスのペニスを善ぜん導どう課に奪われている。その憤いきどおりをどうすることもできないまま学生デモの指揮を執とり、それが結果として《ラブホスピタル》の設立に寄与してしまっている。動かずにはいられないのだろう。行為中の男の腰のように。


    「……わかったよ」


    　僕はしぶしぶ承諾した。と、手のひらにひんやりとした感触。


    「不ふ破わさん!?」


    　視線を下ろすと、不破さんが僕の手を握っていた。ご丁てい寧ねいなことに、指を絡める恋人繫つなぎだ。余談だけど恋人繫ぎってだいしゅきホールドに通じるものがあるよねっ。


    「怪しまれないよう、ほかの方々の真ま似ねをしてみたのですが？」


    「なにもそこまでする必要ないっていうか誰か知り合いに見られたらややこしいことに！」


    「わたしも奥おく間まさんも変装していますし、この列に紛まぎれていれば気づかれないでしょう」


    　いつもと同じ白衣を羽織っておいてそれのどこが変装なんだ……。


    　てゆーか不破さんには説明できないけど、僕が今日きょうこの格好でいるってことを《ＳＯＸソツクス》の面めん子つは知ってるわけで、もし目撃でもされようものなら面倒なことに──あ、ゆとりだ。


    　なかなか戻ってこない僕を心配して様子を見に来てくれたのだろうか。僕と目が合い、隣にいる不破さんと連結している部位に気づき、僕がアンナ先輩のおっぱいに吸い付いたのを目撃したときのような暗く殺気に満ちた目になり、ゆとりはそのまま踵きびすを返して凄すさまじい速度で帰っていった。


    　はい。終わりましたね。


    　絶望しているうちに列が進み、僕は不破さんと《ラブホスピタル》に足を踏み入れていた。


    



    「交際期間は、まあ二十分と言ったところですね」

  


  [image: ]


  
    「不ふ破わさん、それはちょっと正直すぎじゃないかな？」


    「奥おく間ま狸たぬ吉きちさん。過去にほかのパートナーとの通院歴が既にあるようですが、カルテはそれとは別にお作りいたしますか？」


    「……お願いします」


    　驚いたことに、その女性職員はやはり僕になにも言げん及きゆうしてこなかった。[image: ]いぶかしむ様子もなく、にこにこと人当たりよく対応してくるだけだ。本当は裏で僕のことを怪しんでいて、警戒させないよう、なんでもないよう振る舞っているというふうにも見えない。命じられた業務をこなすこと以外に思考を割さいていないらしい。


    　早さ乙おと女め先輩が指摘したとおり、この施設で働く人たちは月つき見み草ぐさと同じ……。ってことはおっぱい揉もんでも大丈夫ってことかな？　いやもしかするとこの人も月見草と同じで実は男という可能性も……だとしたら偽にせ物ものをつかまされたときの僕のダメージは計り知れない……確率は二分の一……期待値だ、期待値を計算するのだ。


    「って、あれ？　不破さん？」


    《ラブホスピタル》職員の不気味さに深遠な思考を巡らせている間に、不破さんが僕の隣から消えていた。


    「ちょっと！　なにしてんの！」


    《ラブホスピタル》について説明した映像を流すために薄暗くなった待合室の物陰で、不破さんがこそこそと動いていた。恐らく人工授じゆ精せいを施ほどこす区画に繫つながるだろう廊下を[image: ]はっている。


    「気づかれたらどうすんの！」


    　朱あけ門かど温泉で獲得した変態隠おん密みつスキルを駆く使しして不破さんに追いつくが、不破さんは引き返そうとしない。それどころか僕がいとも簡単に不破さんに追いつけたことで警備のザル具合に確信でも持ったのか、ガンガン進んでいく。らめぇ！　それ以上奥はらめぇ！


    「あんな映像は信じられません。この目で確認しないことには……ここが怪しいですね」


    　不破さんがスライド式の白い扉とびらに手をかける。医療施設らしく扉は音もなく開き、中にはあの映像で流された人工授精用のベッドを中心に様々な設備が整っている。


    「ここが子づくり部屋ですか」


    　不破さんがキョロキョロと興味深そうに室内を観察する。あの、子づくり部屋って凄すごく興奮するんで別の言い方に変えてもらっていいですかね？


    「おや、奥になにか」


    　と、不破さんがある一角に目を向けた。


    　そこにはかなり厳重な作りになっている扉があり、小さく開けられた窓から中が窺うかがえるようになっていた。ノ・ゾ・キ・ア・ナである。いいねいいね、ゾクゾクするね！


    「……この部屋とは比べものにならない設備が設しつらえられているようですが、なんのための機材なのか、いまいちわかりませんね」


    　覗のぞき穴から中を窺うかがいつつ、不ふ破わさんが首をひねる。なんか、穴を覗いてる女の子って背はい徳とく感かんたっぷりで妙に艶なまめかしいね。意識が穴にだけ集中してて無防備なとことか、こっちに突き出されたお尻しりとか。


    　僕も覗き穴からその大おお仰ぎような機材とやらを見てみたけど、なにに使うものなのかはまったくわからなかった。五歳の誕生日に大人のおもちゃを初めて見たときと似たような感覚だ。


    　と、そのときだ。


    「んっ。誰かこっちに来てる！」


    　僕のビンビンセンサーが遠くの人の気配を察知する。早く引き揚げないとマズイ。


    「……この施設、明らかににただの人工授じゆ精せい施設ではありません。もう少し実態を調査したいのですが」


    「捕まったら元も子もないでしょ！　行くよ！」


    　僕は不破さんの手を強引に引っ張り、待合室へと戻った。


    



    「すみません。少々、焦あせっていたもので」


    《ラブホスピタル》から出た直後、不破さんが珍しく気まずそうに切り出した。


    「《こうのとりインフルエンザ》が公表されてからというもの、学生たちは行政と《ＳＯＸソツクス》に対する姿勢をどうするか決めかね、かなり混乱してしまっています。敵の情報は少しでも早く、多く入手しておきたかったのです」


    　あれだけ大規模なデモを展開した第一清せい麗れい指定都市の学生でさえ、国の発表を信じるべきか《ＳＯＸ》の活動を支持するべきかわからなくなっているのだろう。


    　華か城じよう先輩は有効な打開策が思い浮かばないなりに、《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》と協力して第五清麗指定都市への性知識流る布ふ計画を引き続き進めているけれど、どれだけ通用するのか、かなり不安だ。


    　不破さんも僕たちと同様、この状況には焦りを感じていたらしい。


    「いいよ、なんとか怪しまれずに脱出できたし」


    「ありがとうございます。しかしここは、想像以上にうさんくさい施設のようですね」


    《ラブホスピタル》を見上げながら、不破さんはなにかを考え込むように黙ってしまった。
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    「あのさ、ゆとり、もう少し近づいてくれないとさすがに怪しまれると思うんだ」


    　僕は若夫婦の列に一人で並びながら、道の反対側でもじもじしているゆとりにＰピーＭエム越しで声をかけた。まさかいざというときのためにと渡しておいた番号の初使用がこんな場面とは。


    『いや、別に、あの化け物女とか、不破とかいう女のことで不満があるわけじゃないんだぜ？』


    　昨日きのう目撃された不ふ破わさんとの一件は瞬またたく間に《ＳＯＸ》メンバーの間に拡散され、危うく精神的に殺されるところだったのだけど、丁てい寧ねいに丁寧に説明して誤解はちゃんと解いたのだ。


    　ならどうして執しつ拗ように僕を避けるのかと問いただすと、


    『なんか、そこでいっしょに並んでると……その、狸たぬ吉きちのこと、蹴けり殺しちゃいそうなんだぜ』


    　……よし。ゆとりにはずっとあそこにいてもらおう。


    　なんだかんだで、ゆとりの中ではまだ完全にトラウマが払ふつ拭しよくされたわけではないのだろう。男である僕とこうしてまともに会話できているだけ随分な成長だ。カップルのふりをするなんてハードルが高いことを無理強いするのも悪いし。それからもう正直に白状すると僕は命が惜しいです。童どう貞ていのまま死にたくない。


    　とは言うものの、この《ラブホスピタル》偵てい察さつの本命はゆとりだ。


    　その実態が人工授じゆ精せい施設ということで、家畜生産の現場にある程度造ぞう詣けいが深いゆとりは最も鋭するどい視点を提供してくれるだろうと期待されている。


    　不破さんが発見した機材のこともあるし、このまま帰るわけにはいかない。


    　そうこうしているうちに僕とゆとりは《ラブホスピタル》内部に案内された。


    　列に並んでいる最中は距離をとっていてもなあなあでごまかせたが、屋内ではそうもいかない。僕とゆとりは職員に促うながされるまま隣同士に座らされる。受診を望む夫婦が満員御礼状態のため、自然とぎゅうぎゅう席を詰めて体が密着することになる。


    「……はあっ……はあっ……はあっ……はあっ……」


    　僕を蹴り殺したくなる衝しよう動どうを必死に堪こらえているのだろうか。


    　ゆとりは頰ほおを上気させて息を荒らげながら体をぎゅっと固めている。全身に力を込めているのか体温はぐんぐん上昇していき、重ね着の上からでも接触面がじわりと熱い。


    　ゆとりがメルトダウンするのが先か、僕が童貞のまま死ぬのが先かとハラハラしていたときだ。


    「お二人は学生さん？」


    「え？　は、はい。高校生です」


    　隣にいる若い夫婦の付き添いだろう。人懐なつこい笑え顔がおの老ろう婆ばが話しかけてきた。


    「あらあら。お若いのね。それなのにここにいるってことは、将来のことも？」


    「はい。まだ早いですが、この子とは結婚を前提に付き合っているので」


    　正体を怪しまれた際にどう受け答えするかは事前に口裏を合わせてある。そのセリフを機械的に告げると、老婆は「まあっ」と黄色い声を上げ、ゆとりは隣で熱を増大させた。……大丈夫だよね？　いきなり命を刈り取るメガトンキックが股こ間かんに飛んできたりしないよね？


    「いいわね、素敵ね。でも、未来のお嫁さんが不安がってるのを放っておいちゃだめよ？」


    　それは完全な不意打ちだった。


    　老婆が僕の手を握り、膝ひざの上でぎゅっと固められていたゆとりの手に重ねた。


    「───っ！」


    　ゆとりがぎょっと目を見開き、びくんっと肩を跳ね上げる。かろうじて悲鳴は堪こらえたようだが、さっきからゆとりの足が突撃直前のイノシシみたいに床ゆかを蹴けっている。


    　そしてゆとりの中でなにかがぶっ壊れたのか、


    「た、確か、昨日きのうは、こうやってたっけ……？」


    　掠かすれた声で呟つぶやきながら、重ねられた手に指を絡めてきた。


    　いわゆる恋人繫つなぎだ。


    「あんなマッドサイエンティストのことなんて、すぐ忘れさせてやるぜ……」


    　熱に浮かされたように言うと、ゆとりはそのまま僕の手を思い切り握ってきた。


    「───っ!?」


    　いやあああああああっ!?　骨が砕けりゅうううううっ！


    「あ、ありがとう、ございます……僕、女性の気持ちに疎うとくて……っ」


    　粉ふん砕さいされそうな右手のことなどおくびにも出さず老ろう婆ばに礼を言ったところで、いつもの交際期間チェックと採血のために職員がやってきた。


    　採血のためにようやく解放された右手で交際期間に筆を走らせる。


    　ええと、そうだな、ゆとりと初めて協力して下ネタテロリストを捕まえたのが中一の七月頃だったから、三年と四か月ってとこでいいかな？


    「……あ、狸たぬ吉きち、覚えて……」


    「ん？　どうかしたゆとり」


    「え、あ、いや、なんでもないぜ！」


    　採血を終えたゆとりはぷいと顔を逸そらす。そりゃまあ覚えてるよそれくらい。


    　そんなこんなで何度目になるかもう覚えていない《ラブホスピタル》についての説明映像が流される。


    「……うわぁ……だぜ……」


    《愛のセミナー》のくだりに差しかかった頃、ぴしりと体を硬直させて声を漏もらしたのはゆとりだった。あまりの内容に目も当てられないのか、両手で顔を覆おおってしまっている。


    「い、いつかあたしも……狸吉と……」


    　顔を覆ってしまっているせいでなにを言っているかよく聞こえないけど、まあきっと僕や華か城じよう先輩と同じように口からお砂糖スプラッシュ状態なんだろう。


    　……よし、皆が甘すぎる映像に注目してるこのタイミングなら。


    「ゆとり、こっち」


    　僕は昨日と同じ要領で待合室を抜け出し、例の部屋へとゆとりを誘導した。


    「あー、ま、まあ、人工授じゆ精せいするってなら、こ、この程度の設備がありゃ十分だし、妥だ当とうだぜ」


    　まだ若じやつ干かん挙動不審ながら、ゆとりは処置室をしっかりと観察してから頷うなずく。この部屋にはやっぱり問題はない。


    「ええと、報告にあったのは、あ、あの部屋だぜな？」


    　ゆとりは語尾もおぼつかないギクシャクとしたありさまで僕に確認を取り、厳重な扉とびらの向こうにある部屋を覗のぞき込んだ。


    　その間、誰かがこの部屋に近づいてきたならすぐさま離脱できるようにと僕が神経を尖とがらせていると、程なくして「もういいぜ」と背後からゆとりに声をかけられた。その声はあからさまに沈んでいて、戸惑いにも似た怒りを孕はらんでいる。さっきまでのテンパり具合からはかけ離れた硬い表情だ。


    「どうかしたの」


    「……後で話すぜ。あたしもちょっと、頭の中で整理したい」


    　浮かない顔をしたゆとりとともに待合室に戻り、なに食わぬ顔で《ラブホスピタル》を後にする。しばらく歩いたところで、ゆとりが初めてその重い口を開いた。


    「端たん的てきに言うぜ。あそこは、命の選別ができる施設だ」


    「命の、選別……？」


    　不ふ穏おんな言葉に自然、声が低くなる。


    　ゆとりは声を沈ませたまま、吐き出すように続ける。


    「ああ。こういう言い方は嫌いだけどな、優秀な種と優秀な卵を選別して、掛け合わせて、欠陥の少ない、かつ優秀な子供を生み出す技術だぜ。家畜の品種改良現場で、昔から使われてた技術だ。普通に運用されてりゃ、いいも悪いもない普通の技術なんだけどな」


    「……それって」


    　言いよどむ僕の代わりに、ゆとりが最悪のシナリオを突きつけてきた。


    「お察しのとおりだぜ。あの施設は、国が望む性質を持った子供を、国が望む割合で、親にも秘密で〝つくる〟ことができる、そういう施設だぜ」


    　それが全国に普及し、その異常性も周知されないまま何十年も経過すれば……。


    　想像もつかない未来に、背筋がゾッとする。


    　下ネタやエグい性表現など比べものにならないほどおぞましいなにかが、僕たちの知らないところでいやらしくとぐろを巻いているような気がした。

  


  
    



    第六章　母の心子知らず


    



    　いわゆる〝首都〟は昔と変わらず人口が集中し、一大経済圏として機能している。言わずもがな各種官公庁も集積されているここは警察組織の一部である善ぜん導どう課の規模も最大であり、日本の中ちゆう枢すうの名に恥じない健全な都市となっている。しかし昔に比べ、格段に未成年の数は少なかった。首都で見かけるのは初等教育を受けている最中の幼おさない子供か、様々な事情から施設に預けられて国から独自の教育を受けている、いわゆる月つき見み草ぐさ朧おぼろのような者たちだけだ。


    　これは、健全さに加えて教育方面に特化した十の清せい麗れい指定都市に子供を送り出し、首都に留とどまって仕事をする夫婦が多いためで、この十数年でできあがった潮流だ。


    　いまでは各清麗指定都市で育った子供が首都に戻ってきて働き始めるというある種の川魚のような人生設計が鉄板として定着しつつある。


    　ここ錦にしきノの宮みや家でも、一人娘であるアンナを第一清麗指定都市に送り出し、夫婦二人だけで暮らすにはいささか広すぎる邸てい内ないにシークレットサービスも兼ねた使用人を置いて生活していた。


    　もっとも夫である錦ノ宮祠まつ影かげは国会議員として非常に忙しい身であるし、ソフィアも普段は講演会やＰＴＡ関連の仕事で全国を飛び回る生活だ。ここしばらくはソフィアが自宅で療養していたとはいえ、こうして夫婦が顔を合わせるのは数少ない機会に違いなかった。


    「……今さら君が動いたところでどうにもならんと思うがね」


    　祠まつ影かげは頭から真っ逆さまの状態で地面に叩たたき落とされており、不機嫌そうに見下ろしてくるソフィアを股またの間から見上げて言った。周りには祠影を守ろうとした使用人たちが死し屍し累るい々るいと横たわっている。すべては祠影から《ラブホスピタル》について聞き出そうと力の限り暴れ回ったソフィアの仕し業わざだ。


    「そんなはずはありません！　人工授じゆ精せいだけでなく、命の選別まで秘ひ密みつ裏りに進める制度なんて！　こんなおぞましい制度、世の親たちが許すはずがありません！　この件はＰＴＡを通して全国に通達させていただきます！」


    　ソフィアは祠影たちを放置し、いつものパンツスーツで家を飛び出した。


    　今日きょうはちょうど、全国からＰＴＡ幹部を集めた総会が首都で開かれる。


    《ラブホスピタル》が開設されてから既に三日。


    　ソフィアの足取りは自然と速くなっていた。


    



    「ソフィアさん！　まあまあまあまあっ！　お久しぶりですねぇ！　体調はもうよろしいのですか？　祠影さんとも久々に水入らずでいられたのでしょう、羨うらやましいっ」

  


  [image: ]


  
    　会場に到着したとき、真っ先に絡んできたのは壇上でまさになにか話そうとしていた金かね子こ玉たま子こだった。相変わらず言げん動どうに品性が感じられず、厚化粧のせいで画用紙のように白い顔面といっそのこと牛でも召しよう還かんして追い回してほしいくらい派手な赤いレディーススーツの組み合わせは、なにかめでたいことでもあったのかと問い詰めたくなるセンスだ。しかし金かね子こは実務能力も高く、ソフィアの「子供の健全な成長のために」という理念に全面的な賛成を示してくれる頼れる幹部の一人だ。全世界規模の卑ひ猥わい撲ぼく滅めつ国際組織《セクシャリティ・ノー》の日本支部長として力添えしてくれることもあり、その特殊なコネに何度も助けられた。あとはその、よく旦だん那ながつかまったものだとたびたび首を捻ひねらざるをえない諸々の要素を改善してくれれば文句はないのだが──。


    「──いまはそんなことは置いておいて、皆さんに話があります」


    　ソフィアは金子に断ことわりを入れてから久方ぶりの壇上にのぼり、《ラブホスピタル》の真相について説明を始めた。


    



    「……？」


    《ラブホスピタル》の実情を話し終えた頃、ソフィアはＰＴＡ総会に満ちる予想外の空気に眉まゆをひそめた。おかしい、静かすぎる。


    　白い壁の会議室には、百人近いＰＴＡ幹部が集まっている。その多くが女性で、ただでさえお喋しやべりなところにこんなショッキングな話が舞い込めば口を開かないわけがないのに。


    　戸惑うソフィアの横から、金子が無遠慮に声をかけた。


    「ソフィアさん、落ち着いて。血相を変えてどんな緊急事態かと思えば──」


    　金子の厚化粧にまみれた顔が、にこりと笑え顔がおを形作る。


    「──そんなことは、ここにいる全員が知っていますよ？　とっくの昔に」


    「……は？」


    　ソフィアはいよいよ混乱の極みに突き落とされた。


    　知っている？　ならなぜ、こんなにも落ち着いていられるのだ。


    　自分の子供たちが、もっと言えば孫たちが、工場の生産ラインから子供を渡されるようなおぞましいやり方でしか子供を授さずかれなくなるのに。想像するだけでゾッとするような未来が口を開けて待っているのに。


    　やむをえない事情で人工授じゆ精せいなどの手段を選ぶことに関してはソフィアも問題はないと思っている。だがいま推おし進められている《ラブホスピタル》制度は利用者の知らないところで好き勝手に性質を決定された子供を大量生産する、ただただおぞましいだけの制度だ。


    　それは子供の健全な成長とは、あまりにも大きな隔へだたりがある。


    「皆さんは、こんな方法で子供を授かることが、おかしいとは思わないのですか？」


    「どこがでしょう？」


    　ソフィアの問いかけに答えたのは、やはり隣で飄ひよう々ひようとしている金子だった。


    「この方法でなら、ワタシたちやソフィアさんが撲滅を望む卑猥を完全に排して子を授かることができるんですよ？　これに加えて《エイチ禁止法》も制定されれば、卑ひ猥わい根こん絶ぜつはより盤ばん石じやくなものとなります」


    《エイチ禁止法》はあくまで未成熟な未成年の過ちを防ぐための法案だ。少なくともソフィアの中ではそういう認識で、成人にまでその制度を適用しようと想定している金かね子この物言いにソフィアの感情が爆発した。


    「節度のある交際の末に愛し合って結婚した夫婦の営みを、卑猥などといっしょにしないでください！」


    　正確な性知識の取得が正攻法ではほぼ不可能な現代にあって、少なくない矛む盾じゆんを孕はらんだセリフではあったが、ソフィアは特に自分の言葉に疑問を持つことなく金子に食ってかかった。


    　金子はソフィアのその言葉には取り合うことなく「それに」と続ける。


    「《ラブホスピタル》制度がうまく浸透すれば、たくさんのご夫婦が健康で見目もよく、様々な才覚に恵まれた子供を授さずかることになります。両親の負担は格段に減り、なおかつ誰もがより簡単に子供の健全な成長を実現することができます」


    　いよいよソフィアの感情はいっぱいいっぱいだ。怒りよりも先に、どうしようもない不快感が胃の腑ふに溜たまっていく。


    　本気でそれが〝子供の健全な成長〟に繫つながるとでも？


    　言葉を交わせば交わすほど理解から遠ざかる。同じ生き物だと思っていた金子が、人のかたちをした得え体たいの知れないなにかに変わっていく。


    　周りを見渡してみても、集まった幹部たちは金子に同意するかのように黙ったままだ。金子の意見は、そのままこの場を代表したものなのだろう。


    　ここにいる人たちは皆、子供のことを真剣に考えているのではなかったのか？


    　子供を、自分を着飾るアクセサリーかなにかのように捉とらえている輩やからばかりだったのか？


    　ソフィアが休養していた[image: ]わずか数か月の間に、なぜこんなにも致命的な隔へだたりが生まれてしまったのか理解できない。


    　おぞましい！　汚けがらわしい！　気持ち悪い！


    　ここにいる保護者たちに対するマイナスの感情が最早制御できない。


    「どんな容よう姿しであれ、どんな才覚であれ、生まれたままの我が子を愛して育てるのが当然でしょうに！」


    「それはソフィアさんが、あんなにも優秀で素敵なお子さんをお持ちだから言えることでは？」


    　金子が間かん髪はつを容れずに続ける。


    「ではソフィアさんは、自分の理想を子供に押しつけるようなことはしてこなかったと？」


    　当たり前です！　あなたたちとは違うんです！　と叫ぼうとして、喉のどが詰まった。


    　本当に？　という疑問が鎌かま首くびをもたげる。


    　たとえばアンナが卑猥な知識を濫らん用ようしてはしゃぐような子供だったら。いまのように品ひん行こう方ほう正せいではなく、落ちこぼれだとか不良だとか後ろ指をさされるような子供だったら。いまのようにアンナを愛していただろうか？　


    　しばし黙り込んだソフィアを見て優勢を確信したのか、金かね子こがさらに饒じよう舌ぜつになる。


    「昔から子供は親を選べない、なんて子供を憐あわれんだりしますけどねえ、逆を言えば親だって子供を選べなかったわけです」


    　それはソフィアだけでなく、ＰＴＡ幹部たちにも向けた演説のような口ぶりだった。


    「しかしこれからは、親が子供を選べる時代になります。もちろん、《ラブホスピタル》の実情を知る、ワタシたちのような一部の上流階級の人間はその他の無知な一般市民とは違い、ホスピタルの職員に命じてより優秀な子供をつくってもらえます」


    　子供を、オーダーメイドのブランド品かなにかだとでも思っているのか。


    　啞あ然ぜんとするソフィアにかまうことなく、金子は続ける。


    「《ラブホスピタル》は一般市民の子供たちに一定以上の優秀さを保証する素晴らしい施設です。そしてその施設を導入するために必死に活動してきた立たて役やく者しやであるワタシたちの子供により優秀な才能が、繁栄がもたらされるのは当然のことです。優秀な子孫の活躍によって、素敵で綺き麗れいな世界の[image: ]設に奔ほん走そうしたワタシたちのその後も安あん泰たいでしょう」


    　金子の主張に、ＰＴＡ幹部たちから拍手が湧わき起こる。


    　その耳障りな拍手は金子の主張を全面的に支持しつつ、ソフィアにこの場から立ち去ることを強制するようなものだった。


    　もう疑うべくもなかった。ソフィアは確信していた。こいつらは異物なのだ。


    　自分たちのおぞましい主張を正しいと盲信し、こちら側の話など一切通じない異物。


    　変わってしまったこの組織に、もう自分の居場所はない。


    　ソフィアは足取りも不確かなまま、会議室を後にした。


    　逃げた先で襲おそってきたのは、先ほど金子に投げかけられた「あなたは子供に理想を押しつけてこなかったのか？」という質問だ。


    　もしかして私も、あのおぞましい連中と同類なのでは？


    　そんな、自分の正当性を脅おびやかされるような恐ろしい疑念が毒のようにわだかまる。


    「……いや、違う、違います……っ」


    　ソフィアは歯ぎしりしながら呻うめくように、自分に言い聞かせるように漏もらした。


    　私はあんな腐った連中とは違う！　明確な根こん拠きよは示せない。しかし違うと言ったら違うのだ！


    　頭の中に渦巻くのはなにも理論立っていない穴だらけの思考だった。『私はあいつらとは違うから違う』という結論ありきの暴論だ。


    　それはかねてからソフィアが「ロボットのようで不気味だ」と嫌けん悪おしていた月つき見み草ぐさ朧おぼろのように[image: ]つじ褄つまの合わない思考ではあったが、そのある意味で非常に人間らしい矛む盾じゆんした思考に疑問を持つことなく、ソフィアは満足して自身を鼓こ舞ぶする。私は正しいのだと。


    「あの人たちの好きにはさせませんっ。どんな手を使ってでも《ラブホスピタル》を叩たたき潰つぶしてみせます！」


    　整った面おも持もちを凶暴な獣けもののように歪ゆがめて決意を固めたそのときだった。


    「ソフィアさん！」


    「……あら、あなたは」


    　声をかけてきたのは、顔なじみのＰＴＡ幹部だった。二児の母でソフィアと年も近い。そういえばさっきの会議室には見当たらなかった。どうしたのだろうかとソフィアは首を捻ひねる。


    　しかしその疑念は、泣き出しそうな幹部の表情の前では些さ細さいなことだった。


    「よかった！　ソフィアさん、戻ってきてくれたんですね！」


    「……なにがあったんですか」


    　あの変質してしまったＰＴＡとなにか関係があるに違いない。


    　ソフィアは金かね子こたちのいるこの建物からすぐに出て、幹部から話を聞くことにした。


    



    「追い出された幹部は、私も含めて四十人近いです」


    　話によると、ソフィアが療養することになってすぐ、暫ざん定てい的てきなトップにすぎない金子が強きよう権けんを振るい始めたのだという。


    　ソフィア派の重じゆう鎮ちんや《ラブホスピタル》否定派の幹部が何人も差し替えられ、要かなめを押さえられた組織は瞬またたく間に金子の思想に侵食されていってしまったらしい。


    「もう私たちに発言権は一切ありません。このことを全国のＰＴＡ組合員に知らせたところで、造ぞう反はん組ぐみの戯ざれ言ごとということにされて、聞き入れてはもらえないでしょうね」


    　幹部の声には金子たちに対する嫌けん悪おとどうしようもない状況に対する失意が込められていた。


    「金子が新しく幹部に据すえた人たち以外にも、特に富裕層の役員は金子支持が多いんです」


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が制定され、暗に人工授じゆ精せいを勧める制度が整ってきた頃から、身分の高いいわゆる富裕層の中で人工授精を異様に賛美する流れがあったことはソフィアも知っている。


    　人工授精で生まれた子供には補助金が出され、その証明のためのカードも発行される。そのカードがない子供は不浄によって生まれた子とされ、体面を気にした家の者によって施設に捨てられることも珍しくなかったらしい。


    　恐らくその富裕層の者たち、ＰＴＡに入り込んで秘ひそかに金子と通じていた連中は、《ラブホスピタル》の真の狙ねらいを昔から知っていたのだ。


    　人工授精への心理的ハードルが下がるよう、世間がそういう制度に嫌悪感を抱いだかないよう、自分たちがお手本になってそういう流れをつくっていたのだ。倫理的に問題のある《ラブホスピタル》が庶民に受け入れられやすくなるように。


    　さらにこうしてソフィアのような反発組が出てくれば不意打ち的に一瞬で多数派を形成し、中立派も取り込んで徹底的に排除し糾きゆう弾だんする土ど壌じようをつくり上げる。


    　それらの姑こ息そくな活動の報ほう酬しゆうとして、自分たちの家系は命の選別で繁栄する。息の長い計画だ。


    「……すみません。早くソフィアさんに連絡できればよかったんですが、心労が原因で休養していたソフィアさんに負担をかけるわけにもいかず……。それに、ＰＴＡは私たちの知らない間に、とっくに取り返しのつかないことになっていたみたいで……」


    「あなたが責任を感じる必要はありませんよ」


    「……はい」


    　悪意を持って詭き弁べんを振り回す恥知らずは強い。


    　しかもそんな連中が金かね子こを中心として知らない間にＰＴＡ内部で数を増やしていたとなれば、反撃はかなり厳しかっただろう。ソフィアも先ほど、末期状態となったＰＴＡの総会で煮え湯を飲まされた。数の暴力は個の強さなど簡単に覆おおい隠してしまう。


    「でも、もう大丈夫ですよねっ。ソフィアさんが戻ってきてくれたんですから！」


    　ＰＴＡの現状に消沈していた幹部の顔が、ぱっと輝かがやいだ。


    　ソフィアの力を信頼しきっている顔だ。


    　確かに、ソフィアの力は大きい。


    　個人の実力だけでなく、特に凄すさまじいのはその影響力だ。


    　国会議員の中でもかなりの力を持つ錦にしきノの宮みや祠まつ影かげを夫に持つことから始まり、その関係で政財界の有力者に顔が広い。その器量と知性ゆえにソフィアのファンは多く、さりげなくソフィアを助けるように力添えする者も少なくない。


    　さらにソフィアは長年様々なメディアを通じて、子供のために公こう序じよ良りよう俗ぞくを絶対厳守することを強く主張し、世間一般の有権者からかなりの信頼を獲得している。


    　その影響力は世論を動かし、間接的にではあるが《エイチ禁止法》という特異な法の制定を政府に迫るほどのものだ。公序良俗の維持に関心の薄い議員はいても、ソフィアの影響力に注目していない者はいない。ソフィアの影響力をうまく制御して利用したいと考えている有力者はそれこそ数え切れないほどだろう。


    　ソフィアには権力や財力など、直接的な強さはなにもない。


    　だが一方でその求心力や影響力には抜きん出たものがあった。


    　しかし幹部がソフィアに期待しているのは、また別の力であるようだった。


    「追い出された幹部は四十人ほど、でしたか」


    　ソフィアの唐突な呟つぶやきに、幹部が不思議そうに「はい」と答える。


    「いますぐ全員集めてください。すぐに対策を考えます」


    「は、はいっ！　わかりました！」


    　ソフィアの命めいを受けた幹部は、息を吹き返したかのように元気な返事で席を立つ。


    　その背中に、ソフィアは「ただし」と声をかけた。


    「私は手段を選びません。ついてこられる自信のある方だけが私に続け、と伝えてください」


    　金かね子こたちのことを醜みにくい思想に汚染された敵だと認識し、自分たちこそが正しいと改めて確信したいま、ソフィアには最早躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやも、保身さえも頭になかった。


    



    　　　　　●


    



    「電気自動車×灯とう籠ろう流し！　──ふひっ」


    　記事の作成をいったん切り上げ、その女性──《羅ら武ぶマシーン》は椅い子すに深く体を預けた。


    　作成している文章の材料としてＰピーＭエムから映写していた国会答弁の映像も止め、しばし妄もう想そうの世界に浸ひたる。


    「あの日見た名も知らぬ花×亀の子たわし！」


    　ＰＭの文章作成ツールに打ち込んでいた堅苦しい文章は、金子玉たま子この国会答弁をベースにした《ラブホスピタル》設立全面肯こう定ていのための記事だ。


    　国の方針を厳守する本社の命令、それに加えて《ラブホスピタル》設立を推おし進めることで現制度の崩ほう壊かいを早めようと目もく論ろむ鬼おに頭がしら慶けい介すけの意向もある。この偏へん向こう記事作成は必要な仕事だ。


    「走るメロス×猫である吾わが輩はい！」


    　しかしやはり、自分の意見とはまったく異質の記事を書くのは精神的に疲ひ弊へいする。


    　この業界に勤めて長いが、自意識を保ったままこうした記事を書くのはいつまで経たっても慣れない。


    　しかも《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に類する政治問題は《羅武マシーン》が最もベテランだと認識されているせいか、記事作成やら現場レポートやら、部署を超えて仕事を任される。つい最近の暴動レポートなども完全に畑違いだが、この便利屋的なポジションは必要な工作がしやすい現場に自然と首をつっこめる立ち位置なので──猫缶×シャンプーハット──重ちよう宝ほうしている。


    　しかし普段からこう仕事を回されては──かき氷×電柱──さすがにキツイ。今日きょうも自宅で残りの仕事を片づけているわけだが、息抜きのためのカップリング妄想がいつにも増して止まらない。頃合いで切り上げないと、森しん羅ら万ばん象しように宿る受けと攻めの無限の可能性に溺おぼれて現実に戻ってこられなくなる。


    　妄想を中断して仕事に戻るのは気が進まないが、《羅武マシーン》はＰＭを操作して金子玉子が熱弁を振るう国会答弁の映像を虚こ空くうに映し出した。


    　──厚化粧のおばさん×マイク。


    『いまの若者が健全に成長し、日本の輝かがやかしい未来を担になっていくためにも《ラブホスピタル》は必要なんですよ！　知らない間に卑ひ猥わいな知識に汚染され、知らない間に体も心も[image: ]むしばまれる、そんな可か哀わい想そうな話があっていいはずがありません！』


    　この手の主張を聞くたびに、そして正しい性知識を持っているくせにこの手の主張を支持する同年代の人間を見かけるたびに、《羅ら武ぶマシーン》は疑問に思う。


    　性に関する知識の欠落が、特に女性にとっていかに危険かわかって支持しているのかと。


    　金かね子こ玉たま子こなどは健全教育などという綺き麗れい事ごとのほかに目的があって詭き弁べんを弄ろうしているのだからまだ理解もできる。


    　けれどそれを支持する連中の、脳みそお花畑を通り超した脳みそ絶頂真っ白状態には呆あきれ返るばかりだ。


    　子供を守るために、子供が搾さく取しゆされないようにと訴えながら、子供が自分で判断するための知識を奪い、身を守るための防具になる知識を剝はぎ取り、丸まる裸はだかにしている。


    　丸裸の人間などいつ襲おそわれても文句は言えないし、《羅武マシーン》の妄もう想そうの種にされても訴える権利はないのに。


    『健康な子供を、日本の宝である健康で健全な子供をすべての夫婦に等しく授さずかってもらうために、《ラブホスピタル》の設立は急務なのです！』


    　金子玉子の、ひいてはその母体である国際的卑ひ猥わい撲ぼく滅めつ団体《セクシャリティ・ノー》の狙ねらいなど、何年も前から《羅武マシーン》や鬼おに頭がしら慶けい介すけは熟じゆく知ちしている。


    　彼らは生殖という一面から世界を支配するつもりだ。


    　女性や子供の人権を武器にして卑猥撲滅の潮流を全世界につくり出し、絶対悪である卑猥を世界から根こん絶ぜつするためという名めい目もくで人工授じゆ精せいによる子づくりをグローバルスタンダードに仕立て上げる。


    　そうやって確立された人工授精制度を裏から牛ぎゆう耳じり、自分たちの血族だけが飛び抜けて優秀な子供を授かるように操作することが《セクシャリティ・ノー》の狙いだ。


    　生殖の仕組みを支配することは、人間社会を根底から支配することに繫つながる。


    　子供のための卑猥の撲滅など、支持を得るためのわかりやすい大たい義ぎ名めい分ぶんにすぎない。


    　だからこそ金子たちは、あんなにも矛む盾じゆんに満ち、論理性に欠け、目的からずれた主張を、臆おく面めんもなくやってのけるのだ。


    　彼女らの、一見して頭の悪い主張だけを聞いてバカだと断じ侮あなどれば、足下を掬すくわれる。


    　まあ、そこまで壮大な計画を本気で思い描えがいている構成員はほんの一部だろうと《羅武マシーン》は睨にらんでいる。


    《セクシャリティ・ノー》構成員の大多数は人工授精制度の倫理的ハードルを下げることで技術開発や設備投資を促うながし、自分の子供や孫が飛び抜けて優秀になるようこっそりデザインできる環境が整えばそれで満足らしい。


    　金子玉子を支持する日本の富裕層も、概おおむねそれが狙いだ。


    《ベーコンレタス母の会》から派遣したスパイによれば、ＰＴＡ組織もその歪ゆがんだ思想に犯され、既に修復不可能なまでに汚染されているという。


    　休養期間が長かったとはいえ、あの錦にしきノの宮みや・ソフィアが仕切っていた組織が汚染されてしまったくらいだ。それほどまでに、優秀な子供を授さずかれるという蜜みつは甘いらしい。


    　要は誰もが皆、イエスの母マリアになりたいのだ。


    　自分の子々孫々が優秀であれば、理想的なスペックを持った天才であれば、その親である自分も優秀で敬うやまわれるべき人間として見てもらえると、そういう論法だ。


    　それこそバカらしいと、《羅ら武ぶマシーン》は断言できる。


    　子供は、私たち大人の不出来や不徳や不道徳や不始末をなかったことにするための道具ではないのに。


    　自分がなれなかった理想の姿を子供に押しつけて。


    　自分が払ふつ拭しよくできなかった汚点を子供に清算させて。


    　そうやって立派に育った子供の姿を鏡に映った自分の姿だと錯さつ覚かくして、それで自分が理想の人間になれたのだとほっと胸をなで下ろすのだ。


    　これまでの自分に、そんなにも自信が持てないのか。


    《羅武マシーン》はそこが最も疑問だ。自分はちょっとだけ腐っていて、少々世間で肩身の狭い青春を送ってきたわけだが、これまでの生き様になんら疑問を持ってはいない。


    　そのおかげか双子の娘も《羅武マシーン》の背中を見て立派に成長し、以心伝心の呼吸で日々カップリングを製造している。


    　攻めに特化した姉。受けに特化した妹。


    　二人が日々織りなす腐ふの世界はときに《羅武マシーン》も舌を巻くほど芸術的だ。


    　もう一人の娘はどうやら百ゆ合りに興味があるらしく、双子を見つめてよくニヤニヤしているが、幸せそうでなによりだ。どの子もありのままにすくすく育ってくれて実に将来が楽しみである。


    　──と《羅武マシーン》は考えるのだが、世間はどうやらその手の考えに馴な染じみがないらしい。


    『卑ひ劣れつなテロ組織の魔手から子供たちを守るのは、我々大人の役目なんです！　なにも知らずに犠ぎ牲せい者しやになろうとしている無む垢くな子供たちのことを思うと、私は涙が止まりません！』


    　まあせいぜい理想を追えばいいと、《羅武マシーン》は金かね子こ玉たま子このご高説を記事にまとめながら息をつく。


    　性知識を封ふう鎖さし、生殖を管理する。その歪ゆがんだ思想の行ゆく末は、避けようのない決定的な崩ほう壊かいだ。


    『卑ひ猥わいなテロ組織などという日本の恥は、一連の法案をもって根こん絶ぜつせねばなりません！　国際社会の中で、日本はいまだに子供への卑劣な犯罪が蔓まん延えんする卑猥な国家だと認定されているのです！』


    　そもそも、日本がこのようなありさまになった始まりからして歪んでいるのだ。


    　何十年も前、日本は突とつ如じよ世界から変態ロリコン大国という汚お名めいをかぶせられた。


    　性犯罪発生率は先進国の中でも断トツに低く、出回っている性表現物は多くが二次元であり、世界的に問題になっている、実在の児童を食い物にしたいかがわしいサイトへのアクセス数やそのサイトのサーバー設置率も世界最低水準と、客観的なデータではなにも責められるいわれなどなかったにもかかわらず、である。


    　強いて急所を挙げるとするなら性表現に関する規制がいまとは違い世界トップクラスに緩ゆるかったことくらいだが──それこそ総受け系男子の尻しりの穴レベルでガバガバだったわけだが──そのことでなんらかの被害が発生していたわけではない以上、その点についてもまた責められるいわれなどないはずだった。


    　そんな日本が「ロリッ娘こをペロペロするＨＥＮＴＡＩ国家」などと評される原因となったのが、錦にしきノの宮みや祠まつ影かげの父親と《セクシャリティ・ノー》の立ち回りだ。


    　特に、錦ノ宮家と繫つながりの深い《セクシャリティ・ノー》の働きが大きかった。


    　当時《セクシャリティ・ノー》の構成員でもあった女性議員が、いわゆる児童ポルノについて協議する国際会議の場で『日本は児童ポルノ大国です』と虚きよ偽ぎの自白を図ったのだ。


    　それはろくな証しよう拠こも資料もない妄もう言げんに近いものだった。


    　しかしまさかなんの根こん拠きよもなく自国を貶おとしめる議員がいるとは思われなかったようで、その国際会議はただちに日本へ現状を改めるよう通達したのだ。


    　それが『日本は一億総ロリコン国家であると世界から白い目で見られている』という主張の初めての根拠になった。


    　もっとも、その国際会議を主催していたのもまた《セクシャリティ・ノー》だという事実はほとんどの人間が知らないのだが。


    　そしてその自作自演の末に生み出された声明が一人歩きを始め、日本は事実に反して自他ともに認める猥わい褻せつ国家となり、性知識が子供に悪影響を及ぼす、というマスコミの報道を盲信した有権者たちによって形成された世論に従った政治家たちが、いまの日本をつくり上げた。


    　それらすべての流れを画かく策さくしたのが錦ノ宮一族であり、いまはそれを受け継いだ祠影が最後の仕上げに取りかかっている。


    　実に壮大で、実に歪ゆがんでいて、実にあほらしい。


    　この健全な社会は、スタートからしてこんなにもおかしいのだ。末路など見えている。若者の犠ぎ牲せいの上に成り立つ、決定的な崩ほう壊かいだ。


    　そしてその避けられない崩壊の先では、鬼おに頭がしら慶けい介すけとそれを支持する《羅ら武ぶマシーン》たちがつくり上げるのだ。


    《ＳＯＸソツクス》などという稚ち拙せつな集団には想像もできない新たな性の楽園を！


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が成立する遙はるか昔の日本を凌りよう駕がする性の解放空間を！


    「フライパン×洗濯機！」


    　だからいまは苦しくとも、《羅武マシーン》は世界の崩壊を早めるために、せっせと心にもない記事を書くのだ。せめてもの慰なぐさめにカップリングを妄もう想そうしながら。


    　──ああ、早く昔のようにぐちょぐちょのカップリング小説が自由に書ける世界に戻りますように。


    　そして娘たちがありのままの趣味を受け入れてくれる伴はん侶りよと出会い、強制的な人工授じゆ精せいなどではない真っ当な方法で家庭を築ける世界が早く訪れますように。


    《羅ら武ぶマシーン》は思わずカップリングの濡ぬれ場を打ち込んでしまいそうな指先を必死にコントロールし、金かね子こ玉たま子こと《ラブホスピタル》設立を持ち上げる記事を作成し続けた。
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    「私、この戦いが終わったら小説を書くの……」


    　ぐったりと椅い子すにもたれた華か城じよう先輩が運ばれてきたココアをこくりと飲みながら、なにやら死亡フラグのようなか細い声のセリフを漏もらした。


    　僕はマスターからホットコーヒーを受け取ってお礼を言いながら続きに耳を傾ける。


    「タイトルはもう決まっているのよ。『俺おれのムスコがこんなに[image: ]たくましいわけがない』『我がムスコは思春期』『危険日だけど愛さえあれば関係ないよねっ』『なかだし！』『この中に一人、童どう貞ていがいる！』『猛たけれエロス』『吾わが輩はいは処しよ女じよである』『それでも俺はア──ッ！　やってない』それからそれから──」


    「ストップ！　ちょっと！　やめてくださいってば先輩！　……こら！　めっ！　しっ！」


    　明らかに暴走している華城先輩をなだめるも、どうやら止まる気はないらしい。


    　上の口からどばどばと下ネタがあふれてくる。


    「なによ！　狸たぬ吉きちだって毎晩枕まくらを相手に騎き乗じよう位いバック正常位！　体位四十八手の練習してるムッツリのくせに！　しかもその様を姿すがた見みで確認して興奮する変態のくせに！」


    「狸吉は無駄な努力って知ってるっスか？」


    　華城先輩の名誉棄き損そんに乗っかった鼓こ修す理りがＰピーＭエムを操作しながら同情するような言い方で鼻を鳴らす。なぜこの人たちは僕のことをいちいち度しがたい変態か卒業見込みなしの童貞として扱おうとするのだろうか。僕だって一応男。ここは見栄を一つでも張ってみよう。


    「なにか勘違いしているようですが、僕にだって女性経験の一つや二つ──」


    「録音したその発言をアンナや爛らん子こに聞かれたくなければおとなしく私の下ネタに付き合いなさい？」


    「すみません」


    　やっぱり噓うそはよくないもんね。経歴詐さ称しようはむなしさしか生み出さない。


    「けど、本当に参ったわ。まさか卑ひ猥わいな知識の流る布ふがこんなにも滞とどこおるなんて……」


    　本日のＰＭ無効化時間を使い果たしたのか、華城先輩が言葉を選びながらうな垂れる。


    《ラブホスピタル》が開設されてから一週間以上。


    　事態はなにも改善されることなく、緩ゆるやかに悪化の一いつ途とを[image: ]たどっていた。


    「谷や津つヶが森もりの不健全雑誌コピーだけじゃなく、早さ乙おと女め先輩の珠しゆ玉ぎよくのイラストまで放置されるなんて、ありえないわ……」


    　ゆとりによって《ラブホスピタル》の真の目的が判明した先週の末、華か城じよう先輩は先日の騒ぎで守り抜いた谷津ヶ森のエロ本を使い、《捕ほ乳にゆう類》《絶対領域》を率ひきいて第五清せい麗れい指定都市で大規模な性知識流る布ふ作戦を決行した。


    　おっぱい気球によるゲリラ豪雨のような怒ど濤とうの勢いのエロイラスト散布に、第五清麗指定都市の風紀優良高校を対象にしたハエの交尾実況と、新学期になってから入念に準備を進めていた計画だ。だが、


    「聴衆のほとんどいないホールで一人ハエの営みを実況だなんて、私は一体なにをしていたのかしら……もしかしてあれが、むなしさ？」


    「わしのイラストが、放置じゃと……？　視界の端に入れただけで腰が勝手に動き出すと評判のわしのイラストが……」


    　力なく机に突っ伏す華城先輩と早乙女先輩の横には食い散らかされたケーキ皿が山と積まれている。早乙女先輩はいつものことだが華城先輩がやけ食いするなんて珍しい。


    　けれどそれも無理はない。第五清麗指定都市での失敗はあまりにも悲ひ惨さんで、人々が国の発表を信用して性知識を完全にシャットアウトしているという事実を突きつけられたことになる。


    　国の発表がある程度筋道立っていたことに加え、《ラブホスピタル》の対応が概おおむね厚意的で信用に足るものだという評判がネットを通じて広がっているのだろう。既に《ラブホスピタル》は全国でも次々にその門もん戸こをくぱぁと開け始めている。


    　性知識の取得が、不妊をはじめとした様々な害悪に繫つながるという認識が世代を超えて浸透しつつある。ここまできてしまえば、政府の発表に懐かい疑ぎ的てきな層も同調圧力やらなんやらで性知識取得をなんとなく避けるようになるらしい。あー、もういっそのこと嗅かいだだけで発情状態になる媚び薬やくとかが日本列島を覆おおってこの状況を打破してくんないかな。……なにそのエロシチュエーション。漫画化されたりしたら絶対使うわ。


    「あああああっ！　わしはどうせ才能の欠片かけらもないみそっカスの絵え描かきなんじゃああ！」


    　いかん。早乙女先輩が芸術家肌はだ特有の豆腐メンタルを発動させた。


    　またぞろスランプなんかになってもらっては事態がさらにややこしくなる。


    「大丈夫ですよ早乙女先輩！　先輩のイラストは相変わらず凄すごいクオリティです！　新作が毎回楽しみですもん！」


    　噓うそではない。心からの賞賛だ。この前の透明人間娘など傑作だった。頰ほおに差す朱と吐と息いきだけで興奮する表情を表現し、下着以外の衣服（下はスカート）を着せることで発生する究極のチラリズムが想像力をびしびし刺激してくれた。紙面に描えがかれないことで逆に僕たち鑑賞者の頭の中に自然と理想の女の子が描えがかれ、性的興奮の新境地に達することのできる作品だった。


    「ほ、本当か？」


    「はい！　もちろんです！」


    　早さ乙おと女め先輩の不安げな顔に全力の肯こう定ていを返す。僕の熱意が通じたのだろう、早乙女先輩が「そうか」と頷うなずく。よし、これでスランプを未然に防げ──。


    「なら、使ってくれ」


    　と、早乙女先輩が差し出してきたのはいま描かき上げたと思おぼしきエロイラストだった。残念ながら透明人間娘シリーズじゃない。……それはいいとして、この合法ロリはいまなんつった？


    「……ええと、使え、と言うのはどういう……？」


    「わかっとるくせに」


    　早乙女先輩が口元に手を当てながら悪いた戯ずらっ子のように笑う。


    「……わかりました、さっそく今日きょう帰ったら使わせていただきます」


    「いやぁ！　狸たぬ吉きちが女子の私物でいかがわしいことをしようとしているわ！」


    　早乙女先輩のスランプを避けるために体裁を犠ぎ牲せいにして立ち振る舞っている僕に華か城じよう先輩が面白がって茶々を入れてくる。おいやめろ。これ以上この話題を掘り下げるな。


    「うわあっ！　そんなことを言ってこの場を逃のがれるのは、わしのイラストでは興奮できぬからじゃろう！　そうして帰宅後、どうせお前は母親の肌はだ着ぎにでも手を出すんじゃ！」


    「声がでけえ！　いい加減にしろやあ！」


    　人がどんだけ恥を忍んで「先輩の描いたイラストでオナニーライフを満喫しますね☆」宣言したと思ってんだ！　男のメンタルの繊せん細さいさ舐なめんなよ！　夏休みに恥を捨てたとは言っても、最低限の恥じらいは残ってんだよ！　大体母親の下着使うってなんだ!?　もしバレたら、いっそ死んだほうがマシなレベルの拷ごう問もんが待ってるってのに！　知ってるか!?　拷問は調教と違って全然気持ちよくないんだぞ！


    　……いやいまはそんなことはどうでもよくて！


    「じゃあどうしたら納得してくれるんですか早乙女先輩は！」


    　優先すべきは早乙女先輩をなだめることである。どうすれば落ち着いてくれるのか。


    「……ぐすっ。この場で使え」


    「……はい？」


    　僕はにっこりと早乙女先輩に笑いかける。わあ。人っていろいろ一周すると笑え顔がおになるんだね。


    「ここに卑ひ猥わいなイラストがあるじゃろ？　あそこにトイレがあるじゃろ？　もうわかるじゃろ？」


    　おっと足が滑っちゃった、とかドジっ子のフリして机の角でムスコをすり潰つぶせばこの局面から逃れることができるだろうか。


    　首を巡らせると、すがるような早さ乙おと女め先輩の顔。え？　なに？　ここでやらねば男じゃないシチュエーション？　勘弁してくださいよ。


    　とはいえ早乙女先輩がスランプにでもなればただでさえ悪い状況に拍はく車しやがかかる。


    　ここは腹をくくるしかないか。


    「わかりました」


    「いやっ！　狸たぬ吉きちが喫茶店のトイレでナイトバーストだわ！」


    　華か城じよう先輩の意味不明な賑にぎやかしを振り払い、僕はトイレに立てこもった。


    　うおおおおおおっ！


    　ぬおおおおおっ！


    　ぐぬうううううっ！


    「……ふう。おいしいおかずでした。これで満足ですか早乙女先輩？」


    「満足したのは狸吉でしょう？」


    　僕は華城先輩をスルーし、息を荒らげながら席に戻った。早乙女先輩が「う、うむっ」と嬉うれしげに頷うなずいたそのときである。それまで黙っていた鼓こ修す理りが僕の手を思い切りつかんだ。


    「栗くりの花の匂においがしないっスね。こいつ噓うそついてるっスよ」


    　こいつぁ余計なことを！　人がせっかくスッキリした演技してたのによぉ！


    　華城先輩も僕の演技に信しん憑ぴよう性せいを付与するために[image: ]あおっていたのだろう。鼓修理の発言にびしりと固まる。早乙女先輩が両目を潤うるませて「やはりわしのイラストは……」などと口ごもり始める。おい、なんだよこれ。マジで抜かなきゃダメなの？


    「畜ちく生しよう！」


    　僕は再びトイレに立てこもった。クソが！　いいよやってやんよ！


    　華城先輩にドン引きされてそれが鼓修理の思惑どおりだったとしても、背に腹は代えられない！　捨て鉢になりながら準備を始めたそのときだ。


    「狸吉君、狸吉君」


    　トイレの窓から声がかかった。この声は、マスター？


    「話は聞かせてもらったよ。これを使うといい」


    　放り込まれたのは、白はく濁だく液えきの詰まった手のひらサイズの容器とスルメだった。おい、これ。


    「いつも頑張っている君に、私からの差し入れだよ」


    　手作りの疑ぎ似じ精せい液えきとスルメを置いて、マスターは去っていった。やだ、惚ほれそう……。


    　ちなみに疑似精液は卵白にコンデンスミルクを混ぜ込むというスイーツみたいな作り方なので喫茶店なら材料はどこにでも……これ喫茶店に対するネガキャンだね。やめよう。


    　こんこん。


    「おい狸吉。なんかマスターが様子を見てきてくれとか言ってたんっスけど」


    　マスターがうまく誘導してくれたのか、鼓修理がまんまと様子を窺うかがいにくる。


    「どうしたんっスか？　やっぱり綾あや女め様の前で生々しい真ま似ねして嫌われるのは避けたいっスか？　どうしてもと言うなら鼓こ修す理りに土下座の一つでもしてみるっスか。あの絵え描かきチビにもバレないような迫真の演技で狸たぬ吉きちが使ったことを証明してやるっスけど？　まあその場合どちらにせよ綾女様には軽けい[image: ]べつされるでしょうっスけど。あ、もちろん土下座はトイレの床ゆかっス」


    　この野や郎ろう。目にもの見せてくれるわ。僕はマスターに渡された小道具を適切な位置にセットし、鼓修理をトイレに招き入れた。


    



    「……こいつ、マジで使いやがったっス……」


    　鼓修理は屍しかばねのようになって机にぐったりと倒れて動かない。よほど気持ち悪いものでも目撃したのか目が死んでいる。


    「いやあっ！　近寄らないで！　空気感染ならぬ空気妊にん娠しんするわ！」


    　華か城じよう先輩は乾燥した精せい子しが風に乗って下半身にまで運ばれるとでも思っているのか、一から勉強し直したらいかがですか？　と勧めたくなるような怯おびえ方をして僕から距離を取っている。


    「むぅ、わしもまだまだ捨てたものじゃないのう。《ラブホスピタル》だのなんだのに負けないよう、さらに精しよう進じんせねばの！」


    　喜色満面にモチベーションをあふれさせて早さ乙おと女め先輩が頷うなずく。その笑え顔がおのために僕の評価が地に落ちたことをどうか忘れないでほしい。


    「あの、僕、用事を思い出したので……」


    　華城先輩にだけは後でマスターも交えて弁明するとして、もうなんかいたたまれない空気なので一足早く退出することにする。


    「あわわ、狸吉が先輩の感触を思い出して二発目にチャレンジしようとしているわ……」


    　これからの動きについて相談しようにも華城先輩がこれだしな。今日きょうは結局先週末の性知識流る布ふがいかに不振だったかの報告会みたいなものだったし、もう帰っていいだろう。


    　逃げるように喫茶店を出て、息抜きがてら駅に向かう細い路地を適当に曲がって遠回りする。


    「ううううっいいいいいっうううぅ！」


    　と、尋じん常じようではない呻うめき声──それも複数──が曲がり角から聞こえてきた。


    　僕は「またか……」と反射的に呟つぶやいて様子を窺うかがう。


    



    　そこにはエロイラストを胸の辺りに抱えてのたうつ数人の学生がいた


    



    「うわぁ」


    　見慣れた光景とはいえ、あまりの惨さん状じように声が漏もれる。


    「うぅ、新作、新作だよぉ」


    「今回は一体どんな衣装の奥おく間ま君がどんな手段で妊娠させられているのかしら……ああ、でも、ダメ、いや少しだけなら……」


    「ふおぉ、タイトルだけで、タイトルに目を通しただけで辛しん抱ぼうたまらんでござるよぉぉ……」


    　男女関係なく好みのエロイラストをかき抱いだき、内容を堪たん能のうしようかどうか迷い苦しんでいる。その息は荒く、瞳どう孔こうは開いていて、完全にイっちゃっている表情だ。


    　この人たちは《こうのとりインフルエンザ》が公表される以前から《ＳＯＸソツクス》のばらまく性知識に親しんでくれていた学生たちだ。


    　単純所持禁止条例に加えて《こうのとりインフルエンザ》などという奇病の存在が公表されてからというもの、国の流る布ふする情報が正しいのか《ＳＯＸ》が流布する情報が正しいのか決めあぐね、しかし早さ乙おと女め先輩が作製するイラストの引力に逆らえずああして凄すさまじい[image: ]かつ藤とうに襲おそわれているのが彼らだ。


    　その様子はさながら麻薬の禁断症状に苦しむジャンキーのようで、ちょっと洒しや落れになっていない。


    　早乙女先輩がへこんでいたのは、第一清せい麗れい指定都市内で頻ひん繁ぱんに見られるこの情景も大きな要因の一つだ。


    　国が発しためちゃくちゃな情報に惑わされた早乙女先輩のファンが、早乙女先輩のエロイラストから離れていこうとしている。


    　そんな光景が毎日のようにそこら辺で発生するとなれば、早乙女先輩が自信をなくすのも当然だ。しかもその悲ひ惨さんな状態はいつまで続くかわからない。

  


  [image: ]


  
    　僕が本当にオナニーする寸前まで早さ乙おと女め先輩の鼓こ舞ぶにこだわった理由はここにある。決して女の子にオナニーをせがまれたからここぞとばかりに張り切ったわけではない。決してない。ち、違うっって言ってんだろ！


    　まあ、本来ならファンがこうして禁断症状まで引き起こしている時点で早乙女先輩は十分胸を張れるほど優秀な絵え描かきに違いないのだけど、やはり目指すラインが違うのか。早乙女先輩は誰もが即座に我慢ならねえとズボンを脱ぎ捨てティッシュを用意するようなエロイラストを制作できなければ満足できないらしい。なんだよその公こう序じよ良りよう俗ぞく大量破壊兵器は。


    「それにしても、本当に参った……」


    　エロイラストへの禁断症状でびっくんびっくんとなっている学生たち。


    　一見笑ってしまいそうな光景だが、実はこれもかなり由ゆ々ゆしき問題だ。


    　というのも──。


    「奥おく間まさん。こんなところでどうしたのですか。もしや、わたしと同様にジャンキーの観察を？」


    　後ろから声をかけられて振り返ると、そこにはいつもどおり無表情の不ふ破わさんがいた。


    　制服の上に白衣を纏まとい、手にはメモ帳を握っている。随分とアナログだ。


    「ジャンキーの観察って、不破さんなにしてんの……」


    「いえね。彼らを観察することで、国と《ＳＯＸソツクス》どちらが信用されているのか調べているのです」


    「そう単純なもんじゃないと思うけどね」


    　彼らが誘惑に負けて早乙女先輩のエロイラストを回収したとして、それが即《ＳＯＸ》への信用とはならない。むしろ《ＳＯＸ》を信用していないからこそ拾っている輩やからもいるのだ。そう、自分は悪いことをしているのだという背はい徳とく感かんで興奮が増し、申し訳程度の[image: ]かつ藤とうの末にエロイラストを拾う退たい廃はい的てきなジャンキーが。……僕は一体なにを言っているんだろう。


    「まあそれはわかっていますが、できるだけデータは集めねば。なにせいまのままでは、第一清せい麗れい指定都市内部でさえ、卑ひ猥わいな知識を広めることが困難な状態です」


    「……」


    　由々しき問題とはまさにそれだ。


    　第五清麗指定都市が無理なら、第一清麗指定都市を完全に汚染し尽くしてしまおうと、《ＳＯＸ》内で意見が挙がったりしたものの、これまで《ＳＯＸ》を支持してくれていた学生たちでさえ性知識取得による害を警戒してあのざまなのだ。草の根的な性知識の拡散も全く期待できず、事態はまさに八はつ方ぽう塞ふさがりである。


    　唯ゆい一いつマシになったことはと言えば単純所持禁止条例による逮たい捕ほ者しやが激減したことくらいだ。《ラブホスピタル》が開設されたいまとなっては無理に逮捕者数を稼かせぐ必要がなくなったためか。《こうのとりインフルエンザ》に関する情報を真に受けてデモを起こす学生が激減したせいか。理由は定かではないけれど。


    「相手が《ＳＯＸソツクス》と政府のどちらを信用しているのか最初に見極めなければ、《こうのとりインフルエンザ》のおかしな点を挙げて《ＳＯＸ》が正しいと説得することもままなりません。アプローチを間違えれば、《こうのとりインフルエンザ》の感染拡大を目もく論ろむテロリストの仲間だと即座に認定されて話を聞いてもらうことさえ難しくなりますから。こんなに警戒されていては、口コミで卑ひ猥わいな知識を広めるのも一苦労です」


    　不ふ破わさんがどこかうんざりしたように、けれどいつものように淡々と愚ぐ痴ちる。


    「そこで苦しんでいる彼らは……重度の卑猥依存症なので見込みありですね。まあ、説得にはかなり時間がかかるでしょうが」


    　これでは効率が悪すぎますと、不破さんは濃いクマで縁取られた目を疲れたように伏せる。


    「《こうのとりインフルエンザ》や《ラブホスピタル》の信用を揺るがす出来事でもあれば相対的に《ＳＯＸ》の信用性も回復してお手軽なのですが」


    　それは僕たちも考えた手だが、宣伝能力に劣おとる僕たちが切れる手札ではない。


    「いっそのこと──」


    　と、不破さんが僕の顔をじっと見上げた。


    「──卑猥な知識に汚染されきったわたしと奥おく間まさんで子をつくり、《こうのとりインフルエンザ》などデタラメだと証明してみましょうか？」


    「～～～個人差があるって言われておしまいだろ！」


    　いきなり迫られて声が裏返る。


    　軽々しくそういうことを提案するなという意味も込めてスパンと頭にツッコミを入れる。


    　全く不破さんは。僕みたいな童どう貞てい紳士が相手じゃなかったら次の瞬間には妊にん娠しんしてるよ？


    　と、僕のツッコミでバランスを崩した不破さんの懐ふところから紙束が落っこちた。


    「あ、ごめん。……ん？」


    　その紙束の書式やまとめ方にはなんとなく覚えがあった。まるで、《震しん激げきの尻いさらい》の若わか頭がしら五人衆が集めていた署名みたいな……。


    「なに、これ」


    「……署名ですが」


    　珍しく不破さんが気まずそうに目を逸そらした。それはそうだろう。


    『アンナ・錦にしきノの宮みやは卑猥な表現物を多数所持している。ただちに捜査を！』


    　見出しにかなりの面積が割かれ、その下には署名欄がずらっと並んでいる。僕が拾ったものだけで半分ほど埋まっていた。


    「奥間さんももうわかっているでしょう。この状況はもう、子供だけでどうにかできるものではないんです」


    　僕が口を開く前に、不ふ破わさんが言い訳するかのように回り込む。


    　子供の力だけでは……それは僕も考えたことだ。


    「力のある大人に動いてもらわねば。どんな手を使ってでも」


    　つまりその署名を脅おどしの材料にして、ソフィアや祠まつ影かげあたりを動かそうと、そういうことなのだろうか。


    「時とき岡おか学園の生徒や単純所持禁止条例に不満を持つ保護者を中心に、署名は既にかなりの数です。署名のコピーは警察と善ぜん導どう課に送付ずみ、もうソフィアの耳にも届いているはず」


    　署名を集めている人は不破さんだけではないらしい。単純所持禁止条例で人生をめちゃくちゃにされた人や、国の発表に惑わされず《ＳＯＸソツクス》を信用し続けてくれている人の手によって、清きよ門かど荘そうの強制捜査を求めた署名に匹ひつ敵てきするほどの数が集まりつつあるという。摘てき発はつペースは落ち、《こうのとりインフルエンザ》の公表によって国の正当性が示されつつあっても、単純所持禁止条例に憎ぞう悪おを抱いだく人はいまだに多いみたいだ。


    《ラブホスピタル》制度が公表された二週間前から署名は集めていたらしく、さすがに伸び悩んできたところでエロ本依存症の者に目をつけたらしい。


    「ソフィアも気づくのではないでしょうか。このままでは一人娘が陥おとしいれられ貶おとしめられ、ひいては自分たちのイメージにも傷がつくと。強制捜査しないよう善導課に働きかけたところで、たとえばこの署名がバラまかれれば、卑ひ猥わいな知識の撲ぼく滅めつを主導してきたソフィアとしてははなはだ都合が悪いはずです。そこを交渉材料に、少しずつでもいい、体制の内側から《ラブホスピタル》の信用を堕おとすような働きかけをしてもらえるよう説得を重ねていけば」


    「そんな方法で、どうにかなると思ってるの？」


    　それはいろいろな意味がこもった言葉だった。自然と語気が荒くなる。　


    　単純所持禁止条例で摘発される生徒たちのことに心を痛めていたアンナ先輩を貶めるようなやり方で。そんな強引な方法で。脅しなんて、いつ裏をかかれるかわからない仮かり初そめの協力態勢をソフィアなんかと築いて、どうにかなると。


    　知ってるかな不破さん。そんな汚い力任せの方法は、もう僕の父さんが試して失敗しているんだよ。そのあげくがコンドームばらまきというね。


    「不破さん、らしくないよ」


    「わたしが藁わらをつかむような気持ちであることは奥おく間まさんにもわかるはずです。それに」


    　不破さんが唇くちびるを嚙かむ。


    「《こうのとりインフルエンザ》……《ラブホスピタル》……わたしはこれらのバカげたものに市民権が与えられるよう、後押ししたようなものです。わたしにはこれらをどうにかする義務と責任があります」


    　不破さんは愛犬ペスを去きよ勢せいされ、義憤に駆かられるままデモを指揮した。


    　その負い目がこんなやり方を不破さんに選ばせたらしい。


    「どんな手を使っても」


    《ＳＯＸソツクス》が現状になんら対抗策を講じられていないこともあって、真っすぐ断言する不ふ破わさんに対してなにも言えない。


    「それでは。わたしは署名を集めるための説得をしなければならないので」


    　そして不破さんは懐ふところから早さ乙おと女め先輩の新作『俺おれがチンコでチンコが俺で!?』を取り出し、エロ本依存症の者たちに「大丈夫です。あなたたちは卑ひ猥わいな表現物を読んでもいいのです」と人の罪を清め救済する求道者のようにそれを差し出していた。なんだ!?　神こう々ごうしいぞ!?


    「……でも、こんなやり方」


    　説得する言葉を持たない。代替案なんて欠片かけらも思いつかない。けれどなんとかしていまのうちにやめさせるべきなんじゃないか。


    　そう思ってエロ本を配布する不破さんへ一歩踏み出したそのときだった。


    「奥おく間ま君っ！」


    　柔らかくて温かい感触が手を包んだ。


    　体全体に電気が走るようないい匂においがふわりと全身を包んでくる。


    「わたくし、ようやく決心がつきましたの！」


    　ここまで走ってきたのだろう。少し息の上がったアンナ先輩が、僕を安心させるように優しい笑え顔がおを浮かべていた。どうやって僕の居場所をつきとめたのかは怖いので気にしない。


    「さぁ、わたくしといっしょに《ラブホスピタル》へ行きましょう！」


    「え？　ちょっ、急になんですか!?」


    　先週、華か城じよう先輩と《ラブホスピタル》を偵てい察さつした際、アンナ先輩は僕と《ラブホスピタル》を訪れる、みたいなことを確かに言っていた。けれどこの一週間アンナ先輩は僕を《ラブホスピタル》に引っ張っていくどころか発情して襲おそいかかってくることもなかったので、完全に気を緩ゆるめていた。なのに、なんでこんな急に!?


    「奥間君、《こうのとりインフルエンザ》のことが報道されてから元気がなかったですわよね？　大丈夫ですわ。どんな結果が出たとしても、わたくしと奥間君との間にある愛は変わりませんのよっ！」


    「あの、僕、ちょっと用事がですね……」


    　不破さんのこともそうだし、なんの心構えもなくアンナ先輩と《ラブホスピタル》に行くなんて危険すぎる。あそこの職員が『以前のカルテとは別にお作りしますか？』などと口走ろうものなら嫉しつ妬との鬼と化したアンナ先輩にその場で殺されるか犯される。


    　なんとかこの場をごまかさなきゃと、もにゃもにゃ言い訳を続けていると、ふとアンナ先輩が泣き笑いのような顔で僕を見つめてきた。


    「たとえ奥間君が愛し合うことで子供ができない体になってしまっていても、わたくしは奥間君を愛し続けますわ」


    　ああそうか、と納得した。


    　アンナ先輩の動きがしばらく鈍にぶかったのは、性知識満載の僕が《こうのとりインフルエンザ》を発症していないか心配だったからか。


    《こうのとりインフルエンザ》について僕が悩んでいると察して、どう対応するかずっと悩んでくれていたのだ。


    「さあ、行きましょう。なにもせず悩んでいるよりも、思い切って結果をいっしょに受け止めたほうがきっといいはずですわ」


    　アンナ先輩に引かれた手を振り払うことができず、僕は不ふ破わさんの背中を振り返りながら《ラブホスピタル》へと連れていかれた。


    



    　　　　　●


    



    「この前まで、単純所持禁止条例なんて理り不ふ尽じんすぎると思っていましたわ。いまでも捕まってしまった方々や、轟ごう力りき先輩のように将来を棒に振らざるをえなくなってしまった方々に同情は禁じえません。けれど、国がそんな手段に訴えなければならなかった事情もいまでは理解できますの」


    《ラブホスピタル》の待合室で顔を赤くしながら僕の手をおずおずと握り、アンナ先輩が囁ささやくように呟つぶやいた。


    「卑ひ猥わいな知識がこんなにも恐ろしい害をもたらすなんて。だってやはり、愛した方との間に子供を授さずかりたいと思うのは、とても自然で崇すう高こうな気持ちですもの。それもできれば、自然なかたちで」


    《こうのとりインフルエンザ》を発症しているのではないかという悩みを僕が抱えていると勘違いしているアンナ先輩が、励ますように握った手に力を込める。


    「ですからやはり、許せないのは《ＳＯＸソツクス》ですわ。そんな危険な知識をばらまいて、第一清せい麗れい指定都市の方々に暗い未来を押しつけたんですもの」


    　それは酷ひどい濡ぬれ衣ぎぬだったけど、世間に蔓まん延えんする下ネタテロリストに対する認識は概おおむねそんな感じなんだろう。


    　不破さんがどれほどの執念で署名を集めているか痛感する。同時に僕たちがどれだけ不利な状況にいるかも突きつけられる。


    　このままずるずると性知識が駆く逐ちくされていくのを黙って見ているしかないのだろうか。


    「それでは、採血と身分照会、それからお二人の交際期間の記入をお願いします」


    　僕が頭を悩ませていると、やってきたのはいつものあれだ。


    　僕ははっとして、やって来た職員に耳打ちする。


    「あの、僕はもうカルテあるんで、別々で」


    「わかりました」


    　先回りして地じ雷らいを撤てつ去きよしておく。一瞬の耳打ちなのでアンナ先輩も不審には思っていない。


    　胸をなで下ろして安心していたところ、陶器のように白くなめらかな腕を晒さらして採血されていたアンナ先輩が小首を捻ひねった。


    「奥おく間ま君は採血しませんの？」


    　奥間君にこそ検査のための採血は必要なのに、というニュアンスの込められた言葉に僕が「あとでやってもらいますから」と答えると、


    「彼氏さんにはもうサンプルがありますので」


    　脇わきから職員がにっこりと笑え顔がおで告げ口した。おい、このチンカス野や郎ろう、僕の話聞いてた？


    　わかるだろ？　ああやって耳打ちしたからには以前ここに来たことを連れに知られたくないってわかるだろ!?　顔から血の気が引くのを感じながら、僕は以前、早さ乙おと女め先輩がここの職員を「月つき見み草ぐさ朧おぼろの上位互ご換かん」と評していたことを思い出した。


    　確かにいろいろ片へん鱗りんはあったけど、まさかこんなところで[image: ]しやく子し定じよう規ぎが爆発するとは。


    「彼氏ではなく、婚約者ですの」


    　アンナ先輩は職員にやんわりと断ことわりを入れてから、僕のほうへ無表情を突きつけてきた。


    「どういうことですの？」


    　あ、死んだ！　僕死んだよ！


    　開業から一週間が経たってなおカップル最優先の《ラブホスピタル》に僕のサンプルがあるという事実は、頭の回転が速いアンナ先輩を豹ひよう変へんさせるのに十分だった。


    　僕を励ますために添えられていたアンナ先輩の温かい手のひらがいまやゆとりの力を上回る地獄万まん力りきと化したのを感じ、僕の頭には久方ぶりの走そう馬ま燈とうが駆かけ巡る。


    　と、その下ネタ八割の走馬燈の中に打開策が閃ひらめいた。


    「母さん、母さんが善ぜん導どう課の幹部だから、そのコネで優先的に！　まだ結果は出てないけど！」


    　横から余計な茶々を入れられないよう職員を追い払ってからアンナ先輩に説明する。


    「……」


    　しかしアンナ先輩の疑いと殺意に満ちた無表情は崩れない。


    「すみません。少しよろしいですの？」


    　すぐさま職員に声をかけ、僕の言葉が正しいのか確認する気満々だった。


    　ああ、こりゃもう無理だ。僕は今日きょう死ぬんだ。


    



    　──死の淵ふちで　我が童どう貞ていの　叫ぶ声　せめてオナホの　具合だけでも。


    



    　ピリリリリリリリリリッ。


    　辞世の句を詠よんで来世に備えたそのときだった。


    　待合室にいた人たちのＰピーＭエムが一斉に鳴り響き、緊急のニュースが配信されることを知らせた。


    《ラブホスピタル》は医療機関だが、ＰＭの使用に制限はない。


    　僕はここぞとばかりにＰＭを起動させてアンナ先輩の気を逸そらしにかかる。


    　緊急配信ニュースは最近だと《頂いただきの白》の集団バスジャックが記憶に新しい。またぞろなにか大事件が起きたのではとアンナ先輩も僕への追及よりニュースのチェックを優先した。


    　虚こ空くうに映写した映像は、なにやら記者会見の会場のようだった。


    　簡素なテーブルに数人の学生らしき人たちが座っている。


    　学生とはいっても高校生が真ん中に一人いるだけで、その周囲は中学生らしき男の子や小学校低学年くらいの女の子など、妙にばらつきが多く、全体的に幼おさない印象が強い。


    「この制服は、東とう条じよう学園のものですわね」


    「東条学園？」


    　確か、首都にある数少ない小中高一貫教育機関の一つだ。小等部、中等部、高等部すべてが全国風紀優良度一位。三位の時とき岡おか学園よりも健全とされる学校だが、そこへ進んで子供を入学させようという人はほとんどいない。


    　なぜならそこは月つき見み草ぐさのような、施設出身者専用の国営学校だからだ。


    〝私たちは、卑ひ猥わいな知識を撲ぼく滅めつするために規制を強化しようとする国の姿勢に、全面的に賛同します〟


    　会見が始まるやいなや、真ん中にいた高等部所属らしい女の子が口を開いた。


    　その雰ふん囲い気きはなんとなく、ここ《ラブホスピタル》の職員のそれに近く、原稿を丸暗記してきたかのような語り口はカメラを真っすぐ捉とらえて明めい朗ろうだ。


    〝具体的には、現在第一清せい麗れい指定都市で施し行こうされている単純所持禁止条例を全国に適用すること。それから数か月前の事件で議論が停止している《エイチ禁止法》を、対象を三十歳にまで拡大して速やかに制定することを切に願います〟


    〝お願いします！〟


    　左右に座るロリやショタたちが拙つたない様子で頭を下げる。


    　……なんだ、これは。


    　単純所持禁止条例の全国適用だけでも頭おかしいのに、《エイチ禁止法》の議論再開、しかも対象を三十歳にまで拡大？　それはつまり未成年だけでなく、性知識に疎うとい世代すべてが常に発信器つきの貞てい操そう帯たいをつけて生活することを義務づけられるということだ。


    《ラブホスピタル》での人工授じゆ精せいが真っ当な受じゆ胎たい方法として市民権を獲得しつつあるいま、《エイチ禁止法》の成立というコンボは日本から完全に〝性〟を排除する流れができあがることに等しい。


    　性を知らなくても、役所に申しん請せいすれば子供ができる、そんな未来が実現しかねない。


    　混乱する僕を置いて記者会見とやらは進む。


    〝急に取り締まりを厳しくしたり、人々を監視するような制度の制定は有権者の方々も抵抗があるかもしれません。けれど、私たちから健全に成長する権利を奪う卑ひ猥わいな知識が蔓延はびこらないよう、しっかりと対策をしてくれる社会を私たちは望みます。同級生たちも皆それを望んでいました。今日きょうはそれを伝えたくて、学校を代表して会見を開くことにしたのです。お願いします。私たちが健全に成長する権利を奪わないでください〟


    　なぜかふと、気持ち悪いという感覚が胸に湧わいた。


    　スカトロプレイだって対応可能な僕に気持ち悪さを感じさせるなんて相当だぞ……。


    〝卑猥な知識は、とても怖いものです。子供ができなくなるだけでなく、人としてまともに成長することもできなくなってしまいます。私たちはそんな恐ろしい情報に触れたくありません。こんなふうに人間をやめたかのような姿になってしまいたくないんです〟


    　高等部女子の言葉に合わせてカメラが動き、会見会場の左側を映す。


    　そこには、


    〝うあああぁぁっ！　ぱんちゅうう！　ぱんちゅをよこせえええ！　おぱんちゅぺろぺろさせろおおお！　おぱんちゅううううぅ！〟


    　檻おりの柱をつかんでがしゃんがしゃんと激しく揺らし、血走った目で口角から泡を飛ばして奇声を発する変態がいた。


    　……おい、こいつまさか……。


    〝そこの娘！　そう貴き殿でんだ！　いますぐぱんちゅを！　ぱんちゅをよこすのだ！　案ずるな危害は加えぬ！　ただ少しだけでいい、吾わが輩はいのひび割れた唇くちびるにほのかな温もりと湿り気を帯びたおぱんちゅをくわえさせてくれ！　吾輩におぱんちゅを！〟


    《頂いただきの白》じゃねえかこいつぁあああああああ！


    　なんだ!?　なんでこいつこんなタイミングで再登場してんだ!?


    　啞あ然ぜんとしていると、カメラが下がって会見会場の全景が映し出される。


    〝おぱんちゅを！　一枚でいいのだ！　吾輩に恵みを！　慈悲を！　ぱんちゅをおおっ！〟


    〝ふぇぇ……〟


    《頂の白》にロックオンされた小等部の女の子が怯おびえるように涙目になっていた。当然である。


    　画面が再びアップになり、高等部女子が〝このように──〟と続ける。


    〝見ましたか皆さん。卑猥な知識は《こうのとりインフルエンザ》を発症させるだけでなく、このように若者の人格を破壊してしまう可能性も示し唆さされています〟


    〝おぱんちゅ果汁百％ジュースちゅくりたいのおおっ！〟


    　おい早くその放送禁止レベルを超越した変態を引っ込めろ！　そんな常じよう軌きを逸いつしたやつが性知識を得た若者の典型例だと思われちゃ困るんだよ！　そいつはパンツのためにバスジャック事件まで起こしたチンカス変態で、元々犯罪者としての資質が高かっただけなんだって！　だあクソ！　こんなことならあのとき殺しておくべきだったか《頂の白》！


    　心の中で叫ぶも、《頂いただきの白》の奇声や痴ち態たいが挿そう入にゆうされたまま会見は続く。


    〝私たちは絶対にこんなふうになりたくありません〟


    　僕だってなりたくないよこんな姿。というか、これは本気でマズイ。


    　取り締まり推進側の畳みかけに僕は戦せん慄りつした。


    《こうのとりインフルエンザ》と合わせてこのまま性知識への偏へん見けんに満ちたプロパガンダを続けられたら、本当に取り返しがつかなくなる。


    　これまで倫理的な忌き避ひ感かんから避けられていた人工授じゆ精せい制度が《こうのとりインフルエンザ》の存在を通して受け入れられたいま、人々の中に倫理的なストッパーはほとんど残っていない。


    　そこへ性知識に対する偏見をぶち込まれれば、規制は一息に進む。


    　僕たちが対策を立てられず二の足を踏んでいる間に、敵は一気に勝負をつけようとしているようだった。


    〝だからこそ今日きょう、大人の皆さんにもっと厳格に卑ひ猥わいな知識を根こん絶ぜつする社会を築いてもらうべく、自主的に記者会見を開かせていただきました〟


    　自主的に？　小学生まで含めた子供の集団が、こんな記者会見を自主的に？　と疑問が頭に引っかかったそのときだった。


    〝なにが自主的ですか！　誰の指示でこんなことをしているのです！　言ってみなさい！〟


    　会見会場に、白い影が躍おどり出た。


    〝あなたたちのような子供が、こんな記者会見だなんて小こ賢ざかしい真ま似ねを思いつくものですか！〟


    　凄すさまじい剣幕で会見会場に乗り込み金切り声を上げるその顔には見覚えがあった。


    〝当ててあげましょうか!?　金かね子こ玉たま子この差し金でしょう！〟


    「……え？　え!?　お母様!?」


    　アンナ先輩が口元を押さえて慌あわてた声を上げる。


    　たぶん、僕はそれ以上にあんぐりと口を開けた間抜け面づらになっていたに違いない。


    　目の前の光景が信じられなかった。あのソフィア・錦にしきノの宮みやが、規制強化を促うながす会見に殴り込みをかけているのだ。


    〝規制の強化!?　いまそんなことをすればあの女の思うつぼです！　皆さん聞いてください！　《ラブホスピタル》は──〟


    　ソフィアが東とう条じよう学園の学生たちを蹴け散ちらしマイクを奪ったところで、それを取り押さえようと警備員たちが飛び出す。けれどソフィアは羽は虫むしでも払うようにあっさり警備員たちを投げ飛ばす。どさくさに紛まぎれてソフィアの下着に手を伸ばそうとした《頂の白》の腕も粉ふん砕さいし、再び息を大きく吸ってなにか主張を──というところで会見は終了した。


    「……え？」


    　僕だけでなく、その会見を見ていたのだろう若夫婦たちもそろって啞あ然ぜんとしている。


    「……どういうことですの……？」


    　一番動揺しているのはアンナ先輩だった。両手で頰ほおを挟み込み、オロオロと首を振っている。


    「奥おく間ま君っ。本当に申し訳ありませんが……」


    　アンナ先輩はまだ混乱しているのか目を泳がせつつ、


    「お母様の様子がおかしいんですの。心配なのでそちらの様子を窺うかがいにいかないと……」


    「うん！　どう考えてもおかしいですよ！　行ってあげてください！　僕は大丈夫ですから！　検査の結果が出るのもずっと先だし！」


    　僕はここぞとばかりにアンナ先輩との離脱を図る。


    「本当に申し訳ありません……」


    　アンナ先輩は後ろ髪を引かれるように何度も振り返りながら、慌あわてた様子で《ラブホスピタル》を後にした。


    　なんとなくこのまま帰ることも憚はばかられて、何度見たかわからない《ラブホスピタル》概がい要よう説明の映像をぼんやりと眺める。


    　思わぬところでアンナ先輩の脅きよう威いから逃のがれられた僕は、ソフィアの奇き行こうに関して少し落ち着いて考えられるようになった。


    　──たぶん、不ふ破わさんの働きかけが思いのほか早く作用したのだろう。


    　でなければあのソフィア・錦にしきノの宮みやが規制強化に反対するわけがない。それもあんな大々的な暴挙に出るなんて。


    　不破さんからの脅おどしに対して、とりあえずわかりやすいパフォーマンスを示してなだめすかすつもりだろうか。


    　保身のための一時的な協力。ソフィアの奇行はたぶん、そういうことだ。


    　不破さんの努力が実を結びつつあるのは確かなのだろう。


    　けれどやっぱり僕ははなはだ疑問なのだ。こんなかたちでの協力態勢が、一体何の力になるのか。


    　それとも弱者が思惑を実現するためには、こういうやり方も大事なんだろうか。


    　不破さんたちがデモを起こした際、それを放置するしかないと切り捨てにかかった華か城じよう先輩と僕は対立した。あのとき僕は敵であるソフィアや慶けい介すけのやり方に倣ならってデモを利用しようと主張した。志こころざしさえ真っすぐならどんなやり方でも取り入れるべきだと食ってかかったのだ。その言葉が今自分に戻ってくる。


    　僕は一体、どうするべきなんだろうか。


    　なんの答えも出せないまま、僕は《ラブホスピタル》を後にした。


    　精せい液えきなら寝ている間にどばどば出てくるのになぁ。


    



    　　　　　●


    



    「……ふう」


    　紅茶に口をつけ、香りと渋みを味わいながら奥おく間ま爛らん子こは息を吐いた。


    　何年も現場第一線で働き詰めだったせいか、爛子はのんびりすることに慣れていない。たまの休日もトレーニングだのなんだのと結局忙せわしなく動いてしまう性しよう分ぶんで、一日中惰だ眠みんを貪むさぼるような休日など学生時代にもあったかどうか定かではない。


    　しかしこの喫茶店は落ち着いた雰ふん囲い気きや客の少なさも手伝ってか、なかなか心穏やかに過ごすことができた。嗜し好こう品ひんのよし悪あしには疎うとい爛子だが、出された紅茶がなかなかのものだということはなんとなくわかる。これはいい店を紹介してもらった。やはりアンナはあのバカ息子にはもったいないくらいだな。


    　紅茶に映る顔は人を寄せ付けないような鋭するどい目つきだが、これでもなかなかに機嫌がいいほうだ。最近は《ＳＯＸソツクス》や卑ひ猥わい女おんなを取り逃がすなど痛つう恨こんのミスが続いていたので、この店に出会えたことはささやかながらも効果的な慰なぐさめになっている。


    「意外でした。あなたがこんないいお店を知っているなんて」


    　と、爛子の向かいの席へ氷のような美び貌ぼうを持った女性が腰を下ろした。


    「意外はこちらのセリフだ。なんだそのかしこまったスーツは。いつもはよくわからんお上品な格好をしてくるというのに」


    「休日にまで仕事着のスーツで歩き回る人に服装のことをとやかく言われたくありません」


    「私はこれが一番落ち着くのだ」


    　爛子と慣れ親しんだ会話を繰り広げながら、ソフィア・錦にしきノの宮みやはメニューを開いた。


    「ご、ごちゅ、ご注文はお決まりですか？」


    　水とおしぼりを持ってきた店主がなぜか盛大に狼ろう狽ばいしながら注文を確認しに来る。


    　この喫茶店は、雰囲気は上々で出てくる品もそこそこ、いま爛子とソフィアがついている席のように人目を憚はばかる話をするためにぴったりな、奥まったスペースもあったりとかなり高得点なのだが、唯ゆい一いつ店主の態度だけがいただけない。


    　まるで天敵を前にした小動物のようなありさまで、冷や汗をダラダラとかいている。これでよく客商売などできるものだと感心するやら呆あきれるやら微妙なところだ。


    「私はコーヒーと、モンブランを一つ頼みます」


    「私も追加で注文だ。この巨大ハンバーグセットを頼む」


    「喫茶店にそんなものがあるわけ……なんであるんですか。というかなんでそんなもの頼むんですか爛子さんは。普通、こういうお店ではケーキとかパフェとか」


    「そんな甘ったれたものでは力が出ない」


    「喫茶店は力を溜ためる場所ではないのですが……」


    　爛子の注文に「本当にここは喫茶店なんですか」と首を傾かしげ呆れながら、ソフィアは気を取り直すようにお冷やで口を湿らせた。


    「こうして直接顔を合わせて話すのは数年ぶりでしょうか」


    　爛らん子こは現場で、ソフィアは政治的な土ど俵ひようで卑ひ猥わいを撲ぼく滅めつするために全国を飛び回っていた。ＰピーＭエムを介して愚ぐ痴ちり合うことはあっても、こうして顔を合わせてゆっくりと話す機会に恵まれたのは本当に久しぶりだ。


    「あのときは私が貴き様さまを呼び出したのだったな」


    　夫である奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうが逮たい捕ほされた直後のことだ。


    　ＰＭ装着義務化辺りを境にして抗議活動が過激化していた善十郎とは、当時既に別居状態だったが、籍を外してはいなかった。しかしさすがに現行犯逮捕されたとなっては立場上しかるべき手続きをとらざるをえなくなり、ソフィアに相談を持ちかけた。


    「だからあんな男と結婚するなんて、私は最初から反対でしたのに」


    「まあ確かにそうだな。反論のしようもない。……何度目だこのやり取りは」


    　ソフィアは終始一貫して善十郎のことを嫌っている。善十郎と爛子の息子である狸たぬ吉きちのことも警戒していて、爛子がソフィアに相談を持ちかけた当時、狸吉と同じ託児所にアンナを預けてしまったことに気づいた途端飛んでいって引き離したほどだ。あれから数年経たって爛子の教育が行き届いた狸吉に対しては警戒を緩ゆるめているらしいが、それでもなお嫌けん悪おはむき出しである。


    「反論しようもないと言いますけど、それにしてはいまだに名字はそのままなんですね」


    　ソフィアの責めるような口ぶりは半ば諦あきらめたようにうんざりとしている。


    「籍を外し、指輪も外し、狸吉は貴様の娘に影響されて健全そのものになった。あのろくでなしの痕こん跡せきは、もうこれしか残っていないのでな」


    　いまでもありありと思い出す。


    　善十郎はこともあろうに下ネタを嫌悪している爛子に対して「俺おれと結婚しておくマラんこになってください」などと書いた紙を指輪といっしょに渡してきたのだ。そのあとめちゃくちゃぶん殴った。いくら仲間内から《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》と呼ばれ恐れられた爛子とはいえ、まさか自分にプロポーズしてきた相手をその場で半殺しにすることになるとは思ってもいなかった。


    　結局その後、ボロボロの善十郎と式を挙げることになるのだが。


    「……本当に、よく結婚生活が続いたものです」


    「私も不思議だ」


    　なにか理屈をつけるとすれば、善十郎の放つ品性の欠片かけらもない冗談に一切の悪意がなかったから、だろうか。純粋にそれを楽しんでいて、周りを楽しませようとしていて、卑猥な冗談を聞けば反射的に過去ぶつけられた悪意が生々しく蘇よみがえる爛子としては、トラウマを浄化されているような気持ちだった。しかしまあそれはそれとして善十郎がくだらないことをするたびに全力で殴りかかっていたのだが。


    「およそ理想とはほど遠い夫だったが、それでも満足はしていたのだ。だから私はあのとき、善ぜん十じゆう郎ろうとの関係をどう清算すべきか、真剣に悩んでいた」


    　善十郎の逮たい捕ほで破れかぶれになった下ネタテロリストたちを掃そう討とうするため善ぜん導どう課が全力を傾けていたなか、強引に時間をつくり、ソフィアにも無理を言って直接相談を持ちかけるほどに。


    「あのとき貴き様さまに相談したことでいろいろと吹っ切れたのは確かだ。貴様がどう思っているかは知らんが、私は相談してよかったと思っている。だから今回は貴様が気のすむまで話すといい」


    　運ばれてきた巨大ハンバーグセットを大口で頰ほお張ばりながら爛らん子こはソフィアに鋭するどい目を向ける。


    　それにしても本当にここの店長は大丈夫なのだろうか。いまにも倒れそうなほど顔が真っ青さおだ。まるで死に神かなにかを接客しているような様子である。


    　店長が去った後、ソフィアが「それではお言葉に甘えて」と息を吸う。そして、


    「あああああっ！　なんなんですかもう！」


    　金切り声を上げてバンバンと机を叩たたく。


    「金かね子こ玉たま子こも！　《ラブホスピタル》も！　その狙ねらいを支持している人たちも！　バカ！　皆バカです！」


    　先ほどまでの上品な様子は吹き飛び、ソフィアがヒステリックに叫ぶ。


    　長年の付き合いでその豹ひよう変へんぶりには慣れたものである爛子はハンバーグを頰張りながら相づちを打って先を促うながす。


    　ソフィアの口から長々と語られた話は、爛子も眉まゆを顰ひそめざるをえない醜しゆう悪あくなものだった。


    　完全なデタラメである《こうのとりインフルエンザ》やら、人々を[image: ]だまして人工授じゆ精せいを秘ひ密みつ裏りに強制する《ラブホスピタル》やらに元々いい気持ちを抱いだいていなかった爛子だったが、下ネタテロリストたちの息の根を止めるための策として甘んじて受け入れていた。


    　しかしそこにデザイナーベイビーの乱造や強制的な命の選別など、大人の醜悪な思惑が絡んでいるとなれば話は別だ。その思惑に自分の一人息子やその将来の嫁候補であるアンナがなにも知らずに巻き込まれるかもしれないとなれば、嫌けん悪お感かんはどうしたってぬぐい去れない。


    「それは、とても放置できる話ではないな」


    「そうでしょう！」


    　同意を得たソフィアが大きく身を乗り出す。


    　しかし爛子は鼻息を荒くするソフィアを「だがな」と手で制した。


    「あれはやりすぎだ」


    　爛子が咎とがめたのはつい先日の記者会見乱入事件だ。


    「まったく貴様は昔から。周りを振り回しながら突っ走ってばかりだ」


    「だって、仕方ないじゃありませんか！」


    　これまでさんざん関係各所からたしなめられたに違いないだろうに、ソフィアは自信満々で自分の正当性を主張する。


    「少し休養している間にＰＴＡはろくでもない連中に牛ぎゆう耳じられてしまっていましたし、私の動きを封じるよう金かね子こ玉たま子こが画かく策さくしているようなのです」


    　これまでソフィアが築いてきた政治的なポジションを金子玉子に乗っ取られたかたちだ。


    「これでは人々に《ラブホスピタル》の不当性を訴えることもできません」


    　これまで多用してきたお得意のプロパガンダをまったく使えず、その鬱うつ憤ぷんが爆発して記者会見の暴挙に繫つながったらしい。


    「しかし、貴き様さまのろくでもない頭なら《ラブホスピタル》を切り崩す方策の一つや二つ──」


    「《ラブホスピタル》制度を推おし進める根こん拠きよになった第一清せい麗れい指定都市の単純所持禁止条例を撤てつ回かいさせて土台を揺るがそうにも、条例廃案のために必要な直接請求を求める署名は押おう収しゆうされたまま手が出せず、署名を集めた人たちは塀の中。どうにもできません」


    　不意に提示された対抗策は爛らん子こが主導して潰つぶしたようなものなのでバツが悪い。


    　ソフィアもそれをわかっていて責めるような口く調ちようになっていた爛子を牽けん制せいしたのだろう。ほかにも講じられる手段はいくらでもあっただろうに、ここでこれを切り出すとは相変わらず意地や性格がよろしくない。


    「いまのところ、私の主張に賛同して協力してくれている有力者が四十人ほど。最悪、なにかしらの自爆的な抗議を敢かん行こうすればどうにかなるかもしれませんが……」


    　ソフィアの夫である錦にしきノの宮みや祠まつ影かげは《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》をはじめとした諸々の政策を主導している大物だ。ほかにもソフィアが〝有力者〟と称する四十人は全国ＰＴＡ協会の幹部を務めていた人々で、それぞれが各界にかなりの影響力を持つ名士とのことだ。ソフィアの言う〝自爆的な抗議〟とやらがどういうものか爛子には測りかねるが、うまく作用すればかなりの効果を発揮するはずだ。しかしソフィアの顔は暗い。


    「……決め手になるカードがこちらにはありません。これだと思える手を得ないことには、犬死にで終わるような策には走れません」


    　賢明な判断だと、爛子は無言で頷うなずいた。


    「それで、私になにを打診しにきたのだ？」


    　ここからが本題だろう？　というニュアンスを込めてソフィアを見み据すえる。


    「今日きょうここにスーツで着たということは貴様、寸前までなにか画策していたのだろう。まだ諦あきらめたわけでもない貴様が、ただ愚ぐ痴ちをこぼすためだけに私のところに来るものか」


    「……ええ。そちらでもなにか動いていただけないかと思いまして」


    　そちら、というのは無論、善ぜん導どう課のことだろう。


    「私にクーデターでも主導しろと？」


    「それも素敵な提案ですね」


    　否定しないソフィアの笑え顔がおにはどんな手を使ってでも《ラブホスピタル》と金子玉子を潰すという決意が見て取れる。決意と言えば聞こえはいいが、一歩間違えば狂気の域だ。


    「しかし善ぜん導どう課には機動隊や自衛隊のような武力はありません」


    　あればクーデターを打診していたに違いないソフィアの目が嫌らしく細められる。


    「善導課にあるのは、健全を司つかさどる番人というブランドイメージです」


    　そんな言われ方をしたのは初めてで、爛らん子ことしては少々こそばゆい。


    「そんなイメージを持つ善導課の職員が一定数、有力な善導課幹部主導の下もとで《ラブホスピタル》にノーを突きつけるデモでも起こせば、《ラブホスピタル》を信用しきっている人々の心に一発で風かざ穴あなを開けられます」


    　デモの様子を長時間配信するために必要な放送関連の有力者も既に抱き込んだというソフィアの顔には、あとは爛子次第だと書いてある。


    「悪いが、その話には乗れない」


    　爛子はほとんど迷うことなく口を開いた。


    　少しは予想していたのだろう。ソフィアは爛子の言葉を無言で受け止めた。


    「確かに私も《ラブホスピタル》にまつわる思惑には不快感を抑えきれない。成立を急ぐために第一清せい麗れい指定都市の善導課職員へ悪あしざまな取り締まりを強要したことといい、ろくな制度でないことは明らかだ。しかし、私は治安を維持する立場の公務員なのだ」


    　爛子は冷めた紅茶を飲んで一呼吸置き、説明を続ける。


    「卑ひ猥わいを撲ぼく滅めつしたいという私事に大たい義ぎ名めい分ぶんを与えてもらい、女手一つで息子を育てるに十分な賃金をもらってきた義理がある。どんなに腹の立つものでも成立してしまった以上ルールはルール。それを守り筋を通す義務が私にはあるのだ。もちろん場合によってルールを曲解することがあるのは現場で生きてきた人間の知恵だが、あくまで筋は通しておかねばならない」


    　それにそんなデモを起こせば、ただでさえ善ぜん十じゆう郎ろうの息子ということで立場の危うい狸たぬ吉きちの積んできたこれまでの努力が水すい泡ほうに帰きすかもしれない。それは避けたかった。


    《ラブホスピタル》をどうにかしたい気持ちはソフィアと同様だが、思いのほかしがらみの多い爛子が動ける条件はごく限られている。


    「そもそも、そうした政治的権けん謀ぼう術じゆつ数すうは私たち現場の人間が首を突っ込める話ではない。もちろん現場の人間としての私になにかできることがあるのなら協力を惜しまないが、貴き様さまにそういう策がないのなら、私としても手を貸しかねる」


    「……そうですか」


    　ソフィアが肩を落とす。


    　想像はしていたに違いないが、これに[image: ]かけていた部分も大きいのだろう。ソフィアの落胆は大きい。


    「……デモの様子を発信するために獲得したという放送枠は貴様の演説にでも使ってくれ」


    　申し訳なさから出た言葉に、席を立とうとしたソフィアがため息で応こたえる。


    「それでは一回限りの戯ざれ言ごとということですぐに忘れられてしまいます。獲得した放送枠は切り札に近い手札ですから、[image: ]う闊かつには使えません」


    　その声こわ音ねから、ほかに有効な手がなさそうなことが窺うかがい知れる。


    　しかし現場畑の爛らん子この頭では政治的な問題になにか有用なアドバイスを思いつくはずもなかった。ふと警告しておかなければならないことがあったと唐突に思い出したくらいである。


    「そうだソフィア。そういえば以前、署名をきっかけに清きよ門かど荘そうへの強制捜査を執行した実績をつくってしまったせいか、最近妙な署名が届けられている」


    「妙な署名、ですか？」


    「ああ。アンナ・錦にしきノの宮みやが多数の不健全な表現物を所持しているという糾きゆう弾だんだ。誰かが貴き様さまかアンナを陥おとしいれようとしている可能性がある。気をつけろ」


    「……金かね子こ玉たま子この差し金？　いや、うちの人と協力態勢にある彼女がアンナにまで手を出すとは……ふむ」


    　ソフィアが首を捻ひねる。どうやら心当たりはないらしい。


    「まあ、放っておいても問題はないでしょう。……署名を集めた人間からなにかアプローチがあった際は相応の対応をさせてもらいますが」


    　なにか脅おどしでも受けようものなら遠慮なく叩たたき潰つぶすという顔だ。


    　匿とく名めいで届けられた署名はすべてコピーなので、爛子としては原本のほうでなにか名誉棄き損そん沙ざ汰たでも起こされたら厄やつ介かいだと思ったが、ソフィアの話術とろくでもない頭ならなんとか切り抜けるだろう。


    　相手が金子玉子のように立場のある人間でなく、決死の捨て身ならどうなるかわからないが。


    「それにもしそちらが強制捜査せざるをえないほど署名が集まったとしても、よほど言い逃のがれできない場所に卑ひ猥わいな表現物が仕込まれていない限り、誰かの嫌がらせということにできます」


    「まあそうだが」


    　逆に言えば、言い逃れのできない場所で不健全な物が発見されれば見逃すことは困難になる。


    　上からの指示で目を瞑つぶることになったとしても、ソフィアの立場がさらに悪くなることは明白だ。アンナだって、第一清せい麗れい指定都市にいられなくなるかもしれない。


    　どんなリアクションをするかわかったものではないソフィアにはまだ内緒だが、アンナは未来の嫁候補である。爛子としては狸たぬ吉きちと離ればなれになるようなことにはなってほしくない。


    「とにかく、気をつけろ」


    「ええ、肝きもに銘じておきます」


    　ソフィアは再三の警告に頷うなずくと、伝票を持って席を立った。


    「……舞台さえ整えばな」


    　遠慮なく協力できるのにとソフィアの背中を見送りながら、爛子は冷めた紅茶を飲み干した。


    



    



    　　　　　●


    



    「まったくあの女は！　ちょっと綺き麗れいだからって調子に乗って綺麗事ばっかり！　腹が立つったらありゃしない！　あんたもそうは思わないかい、ええと名前は……あんた！」


    　横でがみがみとまくし立てる金かね子こ玉たま子こに、月つき見み草ぐさ朧おぼろはいつもの感情に乏とぼしい顔を向けた。


    　祠まつ影かげ直じき々じきの命令であるアンナの警護を途中で打ち切り、招かれるままホテルの一室まで金子についてきたのは、金子が「祠影さんから指令を預かっているから」と祠影の名前を出したからだった。


    　金子に限らず、祠影周辺の有力者からそう言われれば命令を聞くよう月見草は祠影から命じられている。そして祠影の名を出された際にやれと教え込まれた動作も問題なく発動ずみだ。


    　すべては機械的に、命令されたとおりに、感情も思考も交えず遂すい行こうできている。


    「あんたも思わないかい。ソフィアのやつ、ちょっと若くて綺麗に見えるからってねぇ。ワタシのほうが可愛いだろう？　どう思う？　ん？」


    　金子が自分の顔を指さして月見草にずいと迫ってきた。


    　どうか、と問われても月見草にはその質問に答える方法がわからない。


    　とりあえずじっとその顔を観察してみる。妙に白い。顔になにか塗りたくっているのか。


    　月見草の中で一つ該がい当とうするものがあった。顔面ぶっかけだ。この白さはそれが近い。


    「卑ひ猥わいな表現物です。押おう収しゆうします」


    「なっ、ちょっ、やめな！」


    　いきなり顔面に手を伸ばされた金子が仰のけ反ぞる。


    「条例に違反しています」


    「誰が！　卑猥なものがどこにあるってんだい！　やめな！　祠影さんの命令だよ！」


    　そこまで言われてようやく月見草は職務遂行をストップした。


    「まったくとんでもないガキだね！　祠影さんはこんな出来の悪いのを量産して、どういうつもりなんだか……」


    　金子が呆あきれ返りつつ、「まぁ、そのほうが都合がいいんだけどね」とほくそ笑む。


    「にしてもソフィアのやつは本当に目障りだね。子供のためだとかなんとか言って《ラブホスピタル》に反対するなんて、自分の子供が優秀だからそんな綺麗事が吐けるんだ」


    「はい」


    　月見草の形式的でぞんざいな相づちでも十分に興が乗るのか、金子は中年女性特有の口数の多さでべらべらとまくし立てる。


    「ワタシみたいにろくでもない子供ばっかり授さずかってたなら、ソフィアだって《ラブホスピタル》に優秀な孫をつくってくれってすがってたはずさ。ワタシなんて立場もあるから、穀ごく潰つぶしを捨てることもできずに育てなきゃならなかったのに」


    「はい」


    「子供のため子供のためって、本気で言ってるのかねあれは。お花畑もいいとこさ。そんな綺き麗れい事ごとでワタシたちの目的を邪魔されちゃかなわないよ」


    　金かね子こ玉たま子こが所属する国際的卑ひ猥わい撲ぼく滅めつ組織《セクシャリティ・ノー》。その目的は生殖を牛ぎゆう耳じり自分たちの子々孫々だけを優秀な人間にすることだ。その壮大な目的を達成するための過程にあってさえ様々な地位や名誉、支持者の募金を源とした莫ばく大だいな活動資金が転がり込んでくるのだと、金子は月つき見み草ぐさに自慢げに語った。


    　どういう意味なのか月見草にはよくわからず考えることもなかったが、「凄すごいだろう？」と鼻を膨ふくらませる金子に「はい」と答えるだけの簡単な仕事をこなせばすむことなので特に支障はなかった。


    「そこでね月見草。あんたに命令があるんだ。もちろん、祠まつ影かげさんからね」


    　ソフィアへの不満や、なかなか声を大にして話す機会のない自慢をひとしきりぶちまけた後、金子はにやりと嫌らしく笑った。


    「これを、アンナ・錦にしきノの宮みやの部屋に隠しな」


    「……」


    　月見草が握らされたのは、シンプルな形状のカードケースだ。《ＳＯＸソツクス》がよくバラまく卑猥なイラストがちょうど入りそうな大きさのケースは中身がぎっしり詰まっているらしく、なかなかに重みがある。


    「あんたはアンナに一番信頼されてるボディーガードなんだってね？　アンナが油断してあんたにだけは番号を教えてる金庫とか、鍵かぎの在あり処かを教えてる引き出しとか、そういう場所にこっそり置いておいてくれればいい」


    「……」


    「どこの誰か知らないけれど、わざわざアンナを糾きゆう弾だんする署名を集めてるなんて好都合だ。その署名と、あんたが仕込む卑猥な表現物があれば、アンナは言い逃のがれできない。善ぜん導どう課が隠いん[image: ]ぺいするかもしれないけれど、善導課に潜もぐり込んだワタシの仲間とＰＴＡで連携して騒ぎ立てれば、保護者たちの間でソフィアの立場はもうむちゃくちゃさ」


    　──政界における祠影の立場も多少悪くなるだろうが、日本で《ラブホスピタル》が設立されたいま、もう錦ノ宮家の力は大して重要でもない。順次削り取っていって《セクシャリティ・ノー》の力を増していってやる──そんなふうなことを鼻高々に語る金子を前に、月見草はいつものように思考を停止させたまま突っ立っているだけだった。だが、


    「まぁ、アンナには気の毒だけど、あんなうざったい母親を持ったのが運の尽きってことだ。じゃあ月見草、命令を遂すい行こうしてくれるね？　祠影さんからの、命令だからね」


    　ザザッ。


    　月つき見み草ぐさの真っ白な思考の中にノイズが混じる。


    「わかったね、返事は？」


    「……わかりました。ご命令のとおりに」


    「はははっ」


    　頭を下げて拝命した月見草を、金かね子こが侮ぶ[image: ]べつする。


    「世話になった子を裏切るのも命令一つかい。祠まつ影かげさんは昔から『人間のような機械を作るよりも機械のような人間を作るほうが簡単だ』なんて漏もらしてたけど、こりゃ酷ひどいね。情ってもんがない」


    　そんなことを言われても、月見草にはどうしようもない。


    　なにも考えず、なににも疑問を持たず、与えられる価値観と命令に従う。


    　そういう生き方しか教えられなかったし、そういう生き方しか許されなかったのだ。


    「家の都合で捨てられて、かといって《ラブホスピタル》の医者たちほど能もなく、情もわからないような機械にされて、こんなんじゃあ、生まれる前に選別されてたほうがいくらか幸せだったろうにね」


    《ラブホスピタル》を暗に肯こう定ていしながら月見草をなじる金子の声を、月見草は無感情に聞いていた。憤いきどおることも悲しむことも怒ることも、教わらなかったのでわからない。


    「まあいいさ。とっとと行きな。しくじるんじゃないよ」


    　金子が犬猫を追い払うように手でしっしとやる。


    「わかりました。失礼します」


    　月見草は渡されたケースを懐ふところにしまい、ホテルを後にした。


    　いつも真っ白なはずの頭の中に、なにか違和感が残る。なぜか足取りが重い。


    　それでも月見草は足を進めた。


    　命令には、従うだけ。命令には、従わなければならない。それだけがすべて。それが普通、当然、健全。それ以外のことを考える仕様にはなっていない。


    　命令を遂すい行こうした先になにが起こるかなんて、月見草には想像もつかない世界だった。


    



    「……」


    　アンナ・錦にしきノの宮みやは第一清せい麗れい指定都市内の高級アパートに一人で住んでいる。


    　第一清麗指定都市で活動する際にソフィアが拠きよ点てんにしたり、警備兼世話係の風紀委員が出入りすることもあるが、実質的には一人暮らしだ。


    　月見草に代わってドアの前で警護していた風紀委員に断ことわりを入れ、月見草は部屋に入る。


    　どうやらアンナは警備を振り切って外出しているらしく、警護の風紀委員もどこへ行ったかは知らないらしい。


    　いまならこのケースを仕込める。


    　月つき見み草ぐさはリビングを抜け、アンナの寝室へと立ち入った。


    　月見草たちがハウスキーピングするまでもなく整えられた部屋。


    　左手には大きなクローゼットがあり、いつの頃からそこには七桁けたの番号をそろえることで解除される頑丈な鍵かぎが取り付けられていた。かなりしっかりした作りで、よほどの専門家でもピッキングなどで開けるのは難しいだろう。


    　番号は知っている。以前、アンナからこのクローゼットに鎖くさりを運び込むよう頼まれたことがあったからだ。


    「……」


    　番号をそろえながら、ふと手元のミサンガが目に入った。


    『月見草さんのやりたいことが見つかりますように』


    　一か月以上前、アンナから渡された誕生日プレゼントだ。


    　番号をそろえるたびに、[image: ]なぞの不快感が胸を締め上げる。


    「……？」


    　[image: ]の感覚に戸惑う。そこでふと、やりたいことが見つかるようにと願をかけてもらったものの、やりたくないことをしなくてすむように、とは願をかけてもらえなかったなと気づく。


    　……やりたくないこと？


    　そんな思考が弾はじけたことがこのうえなく不ふ可か思し議ぎで、なんだこれはと戸惑っているうちに。


    　番号がそろった。


    　あとは、このケースを中に隠して、鍵を閉めるだけ。


    　なぜか手が震えている。だが命令は遂すい行こうせねば。


    　原因不明の胸の苦しみに抗あらがい、無表情のまま思い切って扉とびらを開けた。


    　──ごろん。


    「むーっ！　むーっ！　むーっ！　……ん？」


    　転がり出てきた影に、さしもの月見草も〝驚き〟が顔に出る寸前だった。


    　鎖でぐるぐる巻きにされ、口にきつくタオルを嚙かまされ、為なす術すべもなくうねうね動きながら呻うめいていたのは、アンナご執しゆう心しんの奥おく間ま狸たぬ吉きちだった。

  


  [image: ]


  
    



    第七章　[image: ]はん逆ぎやくのマシンバイブ


    



    　落ち着け落ち着け落ち着けまだ諦あきらめるような時間じゃないなんとかなるなんとかなる！


    　僕は身動きを封じられた暗くら闇やみの中で自分を励まし続けていた。


    　アンナ先輩に誘ゆう拐かいされてここに監かん禁きんされてまだ数分。きっとまだチャンスは──。


    　──きぃ。ガチャガチャ、ガチャ。


    「ひぃ……っ！」


    　部屋の扉が開き、鍵かぎがいじられる音がした瞬間、僕はすべてを諦めた。


    　ごめんなさい華か城じよう先輩。僕は今日きょうから精せい液えきを搾さく取しゆされ続ける家畜として第二の人生をスタートさせます。


    　今日がついに年ねん貢ぐの納め時ならぬ、チンコの納め時であった。どこに納めるって？　言わせんなよ恥ずかしい。


    　……どうしていきなりこんなことになってしまったのか。話は数時間ほど前まで[image: ]さかのぼる。


    



    　土曜日の昼下がり、僕はもやもやする思考をすっきりさせるために散歩していた。


    《ラブホスピタル》や《こうのとりインフルエンザ》にどう対抗するか全然思いつかないし、不ふ破わさんの進めている策に対しても、はっきりとどういう態度を取るべきか決めあぐねていたからだ。


    　ここしばらくはアンナ先輩もソフィアが豹ひよう変へんした件につきっきりで僕のことは置いておいてくれていたし、秋空の下、景色を楽しみながら久しぶりにのんびりと深い思し索さくに沈んでいたのだった。


    　──カップのふちからひょろりと伸びるティーバッグの紐ひもって、なんかピンクローターのコードみたいで卑ひ猥わいだよなぁ。


    　──そういえば花って生殖器だから、押し花のしおりってあれ本にちんこやま●こ挟んでるのと同じなんじゃないの。


    　──たんこぶって血の塊かたまりらしいから、つまり脳のう勃ぼつ起きだよなぁ。


    　──髪は女の命っていうけれど、じゃあ下半身に生えるダーク股またーは一体なんなんだろう。


    　──オナホールは菜食主義者にとっての大だい豆ずだから所持していてもなんら恥じゃないよね。


    　頭の中にとりとめのない思考がいくつも去来する。


    　ふぅむ。役に立ちそうな閃ひらめきはないなぁ。


    　ピピピピピッ。


    　しばらく歩いたところで、珍しい人から電話があった。


    『ホントに信じられないんだぜ！』


    　義憤に駆かられるまま勢いで電話したのか、通話口の向こうでゆとりは酷ひどく興奮していた。


    　いっしょに《ラブホスピタル》へ行ったときのほとんど意味のない近距離電話を除けば、ゆとりが僕に電話してきてくれたのはこれが初めてだ。


    　いまゆとりは地元に戻っていて、《捕ほ乳にゆう類》と《絶対領域》の古こ参さんメンバーたちと今後の対抗策を相談しに行った華か城じよう先輩の補佐役を務めている。


    　もしかしてその話し合いの最中になにかあったのだろうかと尋ねてみると、案の定だった。


    『あのクソジジイども！　また腰抜けたこと言ってやがるんだぜ！　もう無理だとか、不健全雑誌の保護と保存に活動方針を切り替えるべきだとか、そんなことやったってジリ貧に決まってんだろうが！』


    《捕乳類》と《絶対領域》は《震しん激げきの尻いさらい》や《ベーコンレタス母の会》と並ぶ、僕の父さんたちの代から続く由ゆい緒しよある下ネタテロ組織だ。


    　ただでさえ組織は大きく古くなると保守的にならざるをえない。


    　そのうえ《捕乳類》と《絶対領域》はこの二十年近く、体制側に負け越してきた歴史がある。攻めよりも受けの姿勢に流れてしまうのは避けがたい体質なんだろう。きっと擬ぎ人じん化かしたら尻しり穴あながばがばの総受けに違いない。


    　朱あけ門かど温泉で慶けい介すけたちに吸収されようとしていたときのように、両組織の古参メンバーはまたしても弱気に楽なほうへと流れようとしているらしかった。


    　革新的な動きが絶対的に素晴らしいなんて思わないけれど、この情勢で守りに入るべきではないだろう。ゆとりの言うとおり、ジリ貧だ。


    『《雪せつ原げんの青あお》も必死に説得してくれてるし、あたしらもいろいろ動いてんだけど、どうもな』


    　華か城じよう先輩は下ネタを振りまいている姿しか想像できないんだけど、まあ真ま面じ目めにやっているはずだ。真面目に下ネタを駆く使しして説得しているはずである。


    　ゆとりたち若いメンバーも華城先輩に加勢しているらしいけど、どうだろう。古こ参さんメンバーからすれば若い連中が現実を把握できずに喚わめいているようにしか見えないんじゃないだろうか。ゆとりの様子からして議論もかなり泥沼というか、両陣営が頑かたくなになって激しくぶつかりあっているみたいで、まとまりそうな雰ふん囲い気きが微み塵じんも感じられない。


    　かといって現場にいない僕がなにかアドバイスしたところでなぁ。きっと、適性のない男が言葉責めするみたいに逆効果だろう。言葉責めとかそういうＳプレイは相手がどう苛いじめてほしいかを察するエスパーみたいな能力が必要で、つまり相手がなにをしてほしいか察する能力に長たけた執事はＳＭの素養があるってことだよ？　Ｓは攻めでなく奉仕の心が大事なのだ。なんの話だっけ。


    「ごめんねゆとり。そっちだけそんなに頑張らせちゃって」


    　僕は母さんがアパートに戻ってきているから遠出できない。第一清せい麗れい指定都市の様子見という体ていで留守番状態だ。なにもできない状況がもどかしい。けどまあ、華城先輩に鼓こ修す理りがついていっているはずなのだけど、あの口先から生まれてきたような生意気中学生がいても議論が泥沼化しているのだ。僕がついていったところでなんの役にも立てなかっただろう。


    　立つものといえばＴＮＫくらいである。


    『……あ、いや、その、こんくらいは、なんでもないんだぜ。……いま回復したし』


    　ゆとりがぼそぼそと呟つぶやく。赤マムシドリンクでも一気飲みしたのかな？


    　それにしても、状況は一向に改善しない。


    　打開策は一つも浮かばず、不ふ破わさんたちはほかに手がないからと悪あく手しゆを繰り返し、僕たち下ネタテロ組織の間では意見……というか方針が割れている。


    　もうアレだよ。オークに捕まった女騎士が「くっ、殺せ！」って言い始めたぐらい戦局的に詰んでる。


    『……あ、あのさ、狸たぬ吉きち』


    　と、僕が女騎士の末路を考えているなんて夢にも思っていないだろうゆとりが、ぼそりと呼びかけてきた。


    『え、ええと、あの』


    　電話口でもにゅもにゅとなにか言っているけど、よく聞こえない。


    『……その、あ、いや、やっぱりなんでも──』


    『オラッ、はっきり喋しやべるっスよオラッ、途中でやめるんじゃねぇっス腰抜け』


    　なんかゆとりの後ろから恫どう喝かつするような声が小さく聞こえてくるけどなんなんだろう。


    『わ、わかったから臀でん部ぶはやめるんだぜっ！　──あ、あー、狸たぬ吉きちは、さ。前から、改めて聞こうと思ってたんだけど、な？　その、お前さ、《雪せつ原げんの青あお》と、なんかあったのか？』


    「え？」


    『その、さ。なんか《雪原の青》のやつ、お前と妙に距離を取ろうとしてるっつーか、なんか、そんな気配があって……もやもやするんだぜ、あたしが』


    　華か城じよう先輩が僕と距離を？


    　いや、確かに今日きょうも置いてきぼりを食らっているし、《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》の古こ参さんメンバーとはいまだにまともな顔合わせをさせてもらっていない。華城先輩や鼓こ修す理りが遠征するとき、僕はいつも留守番だ。けれどそれは僕が遠出できないからだし……ああでも、心当たりはないでもない。


    　つい最近、不ふ破わさんたちが引き起こしたデモの扱いを巡って、僕と華城先輩は対立した。《ラブホスピタル》設立の騒ぎでうやむやになっているけれど、方針は違たがえたままだ。


    　けれどそのせいで華城先輩が僕と距離を置こうとしているっていうのは、なんとなく違う気がした。


    「んー、特に心当たりはない、かな」


    『そうなのか……？』


    　ゆとりも僕の言葉には納得しきっていないようだったけれど、それ以上追及するつもりはないみたいだった。


    『じゃ、じゃあさ、あの』


    　話を切り替えようとしているらしいゆとりの声は機械越しでもわかるくらいぷるぷる震えていた。なんだ、なんでこんな童どう貞ていのまま初しよ夜やを迎えた男性（二十九歳）みたいに緊張してるんだゆとりは。僕が首を捻ひねっていると、背後から鼓修理にお尻しりをつねられたらしいゆとりが勢いに任せるように口を開いた。


    『……じゃ、じゃあ！　狸吉！　お前の、ほうは！　……《雪原の青》のことを、どう思って』


    「奥おく間ま君？　一体誰とお話ししているんですの……？」


    　僕は即行でＰピーＭエムの通話を切った。


    　ごめんゆとり、生きて帰れたらまたあとでかけ直す。


    「なんだか、女の人と、お話ししていたような気がするのですけれど……？　わたくしとは、電話なんて、ほとんど、してくれないのに……」


    　振り返るとそこには瞳どう孔こうガン開きのアンナ先輩がいらっしゃった。


    「これは違うんですよアンナ先輩！」


    　なにが違うのかはまったくもって僕にもわからないが、とにかく違うのである。


    「なにが違うんですの？」


    　こうして話を聞いてくれるあたりアンナ先輩にも理性が残っているように見えるけれど、実は違う。こうして質問を重ねることで僕の落ち度を完かん璧ぺきなものとし、嫉しつ妬とに任せて完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめす下地をつくっているのだ。怖すぎる。


    「違うんですって、これは、鼓こ修す理りと電話してたんですって」


    　アンナ先輩たちに対しては、鼓修理は僕の腹違いの妹だと説明している。


    　まあアンナ先輩からすれば血縁なんてほとんど関係なく嫉妬の対象になるのだけど、電話くらいならこの言い訳で回避できるはず。


    「では着信履歴を見せてもらえますの？」


    　なんだこの切り返しの早さ。浮気Ｇメン？


    「そんなことよりアンナ先輩はどうしてここに？　ソフィアさんの様子がおかしいって、ずっとそっちにかかりきりだったじゃないですか」


    　だから油断して一人ぷらぷら散歩にも洒しや落れ込めていたのに。


    「そんなこと……？　奥おく間ま君。この世にわたくしと奥間君の関係を良好に保つことを差し置いて優先すべきことなどないのです。いいから早く履歴を見せてくださいまし」


    　ダメだごまかせない。


    　こうなったら一か八か、ゆとりを実の姉かなんかだとか紹介してごまかすか？　いや一度鼓修理と電話していたと言ってしまった以上やましい気持ちを見透かされて終わりでは……とオナホールを取り付けた扇風機に負けないくらいの勢いで頭をフル回転させていたそのときだった。


    　ピピピピッ。


    　ＰピーＭエムがメールの着信を知らせた。


    「すみませんちょっとメールが！」


    　恐らく、いきなり電話が切れたことを心配したゆとりからだろう。ナイス！　これで時間が稼かせげる！


    「あの女からですの？」


    　僕の肩に顔を乗せ、アンナ先輩がＰＭの操作画面を覗のぞき込んできた。ふえぇ。


    　もうどうにでもなれとメールを開いて、そこで僕は首を傾かしげた。


    「《ラブホスピタル》から？」


    　メールは《ラブホスピタル》から送られてきたものだった。


    　開いてみると、そこには「《こうのとりインフルエンザ》は発症しておりません」という旨の文があり、横で画面を覗き込んでいたアンナ先輩が急に態度を軟化させた。


    「……ああっ、よかったですわ。奥間君も、発症していなかったんですのね」


    　ああそうか、と納得した。


    　アンナ先輩のところには一足早く《こうのとりインフルエンザ》の検査結果が届いていて、僕のほうにも結果が通知されているに違いないと、ソフィアの件もいったん忘れて僕に会いに来たらしい。


    　にしても、きっと僕が何回も登録したもんだから少し検査結果の通知が手間取ったってだけなんだろうけど、《ラブホスピタル》は実にいいタイミングでメールをくれた。


    「けれど、やっぱりこれはおかしいですわ」


    　と、安あん[image: ]どの表情を浮かべていたアンナ先輩がふと顔を曇らせた。


    「わたくしも奥おく間ま君も発症していないのなら、どうしてまだ子供ができていないのでしょう」


    　あー、そう来たかー。そこ気づかないでほしかったなー？


    「やはりなにか問題があるはずですの。奥間君、少しお時間よろしいですの？」


    「え、あ、ちょっ」


    　アンナ先輩は僕が答えるよりも先に手をつかみ、僕を《ラブホスピタル》へと引っ張っていった。
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    　開設から数週間が経過した《ラブホスピタル》は既に、次の段階へと進んでいた。


    　相変わらず検査をするための来院者は多いのだが、これまでに検査を受けた人たちは結果を受けて愛のレッスンだの個別診察だのに治療段階をシフトアップしていて、なかには既に事実上の人工授じゆ精せい処理を受けた人もいるという。


    　僕たちが手をこまぬいている間にも、事態は刻一刻と進んでしまっている。


    「──そうですねぇ。検査結果は異常なしなんですが」


    「でも、こんなに愛し合っているのに子供ができないんですのよ？」


    　僕とアンナ先輩は《ラブホスピタル》の診察室で並んで座り、担当医師だという女性に対面していた。


    　検査結果はどちらも発症なしであったこと、なのに一向に子供ができないことをアンナ先輩が丁てい寧ねいに説明し、僕は隣で変な汗をかき続けている次第である。……誰か助けて！


    「再検査をするなり、〝治療〟を受けていただくなりと選択肢はありますが」


    　女医さんは申し訳なさそうな表情をつくると、アンナ先輩を見み据すえて続ける。


    「いまはどこの《ラブホスピタル》も手いっぱいで、若いご夫婦を優先して治療することになっています。しかしお二人はまだ学生さんですから、どうしても優先順位は低くなってしまいますね。再検査についても同様です」


    「そうですの……」


    　女医さんの真っ当なご意見にアンナ先輩がしょぼんとうな垂れる。アンナ先輩には悪いけど、グッジョブ女医さん！　いままでエロい妄もう想そうとかの材料にしてごめんなさい！


    「ですから、お二人には改めてしっかりと愛を育はぐくんでもらって、それでもダメなら再びお越しください、としかいまはお伝えできませんね」


    　……あれ？　女医さん？


    「愛を、しっかりと育んで……」


    　アンナ先輩からじとりと湿った熱気が発せられる。


    「はい。お二人がしっかりとじっくりと愛を育んでいただければ、必ず健康なお子さんを授さずかれるはずです。できることなら治療という手には頼らず自然に子供を授かりたいというご夫婦も多いですし。ですが、まあ、早いうちに治療を受けていただいたほうが母体への負担は少ないので、しばらく愛を育はぐくんでも子供ができない場合は、すぐ当院へお越し下さい」


    　……ねえ。そんな言い方するとアンナ先輩が僕を襲い出すからやめてくんない!?


    「そうですの。ご丁てい寧ねいに、どうもありがとうございました」


    　さっきまで不安に沈んでいたアンナ先輩の顔がぱっと華やぐ。


    　その可愛らしく清せい楚そな笑え顔がおの下に恐ろしいまでの情欲が潜ひそんでいることなど誰にもわかるまい。アンナ先輩から発せられる匂においがさっきまでとまるで違うだなんて、誰も気づいていない。


    「それではお大事に」


    　女医さんのその言葉を最後に診察室の扉とびらは閉まり、僕とアンナ先輩は帰路につくことになった。このまま《ラブホスピタル》を出たら、なにをされるかわかったもんじゃない。


    　……いや本当はわかってるんだけどね。ぐちょぐちょのセクロスに持ち込まれるってはっきりわかってるんだけどね。現実を直視したらほら、目が潰つぶれちゃうから。


    　僕は心底申し訳なさそうな顔をつくって、横を歩くアンナ先輩に声をかけた。


    「あの、アンナ先輩、僕、実はこの後用事があるので、いっしょに帰ったりはできな──」


    　僕の意識はそこでいきなり、ぶつりと途切れた。
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    「──はっ」


    　気づくと、そこは見慣れない部屋だった。


    　全体的に白を基調にした小物や調度品が並んでいて、とても落ち着いた印象を受ける。


    「──はぁ、はぁ、はぁ」


    　そしてベッドに転がされているらしい僕のすぐ隣では、落ち着いた雰ふん囲い気きにまったくそぐわない獣けもののような荒い吐と息いきが繰り返されていた。おそるおそる、首を巡らせる。


    「……あぁ、奥おく間ま君、やっと目を覚ましましたのね？」


    　端たん的てきに述べます。


    　全ぜん裸らのアンナ先輩が僕を抱き枕まくらにしていた。


    「～～～～～っ！」


    　悲鳴を上げたかったが、くぐもった声が漏もれるだけで大した声量にならなかった。


    　逃げ出そうとして初めて気づく。


    　僕は鎖くさりで手首と足首を縛られて身動きを封じられたうえ、ベッドの柵に繫つながる首輪で完全に逃亡不可能な状態にされていたのだ。女じよ郎ろう蜘ぐ蛛もの巣を連想させる構図である。


    　僕まで全ぜん裸らにされていなかったのはアンナ先輩にも[image: ]わずかながら良心が残っているおかげか、それとも僕の意識が戻ってから脱がすことで僕のリアクションを楽しむためか、判断に苦しむ。


    「思えばこれまでずっと、肝かん心じんなところで邪魔が入って、しっかりと愛を育はぐくむことができませんでしたものね」


    　アンナ先輩は興奮が極限まで高まっているのか、ふるふると肩を震わせ、そのたびにひゅっと喉のどが締まるような音を出しながら、熱に浮かされたように言葉を紡つむぐ。


    　アンナ先輩の柔らかい太ももが僕の太ももを挟み込み、匂においを擦こすりつけるように優しくじっくりと、足全体を使って絡みつくように愛あい撫ぶする。


    　時折、アンナ先輩の足の根元が僕の腰辺りに強く擦りつけられては大きく跳ねた。


    　そのたびにアンナ先輩の口から甘く激しい声が切なそうに漏れ、僕のズボンが熱い湿り気を帯びていく。


    　と、僕の口にきつく結びつけられていたタオルがおもむろに外された。


    「うむっ!?」


    「──はぁ、はぁ、んっ、はぁ、ちゅむっ、ぴちゃっ」


    　アンナ先輩の唇くちびるが僕の唇に吸い付き、食はみ、貪むさぼるという表現がぴったり合うような激しさで舌が僕の口内にねじ込まれる。舌はもちろん、歯は茎ぐきも頰ほおの裏も、すべてを味わい尽くすようにアンナ先輩は僕の口内を犯し尽くした。息継ぎのために一瞬だけ解放されるも、アンナ先輩はすぐにまた僕の中に侵入し、それが繰り返されるたびにアンナ先輩の激しさは増していく。決して逃がすまいと僕の頭を抱き込む手の力も、絡みつく太ももの熱も、腰辺りに広がる湿原も、時間の経過とともに大きくなっていく。


    　……あれ？　これ、終わってね？


    　ここまで厳重に動きを縛られ、しかも相手はアンナ先輩。脱出はまず不可能。たぶんここはアンナ先輩の家だろうから、アンナ先輩は邪魔者が入らないと確信して事に及んでいるはずだ。


    　そして頼みの綱である華か城じよう先輩たちはいま、第一清せい麗れい指定都市から遠く離れた場所にいる。


    　母さんも今日きょうは遅くなると言っていたし、僕の失しつ踪そうに気づくのはしばらく先だろう。


    「──服が、邪魔ですわね」


    「ちょっ、アンナ先輩！　んんっ!?」


    「騒がしい口は、こうして──んっ」


    　僕の口から離れて服を脱がしにかかったアンナ先輩にまた唇を塞ふさがれる。


    　そしてその柔らかい唇くちびるは少しずつ下がっていき、僕の首筋で止まった。


    　──じゅっ。


    「っ!?」


    　体を電撃が貫つらぬき、一瞬、なにをされたのかわからなかった。


    「奥おく間ま君は、少し、わたくし以外の女性と関わりすぎですわよね……？　こうして、わたくしのものであると、はっきりマークしておかないと、不安でしょうがありませんわ……奥間君が、悪いんですのよ……？」


    　僕が声も出せないでいるうちに着実に服が脱がされていき、露あらわになった箇所には次々にキスマークが刻み込まれていく。


    　上半身をほとんど脱がされ、アンナ先輩の豊満な膨ふくらみが素す肌はだに直接押しつけられる。全体の柔らかさとは対象的に固く充血した先端の突起が擦こすりつけられる。その瞬間、


    「～～～はっ、ひぃっ!?」


    　アンナ先輩が一際大きく痙けい攣れんした。僕の下半身辺りに、熱い液体が滴したたる感触。


    　……あの、これ、まさか、伝説の梨なし汁じるぶしゃーっ!?


    　困惑を通り超して悟りの境地に達しつつあった僕の上に、アンナ先輩がぐったりと倒れ込んできた。大きな膨らみ越しにもわかるほど激しく脈打ち、余よ韻いんで小刻みに震える体は火傷やけどしそうなほどに熱い。

  


  [image: ]


  
    「──あはっ、はぁ、なんだかこの前から、とても敏感になってしまっていて」


    　恥じ入るように僕の胸元に顔を伏せ、アンナ先輩は唇くちびるから直接熱い吐と息いきを僕の体に染みこませてくる。あの、マジで、そろそろムスコがアルマゲドンしちゃいそうなんで解放してください！


    「……ああ、そういえば」


    　と、僕の願いが通じたのか、アンナ先輩がふと切り出した。


    「奥おく間ま君のことを考えていると、わたくし、よく脱水症状を起こしてしまうんですの」


    　え、なにその怖い話。初耳なんですけど。


    「今日きょうから数日、奥間君とは愛を育はぐくみ続ける予定でしたが、こんなに簡単に水分が愛になって吹き出してしまうようでは、せっかく盛り上がった気持ちが途中でリセットされてしまいますわ」


    　……数日って、あの、学校とかどうするつもりだったんですかアンナ先輩。それとご存じないでしょうが、男は連続で搾さく取しゆされると死ぬんですよアンナ先輩。


    　だ、誰か助けて！　抜き殺される！　ぬっ殺される！


    「少し、待っていてくださいね……？　どれだけ愛を育んでもいいように、飲料水をたくさん買ってまいりますから」


    　あの、できれば赤マ●シとか勃ぼつ●王おうとかその辺の栄養ドリンクも調達してきてもらえると……まあそんなもんとっくの昔に生産中止だけどな。


    「しばらく、おとなしくしておいてくださいましね？」


    　アンナ先輩はショートケーキの苺いちごを最後まで残すかのように無む邪じや気きな笑みをその妖よう艶えんさの中に浮かべながら、いそいそと服を着込む。


    　そして僕に再び猿ぐつわをはめ、服を整え、鎖くさりでぐるぐる巻きにした。


    　なにやら大おお仰ぎような鍵かぎのついたクローゼットを開け──僕を飼うために前々から準備していたのだろうか、そこにはベッドを中心とした小さなお部屋が構築されていて、僕はそこに優しく収納された。


    「ああ、もう、待ちきれませんわ……」


    　アンナ先輩は僕の耳元で熱く囁ささやくと、クローゼットの扉とびらを閉めた。


    　がちゃんっ、と厳重な鍵がしっかりと閉められる音がして、あとはもうなにも聞こえなくなった。たぶん、クローゼットの扉のくせして防音仕様になってる。


    「～～～～っ！」


    　ムスコを沈めるために深呼吸を繰り返してから、縛られたままの体を動かして可能な限り全力で扉に体当たりをかます。けれど予想どおり扉はびくともしない。なんだこの扉。勃●王服用してんじゃねえのってくらい固い。


    　扉の突破は諦あきらめて、こうなったら誰でもいい助けを求めようとＰピーＭエムを操作しようと試みるも、両手が腰に固定されていてお話にならない。アンナ先輩の抜かりなさがもうホント怖いよぉ。


    　そしてすべてを諦あきらめ愚ぐ直ちよくに扉とびらに体当たりを繰り返してどれだけ経たった頃か。


    　がちゃがちゃ、とクローゼットの鍵かぎをいじる音が微かすかに聞こえ、僕は「くっ、殺せ！」ともう既に快楽堕おちが決定している女騎士みたいなセリフを頭の中で唱となえすべてを諦めた。


    　扉が開き、僕はごろりと床ゆかに落ちて──。


    　──そこで無表情を強こわばらせて僕を見下ろしていたのは、まさかこいつが来るだなんてまったく予想していない、月つき見み草ぐさ朧おぼろだった。
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    　──そして、いまに至るわけなのだった。


    「はぶせ、ふぉれはぶしてふれっ」


    　僕は一か八か、月見草に助けを求めた。


    　月見草は上司からの命令に背そむかない限り、誰の言うことでもほいほい聞いてしまう。もしアンナ先輩から僕について言い含められていないのなら、僕を助けてくれるはずだ。


    　まぁ、アンナ先輩汁がたっぷり染みこんだパンツを口に突っ込まれたあげくタオルで巻かれたこの愛情たっぷり手作り猿ぐつわ状態の僕の声がちゃんと届いてれば、だけど。


    「……かしこまりました」


    　や、やった!?


    　少し変な間があったけど、月見草はもたもたと僕の拘こう束そくを解き始めた。


    　な、なあ月見草。頼んどいてなんだけど、もっと早くしてもらえないかな？　じゃないとアンナ先輩が帰ってきて僕もろとも殺されるよお前？　ぬっ殺されるじゃなくてぶっ殺されるよ？


    「──はぁ、助かった！」


    　数分後、アンナ先輩が戻ってくることもなく、僕は無事に解放された。


    「ありがとう月見草！　本当に助かった！」


    　自由を嚙かみしめながら月見草に向き直る。


    　と、そこで僕は月見草の不ふ可か思し議ぎな行動に目を奪われた。


    「……」


    　月見草は僕の拘束を解くやいなや、僕がついさっきまで収納されていたクローゼットになにやら小さいケースのようなものを置こうとしていたのだ。


    　咄とつ嗟さに、なにかとてつもなく嫌な予感が頭をよぎった。


    「なあ月見草」


    　月見草はアンナ先輩から僕のことをなにも言い含められていなかった。だから恐らく、月見草がここにいるのはアンナ先輩ではない誰かの命令を遂すい行こうするためだろう。


    　アンナ先輩が僕を飼育するために用意した厳重なクローゼットの中に、なにかを仕込むような命令を。


    「そのケース、なんだ？」


    「……」


    　一瞬、月つき見み草ぐさの体が強こわばった。


    　その拍ひよう子しにケースがクローゼットの扉とびらにぶつかり、中身をばらまきながら床ゆかに落ちる。


    「お前、これ……」


    　ケースの中身は、不健全雑誌のコピーだった。


    　これまで《ＳＯＸソツクス》が町中にバラまいてきた不健全雑誌のコピーがぎっしりと詰め込まれたケース。


    　こんなものを仕込んだところで、祠まつ影かげとソフィアの娘であるアンナ先輩の経歴に傷がついたりはしないだろう。通常なら。


    　けれど、不ふ破わさんが推おし進める署名が力を持ち始めたこのタイミングで発覚すれば、なんらかのダメージは避けられない。そしてそれは学生であるアンナ先輩だけでなく、政治的な活動を行おこなっているソフィアや祠影にこそ甚じん大だいなダメージを与えるだろう。


    　僕は直感した。


    　不破さんから署名を通じて脅おどしを受け、体制に逆らうような活動をしているソフィアの影響力を下げるために、誰かが裏で動いている。


    「誰の命令？」


    「答えられません」


    　月見草の声は心なしか小さい。


    「……僕はね月見草。お前のこと、機械みたいなやつだなってずっと思ってたんだ」


    　月見草の表情はまったく揺らがない。そもそも感情の起き伏ふくというものがほとんどないのだろうけれど、なにより僕が放った〝機械みたいだ〟なんて評価はいままでにさんざん聞かされてきたのだろう。


    「お前はさ、自分でものを考えないし、融ゆう通ずうは利かなさすぎるし、好き嫌いって概がい念ねんも理解してないし──」


    　なによりエロにほとんど反応しないし！　なに？　お前の金玉精せい子し作ってないの？　じゃあなに作ってんの、お菓子？　男は頭ず蓋がい骨こつの中と玉袋の中、合計三つの脳みそ持ってるはずなのにどういうことなの!?　エロに興味持てよ！　内なる自分と向き合えよ！


    「──だから僕だけじゃなくて、みんな思ってるよ。お前は機械みたいだって」


    　僕は月見草の腕をつかんだ。それはアンナ先輩から贈られたミサンガの嵌はめられた腕だ。


    「けどアンナ先輩だけは、お前のこと、機械みたいだなんて思ったこと、たぶん一度もないぞ」


    「……」


    「アンナ先輩を裏切るようなことだけは、やめときなよ」


    「……命令、ですので」


    　月つき見み草ぐさが掠かすれたような声を出す。


    　いい加減にしろよ、この不感症め。


    「よく聞いて月見草。その命令は遂すい行こう不可能だよ」


    　月見草たち風紀委員は命令を愚ぐ直ちよくに遂行しようとするが、それが不可能だとわかれば撤てつ収しゆうするのも早い。そこを突いてやる。


    「僕はこれから、何度もアンナ先輩に監かん禁きんされるだろうね。つまりお前らがアンナ先輩の言い逃のがれできない場所にそんなもん仕込もうとしても、バレる可能性が高いってことだ。それに、こんな命令が下されてるってわかった以上、僕はお前らが怪しい動きをしてないか見張り続ける。アンナ先輩にだってそれとなく警戒を促うながす。だからもう、こんな手は通用しないって上に伝えとけ！」


    　床ゆかに散らばった不健全雑誌のコピーを取りこぼしがないよう丁てい寧ねいにケースへ詰め直し、月見草に突き返す。


    「……かしこまりました」


    　月見草はぼそりと呟つぶやくと、踵きびすを返して部屋を出ていく。


    　ああ、もう、世話が焼ける。どんだけ自分でものを考えられないんだ。僕に命令を阻そ止しされて、ほんのちょっとだけとはいえ、ほっとしたような表情をするくらいなら、最初っからやるなバカ。次やったら尻しりからチョコレート食わせる〝ハッピーバレンタインの刑〟だからな。


    　──それにしても、


    「ったく。ソフィアなんて我が身可愛さで動いてるだけなんだから、放っとけばいいのに」


    　こんな一家丸ごと陥おとしいれるような策を使わなくても、ソフィアの奇き行こうはすぐに収束するのに。どこの誰が月見草に命じたのか知らないけれど、迷惑な話だ。


    「……」


    　と、僕の愚ぐ痴ちが聞こえたのか、月見草が扉とびらの辺りで立ち止まった。


    「ん？　なんだよ月見草」


    「……ソフィア様は……」


    　月見草が無表情のまま、ソフィアの名前を口にして固まった。


    　どうやらまたぞろなにか難しいことを考えてフリーズしてしまったらしい。


    　ソフィアがなんなのかは少し気になるけど、いつアンナ先輩が帰ってくるかわからない。


    「なにか知らないけど、ほら行くぞ。いつアンナ先輩が戻ってくるかわかったもんじゃない」


    　僕は月見草を無理やり引っ張り、その高級マンションから脱出した。


    　ふー。かなり危なかったけど、今日きょうもなんとか童どう貞てい留年に成功したぞ。
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    　月つき見み草ぐさの足取りは軽かった。


    　これまで、与えられた任務に成功しようが失敗しようが、月見草にはなんの関係もなかった。成功してもなにかが変わるわけではなく、失敗したからといって投げつけられる叱しつ責せきはあまりにも日常的すぎた。心は麻ま痺ひを通り越し、とっくに壊え死ししていた。


    　けれど今日きょうは違った。


    　任務遂すい行こうは不可能になり、その報告に向かう足取りはこれまで経験したことがないほど軽い。


    　この現象を明確に表現する言葉を持たず、これがなんなのか、なにに起因するのか月見草にはまったくわからなかったが、悪い気分ではなかった。


    「こんな命令も満足にこなせないのかい！」


    　ホテルの一室で金かね子こ玉たま子こに激しく罵ののしられても、どこか胸のわだかまりがなくなるような、不思議な感触が胸の辺りにあった。


    　これはもしかすると昔習った〝マゾヒズム〟という卑ひ猥わいの一種かもしれないと思ったが、卑猥な知識全般を形式的にしか理解していない月見草に判別はつかなかった。しかしそれでよかったのかもしれない。もしこれが〝マゾヒズム〟という卑猥なら、月見草は命令に従って卑猥を、つまり自分を処理しなければならない。


    「まったく、どれだけ役立たずなんだ！」


    　金子はヒステリックに叫び、体力がなくなるまで罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつけ続けると、中年男性のようなため息をついてソファーにどかりと腰を下ろした。


    「あー、もういい。とっとと消えな」


    　しっしと小汚い犬猫を追い払うような仕草をした金子に礼をし、月見草は「失礼しました」と扉とびらに向かった。


    　だが、


    「単純所持禁止条例がある限り、あの娘を陥おとしいれる機会なんていくらでもあるんだ」


    　金子の言葉を聞いて、月見草は振り返る。


    　かなりの速さでＰピーＭエムを操作する金子は、どこかになにか指示を飛ばしている。それも、大量に。


    「万が一にでもまたあの女が力をつけ直したら、とても厄やつ介かいだからね。いまのうちに、なんとしてでも潰つぶしてやる。……母娘おやこそろってちょっと美人で優秀だからって、これまでつけあがってきた罰を与えてやるんだ」


    「……」


    　途端、月見草の体がずしりと重くなった。


    　先ほどまでやけにすっきりとした感触のあった胸に、石を詰め込まれたような痛みが走る。


    「ん？　なんだい」


    　月つき見み草ぐさが立ち止まってじっと見つめていることに気づいた金かね子こが不機嫌そうに鼻を鳴らす。


    「気持ち悪い。とっとと消えな。お前みたいな消しよう耗もう品ひんの代わりなんて、いくらでもいるんだ」


    　ほらほらっ！　と乱暴に閉め出され、月見草はホテルの廊下でしゃがみ込んだ。


    　──おかしい。


    　この程度の扱いでこんなにも消耗するなんて、どこかが故障しているとしか考えられない。


    　物心ついた頃は、不出来を叱しつ責せきされてダメージを受けることもあったかもしれない。


    　けれどいまになって、なんでこんな、立つ気力も湧わかないほどに胸が苦しいのか。


    　そしてなぜいま、たった一つのフレーズがガンガンと頭の中で反響するのか。


    　──このままでは、アンナ様はいつか必ず陥おとしいれられる。


    　形容しがたい激流が胸の辺りから全身に駆かけ巡る。


    「……っ！」


    　その激流を抑え込むため、自分の手首を思い切りつかむ。


    　ギリギリと、ＰピーＭエムが手のひらに食い込んだ。


    　ぶちっ。


    　そのときだった。


    「あ」


    　手首に巻かれていたミサンガが、小さな音を立ててちぎれた。はらりと床ゆかに落ち、月見草の脳のう裏りにアンナのかけたお願いと、その笑え顔がおが蘇よみがえる。


    『月見草さんに、好きなものややりたいことが見つかりますように』


    「……私は」


    　どうすれば、いいのだろうか。


    　誰も、あの笑顔を守るための命令なんて下してくれない。助けてくれるだろう人は誰も、いまの状況を知らないのだから。


    　……なら。


    　自分で考えて、行動するしかない。


    　それはきっと、二十年近く寝たきりで筋肉や心しん肺ぱい機能が衰おとろえきった人がいきなりフルマラソンに挑戦するような無む謀ぼうさだった。


    　だけどやるしかない。


    　なにかを願ってしまったならば、他人からの命令も、押しつけられる価値観も、外から投げつけられる要素はすべて、まったく無意味な雑音に変わるのだと月見草は気づいた。


    　答えは自分の中から探し出すしかないのだ。


    　月見草の望みを叶かなえるための命令を下してくれる人は、この世に月見草しかいない。


    「……っ」


    　ズキズキと痛みだした頭を押さえながら、ミサンガをポケットにしまった月つき見み草ぐさはどこへともなく歩き始めた。


    　大丈夫、いまならきっと、金かね子こ玉たま子こも出し抜ける。


    　機械が自我を持って反はん旗きを翻ひるがえすなんて、誰も思ってやしないのだから。
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    　アンナ先輩の監かん禁きんから辛からくも脱出した数日後、僕は第一清せい麗れい指定都市に戻ってきた華か城じよう先輩たちといつもの喫茶店に溜たまっていた。


    「トイレットペーパーって凄すごいわよね！　トイレの個室で穴に棒を突っ込まれたあげく、からからからから輪ま姦わされ続けるんだもの！」


    　トイレから戻ってくるなり、華城先輩が晴れやかに言い放った。


    「隣に本物の便器がいるっていうのに、肉便器の称号を悠々とかっさらっていってしまうなんて、トイレットペーパーの恥ち力りよくは凄すさまじいものがあるわね」


    　なんだ恥力って。恥は力なりとでも言いたいのか。


    「ところで知ってる狸たぬ吉きち。ミカンにひっついてる白い皮あるでしょ。あれね、重じゆう曹そうを溶かしたお湯で煮ると綺き麗れいに消えちゃうのよ。白い皮をむくのが面倒な人にオススメ……あれ？　もしかしてこれって全国の包ほう茎けいに朗ろう報ほうなんじゃあ……」


    　この人ＴＮＴＮの皮溶かす気満々やでぇ。


    「おい鼓こ修す理り、華城先輩がいつにも増して晴れやかな笑え顔がおで下ネタまき散らしてるんだけど、やっぱりうまくいかなかったのか、《絶対領域》《捕ほ乳にゆう類》との会合」


    「もうダメダメっスね」


    　隣で新作に取りかかる早さ乙おと女め先輩の髪を弄もてあそびながら、鼓修理がため息をついた。


    　第一声で僕を罵ば倒とうしたりせず素直に本題へ入る辺り、鼓修理も相当疲れているらしい。


    「ゆとりが電話で報告したまんま、平行線っス。《絶対領域》も《捕乳類》も古こ参さんメンバーはとんだチキンっスね」


    「そうよ！　据すえ膳ぜんを前にした童どう貞てい以上のチキンだわあの連中！」


    　と、それまでニコニコしていた華城先輩がいきなり爆発した。


    「もしくはオナホールを前にした狸吉レベルのヘタレよ！」


    「なんでヘタレのたとえにいきなり僕が出てくるんですか！　しかもそんなかたちで！」


    「だって狸吉ってあれでしょ。いざオナホールを使おうとしてもドキドキしすぎてろくに勃たたなくて、仕方なくローション入れたオナホで手マンの練習とかしてそうだもの」


    　どんだけ童貞レベル高いんだよ。


    　ちなみに童どう貞ていレベルは経験値を得ない期間が続くと勝手に上がる脅きよう威いのステータスです。


    「そして狸たぬ吉きちはそんなレベルのヘタレのくせに、オナホールに正の字を書いてなんかよくわからない満足感に酔いしれる意味不明な変態なのよね？」


    「ちょっと僕も意味不明なんですけど」


    「変態とは本質的に意味不明なものよ」


    「そのドヤ顔やめてもらえます？」


    「ドヤ顔ダブルピース、これじゃな」


    　なんか早さ乙おと女め先輩が閃ひらめいてるけどドヤ顔ダブルピースってただのビチビチビッチじゃないですか。……なんだよビチビチビッチって。魚？


    「で、まあ、本題に戻りますけど、これだけマズイ状況なのに、《絶対領域》も《捕ほ乳にゆう類》も、全力で僕たちに力を貸してくれるわけではないんですね？」


    「……ええ」


    　華か城じよう先輩がしゅんとうな垂れる。


    　ゆとりたち若いメンバーは相変わらず気き炎えんを上げてくれているらしいが、テロや抗議活動に必要な機材やノウハウ、人脈等々を実質的に掌しよう握あくしている古こ参さんメンバーがその体ていたらくではどうしようもない。


    　大人といえば清きよ門かど荘そうの撫子なでしこさんたちも《ＳＯＸソツクス》には協力的だが、いかんせん向こうは《ＳＯＸ》に対して間接的なサポートしかできない立場だ。資金援助やほかの下ネタテロ組織とのパイプ形成など、それ以上危険な橋を渡らせるわけにはいかない。それに撫子さんたちは政治的な力があるわけではないから、この局面では大した働きはできないらしい。


    　いよいよ八方手詰まりかと組んだ手を額ひたいに押し当てうんうんと唸うなっていたときだ。


    「私の子し宮きゆうが閃いた！」


    　下半身に脳みそを持つらしい華城先輩がきらきらした笑え顔がおで立ち上がり、ぐっと拳こぶしを握った。


    　おおっ、まさかこの土ど壇たん場ばで起き死し回かい生せいの策を！


    「中出し戦隊ヤメレンジャー！」


    　……。


    　ん？


    「『生理がなんだ！　構わずセックス経血レッド！』『[image: ]いん水すい焼けだぞ性器がブラック！』『妊にん娠しん発覚顔面ブルー！』『ゴムなしでないと満足できない[image: ]乱ピンク！』『精せい液えき垂れてる股またからホワイト！』『病気にかかったアソコがグリーン！』」


    「華城先輩、落ち着いてください。はい、深呼吸、深呼吸です」


    　いかん、華城先輩は完全に錯さく乱らんなさっている。


    　ゆっくり、慎重に、ちょっとの刺激でも爆発する寸止めＴＮＫのように扱わなければ。


    　けれど華城先輩は僕の制止も無視して酔っ払いのように歌まで歌い始める。


    「あーかい亀き頭とうと[image: ]みだらなま●こ♪」


    　どうやって止めりゃいいんだこの下ネタマシーン。


    「おい鼓こ修す理り、お前も手伝え！」


    「仕方ないっスねぇ」


    　なんか早さ乙おと女め先輩の髪型をウニみたいにして遊んでいた鼓修理がしぶしぶこっちに合流する。


    「んじゃ、綾あや女め様。質問っス。あなたの子供はどこから？」


    　ん？


    「私は穴から！」


    「子供、穴から来る人は！」


    「「黄色のベン──」」


    「ストップストップストップ！」


    　なにを下ネタの材料投下してんだこのバカ中学生は！　つーかチームワーク発揮すんな！　凄すごくイラッとしたぞ！


    「……向こうに行っている間、錯さく乱らんした綾女様に仕込まれたネタっス……」


    　鼓修理が遠い目をした。そうか、頭の中汚されちゃったか……。


    「あ、そうだ狸たぬ吉きち。数十年前のバレンタインデーに『うほおおおおバレンタインだセックスセックスペロペロペロセックスセックス！　セックスセックスセックス！　ギシギシアンアンあんぱ●まんってか！　愛と性欲だけが友達のむっちり愛されゆるふわま●ことがっつりいただくガチムチちんぽの夢のエレクトリカル●レードぴかぴかピカリンじゃん・けん・ぽん！　ハッピーバレンタイン！』って遺書を残して死のうとして死にきれなかったっていう《二足歩行の獣けもの》の悲しい過去話に興味はない？」


    　華か城じよう先輩はもうダメかもしれないな……。


    「難航しているようですね」


    　と、早乙女先輩にケーキのおかわりを持ってきたマスターが珍しく介入してきた。


    「まあ、はい、かなり大変です」


    　相づちを打ちながら、そういえばと思い出した。


    「マスターも大変だったらしいじゃないですか」


    　なんでも数日前に、僕の母さんとソフィアがこの店で最凶サミットを開催していたらしい。


    「生きた心ここ地ちが、しませんでした……」


    　マスターはそのときのことを思い出したのか、顔面蒼そう白はくだ。


    　無理もない。ソフィアと母さんのコンビなんて、下ネタテロ組織やその協力者からすれば生きた天災みたいなものだ。普通の精神力では耐えられまい。


    「少しでも情報を得られればよかったのですが、申し訳ない」


    　マスターは粗そ相そうをしないよう、《ＳＯＸソツクス》との繫つながりを悟られないよう配慮するのに必死で、母さんとソフィアがなにを話し合っていたのかは聞こえなかったらしい。


    　まあ仮に盗聴しようとしても母さんなら気配で気づきかねないから、マスターは下へ手たに動かなくて正解だっただろう。


    「……母さん、か」


    　マスターから母さんの話題を振られて、ふと思い出した。


    「どうしたの？　なにか思うところがあるのかしら、マザーフ●ッカー狸たぬ吉きち」


    「ちょっといま閃ひらめきかけたんだから黙っててください！」


    　華か城じよう先輩を鼓こ修す理りに押しやり、母さんが第一清せい麗れい指定都市にやって来た夜のやり取りを思い返す。


    　母さんはあのとき、自然なかたちでの恋愛や結婚、妊にん娠しんを推すい奨しようしてはいなかったか。


    　僕たち《ＳＯＸソツクス》を取り逃がしたせいか、母さんはしばらく機嫌が悪く《ラブホスピタル》制度なんかについて話す機会がなかったけれど、もしかしたら母さんは《ラブホスピタル》や《こうのとりインフルエンザ》を快く思っていないかもしれない。


    　……《ラブホスピタル》を潰つぶすために、なにか協力を頼めないだろうか。


    「──いや、さすがにないか」


    「そうね。さすがに母親で筆ふで下おろしはないわね」


    「華城先輩は黙ってケーキでも食べててください」


    　そうだ。いくらなんでも母さんに協力を仰あおぐなんて危険すぎる。僕が《ＳＯＸ》の一員だとバレかねないし、そうでなくとも『公こう序じよ良りよう俗ぞくを乱すような真ま似ねをこの爛らん子こに要請するとはいい度胸だな？』と粛しゆく清せいされる可能性が高い。怖い。


    　と、僕にショートケーキとモンブランを押しつけられた華城先輩が悲鳴を上げた。


    「黙ってケーキでも食べてろなんて、狸吉がセクハラ魔と化したわ！」


    「どこにそんな要素があったよ!?」


    「俺おれの股こ間かんから発射された生クリームをしっかり舐なめ取れゲヘヘ、フォークの先っぽでモンブランのクリを弄いじる疑ぎ似じオナニーを早く見せろ、みたいなニュアンスで喋しやべってたじゃないの」


    「ありもしない行間を読むんじゃねえよ！」


    「それに、女の子の脳内にある満腹中ちゆう枢すうと性欲中枢はかなり近い位置にあるから、性欲が満たされればおなかがあんまり空かなくて、おなかいっぱいになると性欲も満たされたふうに錯さつ覚かくするらしいわ。つまりおなかいっぱい食ってろっていうのはまごうことなきセクハラよ。ご飯をおごろうとする男は上の口にご飯をねじ込むと見せかけて下の口にフランクフルトをねじこもうとしている変態なのよ」


    　久々に酷ひどい暴論を聞かされたよ。


    　けれどまあ、華城先輩が下ネタで現実逃避したがる気持ちもわかる。


    　僕だってあんまり策がないもんだから、母さんに望みを託す、みたいなバカバカしい考えを持ってしまったほどなんだから。


    　ピピピピッ。


    　そのとき、僕のＰピーＭエムが着信を知らせた。


    「え、母さん？」


    　やけにどんぴしゃなタイミングでかかってきたな。


    　奥おく間ま爛らん子こからの着信と知るやいなや、華か城じよう先輩たちがしーんとお通夜のように静かになった。


    　そうか。今度から黙らせるには母さんの名前を出せばいいのか。いよいよ母さんが下ネタテロ組織構成員の間でなまはげ扱いされていて僕悲しい。


    「もしもし」


    『爛子だ。貴き様さま、いまどこにいる』


    　用件だけ端たん的てきに告げる母さんの物言いに、僕はビクビクしながら応答した。


    　電話に出てから気づいたのだ。華城先輩たちは緊張した面おも持もちで静かにしてくれているけど、新作に没頭している早さ乙おと女め先輩がいつ『狸たぬ吉きちは少し妊にん娠しんさせすぎかの。どれ次はあのゴリラに種をつける展開で』とか言い出すかわかったもんじゃない。


    「喫茶店だよ。勉強中」


    『そうか。ならば急で悪いが、切り上げて帰ってこい。今日きようは鍋だ』


    「鍋？」


    　ふと外に目を向けてみればもう日はとっくに暮れていた。


    　秋も深まって気温は下がり、マフラーなんかの厚着をしないと厳しい季節だ。そのおかげでアンナ先輩に刻みつけられたマーキングを隠せていたりする。


    　晩ご飯に鍋をチョイスするにはごく自然な季節だ。けれどわざわざ招集をかけるなんて、職場でなにか新鮮な具材でももらったのかな？


    　まぁ、僕たち《ＳＯＸソツクス》を取り逃がしてからしばらく元気がなかったし、電話でいきなり呼び出すほど張り切っているのなら早めに帰ってあげたほうがいいだろう。


    「すみません華城先輩、僕、今日はちょっと早く帰らないと」


    　多少の違和感を抱いだきつつも、僕は家路についた。


    　少しでも母さんの機嫌がよくなるように振る舞っておけば、ふとした拍ひよう子しに《ラブホスピタル》についての見解も聞き出しやすくなるかも、なんて下心も潜ひそませながら。


    



    　　　　　●


    



    「おかえりなさいですの」


    「…………………………………………………………ただいま、帰りました」


    　時間にしてほんの数秒、僕はアパートの扉とびらを開けた瞬間目の前に広がった絶望の光景、略して絶景に頭が真っ白になってしまった。


    　おかしい、ありえない。


    　そこにはエプロン姿のアンナ先輩が、にこにこと笑いながら立っていたのだ。もちろん、右手にはしっかりと包丁を握っている。全身の穴という穴から精せい液えきを噴出しそうなくらい焦あせった。


    　アンナ先輩とまともに顔を合わせるのは、あの監かん禁きん事件以来だった。


    　ここ数日は生徒会業務がそこまで忙しくないこともあり、放課後は仮病を使ってすぐ家に戻っていたのだ。その間に華か城じよう先輩がアンナ先輩の怒り具合を観察して僕が逃げ出したことに対するうまい言い訳を構築する予定だったのだけど……回り込まれてしまった。もう逃げられない。


    　アンナ先輩が堂々と僕の部屋にいるってことは、最終防壁である母さんも突破されてしまっているということ。これは終わった。


    「ちょうどいいタイミングだ、狸たぬ吉きち。早く荷物を下ろして手を洗え」


    　と、アンナ先輩の後ろからエプロン姿の母さんが声をかけてきた。


    　あれ？　ちゃんと母さんがいる？　なら、このアンナ先輩は安全？


    「どうしましたの奥おく間ま君。今日きようは一段と寒いですから、早くお鍋をいただきましょう？」


    　アンナ先輩がふわりと笑いながら、その温かい手で冷えた僕の手をきゅっと包み込んでくれる。そのまま手提げ[image: ]かばんと上着を受け取ったアンナ先輩は、いそいそとそれらの荷物を僕の寝室の定位置へと片づけた。完全に間取りと僕の生活習慣を把握している動きなんだけど怖いからこれ以上考えないようにしよう。思考停止って大事。


    　混乱しているうちにあれよあれよという間に食卓ができあがり、気づいたときには三人で鍋を囲んでいた。


    「お義か母あ様、このくらいでよろしいですの？」


    「ああ、肉がたっぷりでいい塩あん梅ばいだ。しかし美う味まいな、私もそこそこ料理はするが、君のそれはまた別格だ。そつのないところはソフィアに似たか」


    「そう言っていただけると嬉うれしいですわ。奥間君も、お口に合いまして？」


    「あ、はい。凄すごく美お味いしいです」


    「なんだアンナ。君はまだ、狸吉のことをそんな他人行儀に呼んでいるのか？　こんな愚ぐ息そくに遠慮することはない。呼び捨てで構わない」


    「い、いえ、まだそんな、はしたなくはないでしょうか……？」


    「どこまでも淑しとやかだな、君も。ますますもって狸吉にはもったいない」


    　アンナ先輩が僕と母さんに鍋をよそい、実に円満な雰ふん囲い気きで食事が進む。鍋も美う味まい。


    　……え？　なにこれ、どういうこと。なんでアンナ先輩が当たり前のように団だん欒らんに混ざってるの？　なんで母さんとそんなに親しげなの？　なんで母さんはアンナ先輩のことをまるで僕の婚約者のように扱っているの？


    　混乱しながら、しかしどう行動を起こすべきかまるでわからないまま流れに任せてよそってもらった鍋をつついていると、母さんの[image: ]はしが唐突に止まった。


    「……さて、狸たぬ吉きち」


    「はいっ！」


    　僕は[image: ]を置いて背筋を伸ばした。食卓についたときから正座は維持したままである。


    　母さんのこの声こわ音ねは、なにか重大な話があるときのものだ。


    　鋭するどい眼光が僕を射い貫ぬく。


    「貴き様さま、聞いたところによると、随分とアンナのことをないがしろにしているようだな？」


    「……？」


    　？　？　？


    　え？　誰からそんなデマを吹き込まれたの？


    　なんかもういろいろと許容範囲を超えようとしている。いっそのこと下半身丸出しにして窓から奇跡の大脱出でも敢かん行こうしてやろうか。


    「あ、お義か母あ様、そんな直接問いただしていただかなくとも──」


    「いや、こういうことは婚約の前にはっきりさせておいたほうがいい」


    　この人たちは、なんの話をしているのだろう。ええと、日本語でお願いします。


    「昨日きのうアンナから相談を受けた。貴様、アンナと交際しているというのに、事あるごとにアンナの誘いを断ことわり、ほかの女と怪しい密会を繰り返したあげく、数日前には重要な待ち合わせをすっぽかしたとか」

  


  [image: ]


  
    　数日前の待ち合わせ……？　あの監かん禁きん事件のことか!?


    　え、ちょっ、タンマタンマタンマタマキン！


    　僕はようやく状況を理解した。なぜいきなりこんなスーパープレッシャー三者面談が行おこなわれているのか理解した。


    　アンナ先輩、母さんに僕の所業をあることないこと吹き込んでる！


    　う、うわぁ。アンナ先輩、僕の母さんを取り込んで外堀を埋めると同時に精せい液えき搾さく取しゆから逃げ出した僕に的確な粛しゆく清せいを行おこなうつもりでござるよぉ。


    　性欲モンスターと化しながらこの冷静かつ計算高い追い込み漁みたいなやり口、マジで怖いんですけど……。


    　沈黙を続ける僕にしびれを切らしたのか、母さんが威圧的なため息をつく。


    　誰かせめて、胃薬を一錠じよう恵んでくださいませんか。


    「貴き様さまの父親、奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうでさえ、ほかの女にうつつを抜かしたり、重要な約束をすっぽかしたりするなど、不誠実な真ま似ねはしなかったのだぞ」


    　母さん相手にさんざん下ネタをまき散らしていたろくでなしを引き合いに出されるとつらい。


    「お義か母あ様、もういいんです。きっと、わたくしにいたらないところが多くあっただけで……相談に乗っていただいただけで十分ですので……」


    　そして健けな気げなアンナ先輩の目頭に浮かぶ涙が心に刺さる。


    　これが本物の針のむしろか。おいおい。この一年足らずで僕の精神力はどれだけ痛めつけられればいいんだい？


    　ああ、なんか、呑のん気きにツッコミを入れていればよかった華か城じよう先輩との猥わい談だんが懐なつかしい。


    　……あんな酷ひどい会話に愛着を覚えるなんて僕の精神もだいぶ摩ま滅めつしてきたな。


    　ああ、もうホントにどうすればいいんだこの状況。


    　性知識皆かい無むのアンナ先輩の歪ゆがんだ認識を中心に凄すさまじい誤解が解消されることなく渦巻いてるんだけど……。やっぱり僕が死ねばいいのかな☆


    　僕がぐるぐると頭を回転させている間に、母さんの視線はアンナ先輩へと移っていた。


    「ダメだアンナ。これは君だけでなく狸たぬ吉きちのためでもある。ここでしっかり調きょ……躾しつけておく義務が私にはあるのだ」


    「……きっと奥間君は、わたくしと愛を育はぐくむことを怖がっているだけなんですの。検査では問題ありませんでしたが、《こうのとりインフルエンザ》を発症している可能性はまだゼロではありませんもの……」


    「……《ラブホスピタル》へ行ったのか、二人とも」


    「？　ええ、随分と親身に相談に乗ってもらえましたが、それがなにか？」


    「……いや」


    　珍しく言いよどんだ母さんの顔が目に見えて陰った。


    　いやまあ、付き合いの浅い人からしたらいつもどおり人食い狼おおかみみたいな表情をしている母さんだけど、僕にはわかる。いま、母さんの表情は明らかに変わった。


    　僕がさっき喫茶店でもしかしたらと思ったとおり、母さんはたぶん、《ラブホスピタル》に関していい印象を持っていない。僕とアンナ先輩が《ラブホスピタル》を利用したことに少なからぬ嫌けん悪お感かんを抱いだいている。


    　……これは、いけるか？


    　性知識に欠けるアンナ先輩の歪ゆがみを説明することで極端な性知識封ふう鎖さの弊へい害がいを突きつければ、きっと母さんを反《ラブホスピタル》勢力に引き込める。そうすればこの針のむしろ状態もアンナ先輩の歪んだ認識から生じた誤解だとわかってもらえるし、一いつ石せき二に鳥ちようだ。僕はいろいろな悩みから解放されるだろう。絶頂すら覚えてしまうかもしれない。


    　これはもう実行するしかないんじゃないか？


    「母さ──」


    　母さんを別室に呼び込み、事情の説明を開始しようとしたときだ。


    　ある可能性に思い至り、僕は途中でその呼びかけを飲み込んだ。


    　性に関するアンナ先輩の認識が歪んでいるとわかれば、母さんは問答無用でアンナ先輩を矯きよう正せいしようとするに違いない。アンナ先輩はこれまで自分がいかに間違ったことをしていたのか突きつけられるだろう。そのとき、アンナ先輩は自分が〝正しくなんかなかった〟という事実に耐えられるのか？


    　アンナ先輩は以前、『人は正しくさえあれば愛してもらえる、受け入れてもらえる』とうわごとのように言っていた。


    　なら、自分が間違っていたと思い知らされたアンナ先輩は、そしてそこに手を差し伸べてくれる人がいなかったら、どうなってしまう？


    　いま僕は、たとえばアンナ先輩が正しい性知識を身につけて、ちゃんとした良識を持ってアプローチしてきてくれたときに、それを受け入れられるのだろうか。そもそも誰が好きだとかいう恋愛云うん々ぬんにどう向き合えばいいのかさえちんぷんかんぷんなのに、アンナ先輩とちゃんと向き合えるのか？


    　間違っていることを突きつけられたアンナ先輩を受け入れる見通しもなく、拒絶する覚悟もできていない僕が、母さんにアンナ先輩の歪みを暴ばく露ろしてもいいのか？


    　けれど、


    「狸たぬ吉きちをあまり責めてほしくないという君の気持ちはわかった。だが知っているかアンナ。狸吉にはな、君とは別に、社会的な死と隣り合わせになってでも助けたいらしい女がいる。名をなんと言ったか……そうだ、不ふ破わ氷ひよう菓かだ」


    「ちょっ、母さん!?　それは違うって何度も──」


    「……へぇ。それは詳しく聞きたいですわね。奥おく間ま君の体に」


    　なんか、あんまり迷っている時間はない気がするなぁ。僕の寿命的に。


    　どうする、どうする、となけなしのワンコインで購入するエロ本を吟ぎん味みするような気持ちで[image: ]かつ藤とうを繰り広げていたそのときである。


    　ピンポーン。


    　誰かがインターホンを鳴らした。


    　拷ごう問もん器具を慣れた手つきで用意していた母さんとその準備を手伝っていたアンナ先輩が「ちっ、いいところで邪魔が」みたいな顔をして手を止めたあと、獲え物ものを狩る悪魔の顔になった。


    　あれかな。もし来訪者がなにも知らずにのこのこ夜よ[image: ]ばいに現れた僕の浮気相手とかだったら、僕とまとめて事情を吐かせられるぞウェッヘッヘみたいな期待に胸躍おどらせてるのかな。


    「……」


    　アンナ先輩が無言で扉とびらに向かう。


    　どうか知り合いの女性じゃありませんように。


    　母さんに縛り上げられながら祈りを捧ささげる。アンナ先輩が扉を開ける。


    　と、予想外のシルエットが玄関先に倒れ込んできた。


    「えっ、月つき見み草ぐささん!?」


    　アンナ先輩が驚いたように声を上げた。僕も月見草の姿を認めて「えっ」と声を漏もらす。


    　いきなり僕の家に月見草が現れたというのも十分驚きだけど、なによりその格好が異様だったからだ。


    　なにを思ったのか月見草は上半身半はん裸らで、ギリギリ乳ち首くび見えてないからＯＫだよね？　みたいな服装だったのだ。しかも目に見えて体調が悪そうで、何日も眠っていないかのように顔色が悪い。


    「わっ、凄すごい熱ですわ！　月見草さん、どうしてこんな格好で……」


    　濡ぬれたタオルやら布ふ団とんやら、あわあわと月見草の介かい抱ほうの準備を始めたアンナ先輩の当然の質問に、息も絶え絶えな月見草は律りち義ぎに答えた。


    「……奥間様の、命令で……」


    「どういうことだ狸たぬ吉きち。貴き様さまアンナに不誠実なだけでなく、風紀委員にこんな卑ひ猥わいな格好で自宅に来るよう強要していたのか？」


    「ぎゃああああっ！　生なま爪づめだけは！　生爪だけはやめて！　違う違う！　僕はそんな命令しちゃいないって！　するわけないじゃんか！　だから針千本の刑だけはやめてください！」


    　どうせ月見草のことだ。またぞろ機械みたいに命令を曲解した末の奇き行こうに違いない。……いや、だけど、それにしたっておかしいだろ。月見草に最後に会ったのは監かん禁きん事件のときだし、そのときだって命令みたいな物言いになっちゃったのは『アンナ先輩を裏切るようなことはするな』って部分くらいだ。それがどうやったら半はん裸らで『来ちゃった♥』になるんだよクソが。


    「とにかくいまは僕を文字どおり吊つるし上げることじゃなくて、そいつを看病して事情を聞くことが先決だよ母さん！」


    　いやもうね。実際いま僕浮いてるからね。縄なわでぐるぐる巻きのいつでもサンドバッグ状態だからね。


    「……チッ。事情聴ちよう取しゆはまた後日だな」


    　母さんが心底残念そうな舌打ちをかましてから僕を下ろす。もっと息子を信用して大切に扱ったって罰ばちは当たらないよ？　それと忠告しておきたいんだけど、事情聴取と拷ごう問もんはまったくの別物だからね？　〝さんぽ〟と〝ちんぽ〟くらい違うからね？


    「しかし、かなりの熱だな。かといって救急に運び込むほどではなさそうだが……知恵熱か？」


    　母さんは僕の縄を解いてから、アンナ先輩が布ふ団とんに寝かしつけた月つき見み草ぐさをざっと診察して首を捻ひねった。


    「知恵熱、ですの？」


    　月見草の顔を濡ぬれたタオルで拭ぬぐいながら、アンナ先輩が心配そうに聞き返す。


    「ああ。風紀委員にはたまにある。普段自分でものを考えないせいか、オーバーヒートを起こすことがな。だがこれはいままで見聞きしたなかでも断トツで症状が重い。なにがあったかは知らないが、放っておくわけにもいかない」


    　母さんは上着を羽織ると、アンナ先輩にも上着を放った。


    「少し遠いが、薬局に買い出しに行くぞ」


    「あの、わたくしはここで月見草さんの看病を……」


    「君と狸たぬ吉きちをいま二人にしておきたくない。かといってこんな夜中に君を一人で買い出しに行かせるわけにはいかない。看病はそこのろくでなしに任せるといい」


    　有う無むを言わせぬ母さんの物言いに、アンナ先輩もしぶしぶと従う。


    「わかったか狸吉。看病のため、多少自由に動ける程度には縄を緩ゆるめてやるが、逃げ出したりしようものなら地獄を見るぞ」


    「了解です」


    　腰と冷蔵庫を荒縄できつく接続されている僕は素直に頷うなずいた。


    　心配しなくてもあんたら二人から逃亡するなんて即自決したほうがマシな鬼ごっこに身を投じたりなんかしませんって。


    「すぐに戻る。万が一体調が悪化したならすぐに知らせろ」


    　母さんは端たん的てきに命じると、アンナ先輩を連れてアパートを出ていった。


    　部屋の中に、ともすれば発情したみたいに息苦しそうな月見草と僕だけが残される。


    「……ええと、ホントにお前、なんで僕の家なんかに？」


    　月見草が僕の家に来る理由なんて、というかなにか行動を起こす理由なんて誰かから命令されるほかにない。


    　けれどどうにも腑ふに落ちない。僕の家に半はん裸らで出向くような命令を下すやつがいるだろうか。


    　いたとしたらどんな手を使ってでも特定して穴という穴にバイブを突っ込んでやる。


    「……アンナ様……」


    「え？」


    　月つき見み草ぐさが声を絞り出した。まともな答えを期待していなかった僕は驚いて身を乗り出す。


    「……アンナ様のために、《ＳＯＸソツクス》と、接触しなければ……」


    「……誰の命令？」


    「……私……です」


    　私？　……それはつまり、月見草が自発的に動いたということか？


    　なんだそれは。差し込んだままスイッチをオフにしていたはずのバイブがいきなり震動し始めるくらいの衝しよう撃げきだった。いや、けど、月見草のことだ。『そういうふうに答えろ』と命令されている可能性もある。


    「なんで《ＳＯＸ》と接触するために僕の家へ？」


    　まさか正体がバレてたりしないだろうなと、内心冷や冷やしながら尋ねる。


    「……アンナ様なら……匂においを[image: ]たどって、《ＳＯＸ》を発見できます……そして、この時間、アンナ様が自宅におられないなら、ここにいる可能性が高いと、考えました……」


    　アンナ先輩は月見草にまで安定の夜よ[image: ]ばい属性だと認識されてるのかよ……。


    　意識が朦もう朧ろうとしているのだろう。


    　月見草は焦しよう点てんの合わない虚うつろな瞳ひとみで必死に言葉を紡つむいでいる。


    　その様子には鬼き気き迫るものがあった。


    　……本当に、月見草が自分でものを考えている……？


    　母さんも風紀委員がたまに発症する知恵熱だと言っていたけれど、本当にあの月見草が、なにも考えず命令に従ってアンナ先輩を陥おとしいれようとした月見草が、いきなりこんなふうに変わったりするのだろうか。ちんぽなんかに負けないっ！　→　ちんぽには勝てなかったよ……レベルの変わり身である。


    　僕は月見草の真意を確かめるため、質問を重ねた。念のために言っておくと体は重ねない。


    「じゃあさ、なんであんなに服をはだけさせてたの」


    「……体温が上昇したので……冷却する必要が……」


    　んんんんっ。実に月見草っぽいバカな判断だ。信じられないけど、本当に月見草は誰からの命令でもなく自分で考えて行動しているってことなのか？


    「こんなことをしている場合ではありません。一刻も早く《ＳＯＸ》を、捜さなければ……っ」


    「わっ、おい、ちょっと待てって！」


    　月見草が急に布ふ団とんから起き上がった。


    　慌あわててそれを押し留とどめるも、月つき見み草ぐさは僕の言葉に耳を貸そうとしない。


    　おいマジでおとなしくしててくれよ！　病人を取り逃がしたと知れたら次は僕が母さんの手によって心の病気にされちゃうんだよ！


    「待てません……一刻も早く《ＳＯＸソツクス》と接触して、単純所持禁止条例と《ラブホスピタル》を潰つぶさなければいけないんです……っ！」


    「は……？」


    　うわごとのように漏もれたその言葉に、僕は全身を硬直させた。


    　単純所持禁止条例と《ラブホスピタル》を潰す……？


    　こいつ、なに言ってるんだ？


    「あっ、ちょっ!?」


    　僕が動揺した一瞬の隙すきをついて、月見草が玄関へ向かう。


    　寄りかかるように扉とびらを開けて靴も履かずに出ていこうとする月見草を廊下で羽は交がい締めにした。


    「《ＳＯＸ》と接触するにはアンナ先輩の嗅きゆう覚かくが必要なんだろ！　アンナ先輩ももう少ししたらここに戻ってくるから、おとなしく寝てろって！」


    「……」


    　僕の言葉をたっぷり何十秒も吟ぎん味みして、ようやく月見草は抵抗をやめた。


    　パシャッ。


    　そのときである。


    　廊下の奥の暗がりが一瞬大きく光った。え？　なに？


    「ふひひ。いい資料が撮れたのじゃ」


    　闇やみの奥から腐った笑い声が聞こえたかと思うと、早さ乙おと女め先輩がなに食わぬ顔でしめしめと僕と月見草の横を通過して帰っていった。え、なにあの人。普通に怖い。


    　まんまと僕が月見草を性的に襲おそっているかのような写真を撮られてしまったものの、どうにか月見草を布ふ団とんに戻すことに成功した。


    　さて、本格的に月見草を問いたださなくちゃいけなくなった。


    　単純所持禁止条例と《ラブホスピタル》を潰す、だって？


    「お前さ、なんでそんなに必死なの」


    「アンナ様を助けるためです」


    　氷ひよう囊のうの位置を直しながら発した僕の質問に、月見草は即答した。


    「アンナ先輩に、なにがあったの」


    「……それは……お答えできません」


    　うさんくささが増すなぁ。


    「じゃあさ、アンナ先輩を助けることと、単純所持禁止条例とかを潰すことが、どう繫つながるの」


    「……《ＳＯＸソツクス》の方にしか、お伝えできません」


    　それから何度か問答を繰り返したけれど、肝かん心じんな部分は『《ＳＯＸ》の方でないと』の一点張りだった。


    　……《ＳＯＸ》として、月つき見み草ぐさに接触するしかないか。時間が経たつごとに僕たち下ネタテロ組織を取り巻く状況は悪化する。一刻でも早く、体制側にいる月見草の話を聞きたい。


    　けれどどうしたものか。


    　困ったことに、いまここには《ＳＯＸ》へ変身するためのパンティーがない。母さんが開催する地獄の抜き打ちお部屋チェックを逃のがれるため、卑ひ猥わいなブツはすべて外部に避難させてある。荒あら縄なわで動きを制限されているいま、取りに行くこともままならない。


    　いくら月見草が相手でも、素顔のまま《ＳＯＸ》だと名乗るわけには──あっ。


    　もしかして、という閃ひらめきが頭の中ではじける。


    　月見草は男だが、服装をはじめとして女のように振る舞うよう命令されている。


    　……ちょっと借りるか。


    「月見草、汗が酷ひどいから、ちょっと着替えさせるぞ」


    　僕は布団をめくり、月見草のスカートに手を入れた。


    　──おっ、この感触、まさしくパンティー。いま脱がしてやるからな。


    　さて。もしいま誰かがこの光景を目撃していたら、間違いなく僕のことを変態だと誤解するだろう。けれど違う。これは国の卑ひ劣れつなやり方で八はつ方ぽう塞ふさがりになった僕が藁わらをもつかむ気持ちで月つき見み草ぐさから話を聞かなければと焦あせった結果であり、つまりなんもかんも政治が悪い。僕だって男のパンティーを脱がすなんてこと本当はやりたくないんですよ。ドキドキ。

  


  [image: ]


  
    「じゃあ月見草、替えの下着持ってくるからな」


    　僕はわざわざ宣言してから隣室に移動し、


    「よっしゃあああっ！　装・着☆」


    　男のパンティーをかぶるなどという苦く行ぎように耐えるため、声は抑えながらもことさらテンションを上げてポーズまで決める。決してやましい気持ちなんてない。むしろ不快ですらある。はぁはぁ。


    　そして僕は、意識が定かではない月見草の横たわる部屋に戻り《ＳＯＸソツクス》のメンバーとして腰を下ろした。


    「あんた、俺おれたち《ＳＯＸ》に話があるんだって？」


    「……その常じよう軌きを逸いつした服装は……《ＳＯＸ》で間違いありませんか……」


    　こいつ存外毒舌だな……。確かにさっきまで男がはいていたほかほかパンツを頭にかぶって『俺たちに話があるんだって？』みたいに格好つけてる僕は常軌を逸しているかもしれないけど、それにしたって毒舌だな。失礼しちゃうわ。


    「提案が……あるのです。アンナ様が陥おとしいれられないよう単純所持禁止条例を廃案に追い込み、アンナ様を陥れようとする金かね子こ玉たま子こが影響力を失うよう《ラブホスピタル》を潰つぶす……そのための私の提案に耳を傾けていただきたいのです……」


    「うん、聞くよ。そのためにここへ来た」


    　わざわざ男のパンツをかぶってまでな。


    　そして月見草は、本当に本当に、最後までこれでいいのか悩むように、何度も喉のど元もとまで出かかった言葉を飲み込んだ末に、その提案を口にした。


    



    「……あなたたちが所持しているすべての不健全雑誌を……ソフィア・錦にしきノの宮みや様に託していただけませんか」


    



    「……え？」


    　僕の中で一気に警戒レベルが上がった。


    　当たり前だ。ソフィアはこの下ネタの存在が許されてない世界の構築に多大な貢こう献けんをしてきた人間の一人。そんな相手に、アンナ先輩のおっぱいを吸ってまで守った僕たちの切り札を渡せだなんて。


    　僕が露骨に態度を硬化させたのを察知したわけでもないのだろうが、月見草はフォローするように続けた。


    「……ソフィア様は、皆様が考えておられるような方ではありません……あの方は純粋に、《ラブホスピタル》を嫌けん悪おしていらっしゃいます……」


    　月つき見み草ぐさがたどたどしく語るソフィアの姿は、僕たちが抱いだいていたイメージとは全然違った。


    　あくまでソフィアは子供たちのために活動しているのだと月見草は語る。


    　あの日、学生を利用したわけのわからない記者会見に乱入したソフィアは、不ふ破わさんの脅おどしに屈したわけではなく、自主的に行動していたのだと。


    　けれど、


    「あの人は、ソフィアは《エイチ禁止法》やらなんやらを強引に推おし進めてるだろう」


    「……はい。あの方は、子供の健全な成長のために、活動していらっしゃいますから」


    　なんだそれは。


    　つまりソフィアは、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》や《エイチ禁止法》が子供のためになると信じて、同時に《ラブホスピタル》はそうじゃないと考えてるってことなのか？　意味がわからない。矛む盾じゆんしている。


    　……いや、だけど、そんな矛盾を抱えた人は、僕のすぐ近くにもいただろう。


    　僕の母さんも、《ラブホスピタル》には難なん色しよくを示しているように見えた。


    「ソフィア様はいま、十分に戦う力を持っていません。ですから、《ＳＯＸソツクス》が所有する不健全雑誌のような、なにか巨大な武器を渡すことができれば、なにか、きっとなにかが……」


    　そこから先の月見草の話は、最早提案の体ていを為なしていなかった。


    　曖あい昧まいで、あやふやで、希望的観測とも呼べないような話だ。


    　とても傾けい聴ちように値あたいするものではない。ペニスが大きくなる魔法の薬！　並みにうさんくさい。


    　だけどもし、本当に、ソフィアがこの局面において手を組める相手だとしたら。


    　それはこの八はつ方ぽう塞ふさがりを打開する、起き死し回かい生せいの一手になりうる。


    　けれどそう考えるにはソフィアはあまりに僕たちとは相あい容いれない存在であり、ついこの前アンナ先輩を陥おとしいれようとした月見草の言葉はとても信用できるものじゃなかった。


    　だから僕は、


    「なぁ月見草」


    　もうまともに言葉を紡つむげてやしない月見草を制止し、静かに尋ねた。


    「どうして、そこまでしてアンナ先輩を助けようと思ったのか、説明してくれ」


    　月見草の言葉なんて信用できない。


    　命令されたことしかできなくて、アンナ先輩を陥れるようなことに協力して、そんなやつが提案してくる一発逆転の都合のいい話なんて、罠わなだと考えるのが普通だ。


    　けれど月見草は先日、僕たちがエロ本を抱えて第一清せい麗れい指定都市を脱出しようとしていたとき、上からの命令に背そむいてアンナ先輩に協力していた節ふしがある。


    　それになにより、月見草の言葉に希望を見いだすしかないほど、僕たち下ネタテロ組織は追い詰められていた。


    「どうしてお前が、そんなになってまで、そんな拙つたない提案を僕たち《ＳＯＸソツクス》に伝えようとしたのか。僕が納得できるような説明をしてくれ、月つき見み草ぐさ」


    　誰かに詰め込まれたような言葉じゃなくて。腹の底からどうしようもなくあふれる精せい液えきやら愛液やら、綺き麗れい事ごとで飾ることもできないドロドロしたなにかを晒さらしてくれ。エロい意味じゃなくてな。


    「……私は」


    　月見草は口を噤つぐんだ。それは答えられないからじゃなく、答えるためにスカートの中をまさぐって──間違えた。自分の中を探っているような、そんな沈黙だった。


    　──やがて、


    「……私は生まれてすぐ、施設に捨てられたそうです……」


    　月見草が始めたのは、とりとめのない生おい立ちの話だった。


    　きっとまだ、探っている最中なのだろう。


    　自分の気持ちがわからなくて、けどアンナ先輩を助けたいという気持ちだけがあって、その理由を、根源を、いままでほとんど使わずにきた脳みその一部を不器用に使って探している。


    　その様子は、いつものように与えられた理屈や価値観を録音された音声みたいにぺらぺらと話す姿より、よっぽど耳を傾ける気持ちにさせた。


    「……捨てられた理由は……確か、私が、汚れた子だったからだと、聞いています」


    　月見草の生せい家かは、その地方では有数の名家だったらしい。


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が制定されるかどうかで日本全体が揺れていた当時から上流層の間では人工授じゆ精せいが是ぜとされていて、国が制定していた人工授精制度を利用したという証明書がない子供は汚れた子として迫害され、その親も肉欲に溺おぼれた猥わい褻せつな人間として悪い立場に置かれることが普通だった。


    　だからそうやって生まれてしまった子供は、いなかったことにされたのだ。秘ひ密みつ裏りに国の施設へ預けることで、セクロスなどしていませんよ、夜中に腰を振っていたなんて事実はありませんよと素そ知しらぬ顔をするために。まあ、あれだ。赤ちゃんの出てくる穴にローターを仕込んでバレないよう街を歩くという企画モノみたいなことをしてたわけだ、お偉いさんたちは。


    「物心ついてすぐ、その話を聞かされて、私はいらない人間なのだとまず教えられて、それから様々なことを教わりました……ですが」


    　月見草は、まあ、その、なんだ、出来が悪かったらしい。


    　ほかの子供たちが解ける問題は解けず、難なくこなす課題をクリアできず、たとえばいま《ラブホスピタル》で働いているような人たちとはどんどんコースがズレていった。


    　どのコースでも、〝卑ひ猥わいは悪〟に代表されるような、教え込まれる価値観以外の考えを否定されるのは同様だったが、月見草たち風紀委員コースでそれはさらに顕けん著ちよだったという。


    　お前は間違っていると突きつけられるだけの生活だったと。


    「疑問を持つことは、禁じられているようなものでした。正しい価値観と考えを持つこと以外は許されず、どんな矛む盾じゆんに気づいてもそれを[image: ]せん索さくしてはならず……なぜならどんな場面においても、私が間違っているのだから。……いつから自分の頭で考えられなくなったのか、覚えていません。私はずっと、自分がどう生活していたのか、覚えていません。教え込まれる知識と、考え方と、命令だけしか、記憶にありません。私を顧かえりみてくださる方も、心配してくださる方も、祝福してくださる方も、どこにもおられませんでした」


    　そこでふと、月つき見み草ぐさの顔がほころんだような気がした。


    「──ああ、ですが、アンナ様だけは、ほかの方とは違いましたか」


    　それはもう語られるまでもない。


    　アンナ先輩は月見草たちにも分け隔へだてなく、親身に接していた。


    　それはたぶん、生まれて初めて月見草が触れた温もりだったのだろう。


    　アンナ先輩に会ったとき、そこでようやく、月見草はこの世に生を受けたのだ。赤ちゃんの生まれる穴から[image: ]はい出てきたのだ。


    　それまで淡々と話していた月見草が、はっと雷かみなりに打たれたように瞳ひとみを大きく広げた。くぱっ！


    　なぜこんな十回連続射しや精せいでもしたかのようにふらふらになってまで、到底受け入れられるはずもない拙つたない策を《ＳＯＸソツクス》に届けにやってきたのか。その理由に、月見草はようやく思い至ったらしい。


    「私は、アンナ様に笑っていてほしいのです。傷つかないでいてほしいのです」


    「──お前さ」


    　僕は月見草の手をとった。


    　そこには、僕とアンナ先輩で選んだミサンガが巻かれているはずだった。


    「ミサンガ、どうしたんだ？」


    「ちぎれて、しまって」


    　月見草はもぞもぞと布ふ団とんの中でいやらしく動き、ポケットからミサンガを取り出した。


    「……そうか、よかったな」


    「《ＳＯＸ》の、あなたは……」


    　ミサンガを握った手をぱたりと床ゆかに落とし、月見草は最後の力を振り絞るように声を出した。


    「これで、私の提案を、受け入れてくれるでしょうか」


    「おう、任せとけ」


    　腹は決まった。


    　ソフィアと、手を組んでみようじゃないか。


    「……ありがとうございます」


    　月つき見み草ぐさは安心したように、深い眠りについた。


    「……ま、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないだろうけどね」


    　僕はかぶっていたパンツを月見草にそっとはかせてから、《ＳＯＸソツクス》のメンバーにメールを送った。明日あしたの放課後、喫茶店に集合。


    　反撃の狼煙のろしを上げられるかどうか。


    　月見草に代わって、次は僕が皆を説得する番だ。


    　……それにはまず、母さんとアンナ先輩の拷ごう問もんから無事に生還しなくちゃいけないけどね。

  


  
    



    第八章　机上で震えるバイブのように


    



    「狸たぬ吉きちあなた、正気？」


    　僕の提案を聞き終えて数分、沈黙を破った華か城じよう先輩は険けわしい顔で開口一番にそう言った。さっきまで『[image: ]え付づけされたコイを利用したオナニー』なるものを真ま面じ目めな顔で僕にプレゼンしていた人に正気を疑われるのは酷ひどく心外だったけど、それもやむをえまい。


    　社会的に死ぬ一歩手前で守り抜いた不健全雑誌をソフィア・錦にしきノの宮みやに託そうという、僕はそんなやけっぱちのような策を提案したのだから。


    　喫茶店に集まったほかの《ＳＯＸ》メンバーも一様に乗り気でない。早さ乙おと女め先輩は「わしの教本をドブに捨てるのか？」と目をうるうるさせているし、僕をディスることを宿命にしているかのような鼓こ修す理りは「この男が正気なわけないじゃないっスか」と一いつ刀とう両りよう断だんだ。ＰピーＭエムを介してこの話し合いに参加しているゆとりもさっきから沈黙を保っている。ゆとりといっしょに僕の話を聞いているはずの《絶対領域》《捕ほ乳にゆう類》の重じゆう鎮ちんたちもいまは怖いくらい静かだ。


    　昨夜から今け朝さにかけては月見草の看病が優先されたおかげで母さんとアンナ先輩からの追及を回避することはさほど難しくなかった。そのしわ寄せ、というわけでもないだろうけど、味方の説得は想定以上の難易度になりそうだ。まあアレだ、「先っぽだけ！　先っぽだけだから！」くらいには無む謀ぼうだと思う。……実質不可能だよなぁ、それ。


    「そもそも、不健全雑誌を渡されたソフィアが、それをちゃんと活用してくれる保証はあるのかしら」


    「それは……」


    　月つき見み草ぐさの提案に欠けていた〝ソフィアがこういうふうに不健全雑誌を利用してくれれば〟という具体的な目もく算さんは僕が勝手に考え、華か城じよう先輩たちに話してある。けれど、


    「ソフィアからすれば、《ＳＯＸソツクス》から不健全雑誌を託された時点で警戒心むき出しだと思います。そこでさらに僕たちからこんなふうに使ってくれと話したところで、素直に従ってくれるはずがありません」


    　だから僕たちからは、不健全雑誌の扱いについて一切言げん及きゆうしない。


    　ソフィアに不健全雑誌を託すというこの作戦において、それが最大の問題だ。


    　すべては僕たちがソフィアを信頼できるかどうかにかかっている。


    　ソフィアに不健全雑誌を与えたあと、その武器をどのように扱うかは、すべてソフィア次第なのだ。ソフィアと事前に話をすりあわせる場など用意できないし、仮に実現できたとしてもソフィアがそこでまとまった約束を守る保証なんてない。


    　悪あく辣らつなまでに頭の回るソフィアのことだ。最高級のエロ本などという、この時代において最大の武器たりうるブツを手に入れれば、まず間違いなく《ラブホスピタル》を潰つぶすための最善手を打ってくれるだろう。その点においては《エイチ禁止法》署名運動に至るまでの過程でさんざん煮え湯を飲まされた下ネタテロリストたちの間で、ソフィアに対する奇妙な信頼は揺るぎない。


    　けれどそれはあくまで、ソフィアが《ラブホスピタル》を潰すという目的を僕たちと共有していた場合に限る。そうでなければソフィアは託されたエロ本をまず間違いなくそのまま焼却処分するだろう。


    　そしてソフィアが《ラブホスピタル》を嫌けん悪おしているという、この作戦の要かなめとも呼ぶべき情報のソースは風紀委員、つまり体制側の人間なのだ。眉まゆ唾つばもいいところである。


    　つまるところこの作戦は、限りなく分ぶの悪いギャンブルでしかない。


    『今日きようは安全日だから』というセリフと同じくらいに根こん拠きよのない情報が、この作戦の要なのだ。


    「ですが僕は、月見草とソフィアを、信じてみようと思います」


    「月見草朧おぼろはともかく、あんな女を信用するなんて、ありえないわ」


    　一見して酷こく薄はくにも思える華城先輩のリアクションはしごく当然だった。


    　華城先輩は、ともすれば十年近く、性知識が封ふう殺さつされたこの世界で火の玉みたいに戦ってきた人だ。その矛ほこ先さきには常に、この漂白された世界を象徴するかのようなソフィア・錦にしきノの宮みやがいたはずだ。祠まつ影かげだとか慶けい介すけだとか、黒幕めいた人間は多くいる。けれどメディアにも多く露出し、卑ひ猥わいを撲ぼく滅めつするために突とつ拍ぴよう子しもない暴論や悪辣な手を嬉き々きとして振り回してきたソフィアは、華か城じよう先輩にとって、決して悪印象を拭ぬぐい去れない宿敵なのだろう。


    　そしてそれは、《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》の古こ参さんメンバーも同様らしい。


    『こっちのジジイどもも、断固反対だそうだぜ』


    　ぽつりと、ゆとりがあちらの様子を伝えてくる。


    『不健全雑誌を獲得したのも、守り抜いたのも《ＳＯＸソツクス》の功績だから、《ＳＯＸ》の決定には従うみてーだけど……』


    　その後《ＳＯＸ》に対してどのような態度に出るつもりか、苦々しいゆとりの語尾が語っている。


    『けどな』


    　ゆとりの声が、鼓こ修す理りのＰピーＭエムからはっきりと聞こえた。


    『あたしは、狸たぬ吉きちの話に乗るぜ』


    「乗るって……真っ昼間から堂々と騎き乗じよう位い宣言？」


    　この流れで臆おく面めんもなく下ネタをねじ込んでくる華城先輩には脱帽するわマジで。


    『ちげーぜ！　あたしは、狸吉の案に賛成だって言ってんだ！　死ねバカ！』


    　ゆとりがブチ切れる。


    『あたしは狸吉の案に賛成だぜ。ソフィアや、その月つき見み草ぐさって風紀委員は信頼できねー。けど……その、あれだ……狸吉の判断なら……信用……できるしな……』


    　怒りにまかせて吐き出したらしい言葉が途中で尻しり切きれトンボになる。


    「ひゅーひゅーっス」


    『～～～っ、うるせぇ！　黙れ！』


    　棒読みで囃はやし立てる鼓修理に怒鳴るゆとり。この場にいたなら照れ隠しで鼓修理を蹴けり殺していただろう勢いだ。


    『とにかく！　そういうことだ！　こっちの若い連中も乗ってくれるだろうぜ！　まあどうせ最後は《雪せつ原げんの青あお》様の判断次第だろうけどな！』


    　それきり、ゆとりは黙り込んでしまった。


    　そしてしばらく誰も喋しやべらない時間が過ぎた頃、華城先輩がおもむろに立ち上がった。


    「少し、一人で考えさせてちょうだい……狸吉が幾億の同どう胞ほうを解き放った神殿で」


    　華城先輩はそのまま喫茶店のトイレにこもってしまった。


    　おい、あれは鼓修理を謀はかるための噓うそだって店長といっしょに説明しただろうが。


    　手持ちぶさたになってしまった場に早さ乙おと女め先輩のむしゃむしゃという咀そ嚼しやく音おんだけが残る。と、不意に鼓修理のＰＭがメールの着信を知らせた。


    「んあ？　なんっスかね。……」


    　ちゃっちゃとメールをチェックした鼓修理の顔がおっさんの脇わきの臭においを嗅かいだネコみたいに歪ゆがんだ。なんだ？　と思っていると鼓修理が大きなため息をつきながら僕を睨にらみ付けてきた。


    「おいそこのヘタレ。おめーまさか、このまますんなり綾あや女め様が策に乗ってくれるとでも思ってるんっスか？」


    「な、なんだよいきなり」


    「このまま受け身でいるだけで、おめーの破滅orユートピアなギャンブルに、いろいろなものを抱えた綾女様が乗ってくれると、本気で考えてるんっスか？」


    「……」


    　それは、そんな都合のいいことは考えていないけれど。


    　だけどいまは待つしかないじゃないか。


    　華か城じよう先輩がいままでみたいに、僕の策を信じてくれることを祈って。


    「だからダメなんっスよ、おめーは」


    　鼓こ修す理りが僕の頭を洒しや落れにならない威力で叩たたく。おいやめろよ。お前のほうが痛そうだぞ？


    「組織の下っ端ぱが、強引に上を従わせる方法が一つあるんっスけど、いいから聞くだけ聞いとけっス」


    　鼓修理はぷるぷると手を押さえながら、心底面倒くさそうな顔でその方法とやらを僕に耳打ちした。


    



    　そして、華城先輩がトイレから戻ってきた。


    「狸たぬ吉きちの残ざん骸がいに黙もく禱とうを捧ささげながら考えた結果──」


    　だから僕の分身たちは一匹もそこで儚はかなく散ったりしてないっつーの。


    「──やっぱり不健全雑誌をソフィアなんかに渡すわけにはいかないという結論に達したわ。達したといっても別にトイレでオナニーしてたわけじゃないわよ。狸吉と違って」


    　鼓修理の鋭するどい視線がこちらに飛んできた。


    　わかってる。皆にギャンブルみたいな策を提案したのは僕だ。だったら僕も、[image: ]かけに身を投じてやる。


    「華城先輩」


    　負ければ《ＳＯＸソツクス》を追放されたって文句は言えない。


    　だけど勝てば、


    「不健全雑誌の扱いを[image: ]かけて、決闘を申し込みます」


    　光こう明みようが見えるかもしれないのだ。


    「……童どう貞ていのくせに、いい度胸ね」


    　そのとき華城先輩の浮かべた笑え顔がおは、いままで見たことがないくらいに、得え体たいの知れない迫力に満ちていた。


    



    



    　　　　　●


    



    『それでは、改めてルールを説明するのじゃ』


    　華か城じよう撫子なでしこさんのＰピーＭエムを介して、早さ乙おと女め先輩のアナウンスが畳の大広間に響き渡る。


    　華城先輩が育った朱あけ門かど温泉清きよ門かど荘そう、その一室を貸し切り、僕と華城先輩の決闘がいま行おこなわれようとしていた。


    　勝負の内容はもちろん、夏に四大下ネタテロ組織とぶつかったときと同じ下ネタ勝負だ。


    　下ネタテロ組織の間で行われる神聖な勝負はすべて下ネタで決着をつけるべし、という慣例が昔からあるそうだが、わけのわからん慣習にこだわるのは日本の悪いところだよね。


    『今回のお題は〝◯◯の日〟じゃ。一年間の各日付を交互に卑ひ猥わいなものへと変えてもらう。双方、回答時間は十秒。審査員がネタをナシとみなした場合、もしくは制限時間内に答えられなかった場合に決着がつくぞい』


    　早乙女先輩はいま、第一清せい麗れい指定都市の外に出て《絶対領域》《捕ほ乳にゆう類》の古こ参さんメンバーのところへ出張している。僕たちが回答する下ネタを聞いた彼らのリアクションを観察し、公平なジャッジを下すためだ。


    　とまあいろいろと、夏に四大下ネタテロ組織と戦ったときのことを彷ほう彿ふつとさせるキャスティングなのだけど、あのときと違って季節は冬になりかけの深い秋。青あお姦かんには適さない季節になってしまっている。そしてなにより違うのは、


    「一応言っておくけれど、私は今日きよう、まだＰＭを無効化していないわよ？」


    　勝負の相手が華城先輩であり、


    「な、なぁ。ホントにあたし、ここにいていいのか？」


    　僕とペアを組んで勝負に挑いどんでいるのが、ゆとりだということだ。


    「まぁ、僕と同じ造ぞう反はん組ぐみだし、なにより僕一人で華城先輩の物量に勝てる気がしないから」


    　華城先輩は息をするように下ネタを吐く。


    　お題の相性ゆえに《羅ら武ぶマシーン》に後れを取った印象があるけれど、総合的に考えれば華城先輩ほど下ネタを量産できる人はいない。というかいてほしくない。


    　今回のお題は瞬時に下ネタを思いつく瞬発力が試される競技だし、華城先輩の本領発揮だろう。二人で挑むことを華城先輩はなんら問題にせず、むしろ勧めてくるほどの余裕っぷりだった。別にゆとりが萎い縮しゆくする理由なんてどこにもないのだ。


    「あー、いや、そういうことじゃなくてだな……」


    「いつまでも細かいことぐちぐち言ってんじゃねーっスよ！」


    　ゆとりがなぜか申し訳なさそうに華城先輩をチラ見したと思うと、その横から鼓こ修す理りがロケット頭ず突つきをかました。ゆとりが腰を押さえてうずくまる。なにをいきなりいきり立ってんだこの腹黒中学生は。


    「これだからゆとりは。幸運に耐性のないやつほど面倒なやつはいないっスね」


    　鼓こ修す理りは結局なにがしたかったのか、ゆとりを放置して撫子なでしこさんの隣へと戻っていった。なんかもうあいつの性格と素そ行こうの悪さは年中生理痛に悩まされているとしか思えないレベルだな。


    「準備はいいかい、三人とも」


    　早さ乙おと女め先輩たちのほうでも審査する準備が整ったのだろう。


    　立会人である撫子さんが僕たちに確認をとる。


    　下ネタテロリストの正装であるパンツを頭にかぶった僕とゆとりは、同じくパンツをかぶった華か城じよう先輩──《雪せつ原げんの青あお》に対たい峙じした。ラブホに初めて入るカップルのように空気が張り詰める。そして撫子さんが決闘開始の声を上げた。


    「それじゃあ、決闘専用勝負〝年がら年中卑ひ猥わいな記念日〟開始！」


    　その競技名を誰も変えようとはしなかったの？　と思わなくもない。


    「先せん手ては私がもらうわ。ま、最初は肩慣らしね」


    　先手の華城先輩がにやりと口角をつり上げた。その楽しそうな姿は、敵に回せばある意味で《羅ら武ぶマシーン》よりも厄やつ介かいだろうと想像させる。


    「一月一日、姫始めの日！」


    『──アリじゃ』


    　一瞬の間を置いてから、撫子さんのＰピーＭエム経由で早乙女先輩が判定を知らせる。


    　その判定を聞き届けた鼓修理が壁に映写したタイマーを十秒からスタートさせる。


    　数秒が経たち、僕はゆとりに目配せをしてから口を開いた。


    「……一月二日、椰や子しの木一本実みが二つの日！」


    　かつては全国の小学生に口く伝でんされていたというこの呪じゆ文もん、おっさんたちには響くはずだ。


    『──アリじゃ』


    　判定が下され、手番がまた華城先輩に移る。


    「一月三日、瞳ひとみを閉じて顔がん射しゃの日！」


    　速い。


    　華城先輩は手番が移ったとほぼ同時に回答する。ラグがあるとすればＰＭを無効化するその一瞬くらいのものだ。


    「……一月四日、一いつ糸しまとわずの日だぜ！」


    「一月五日は隠いん語ごの日よ！」


    　こちらにプレッシャーをかけるかのように、華城先輩は異常なほど回答が速い。


    　だからだろうか。


    　僕もゆとりも、華城先輩の勢いに呑のまれた。


    「……三、二──」


    　撫子なでしこさんが秒読みを開始する。残り時間はほとんどないのに、僕もゆとりも〝一月六日〟に答えが出ない。


    　別に日付順に答えなくてはならないという決まりはないのだけど、ここで逃げるとあとが苦しくなる。けれどもう、時間がない。


    「……三月三日、オンナノコの日」


    「一月六日、色遊びの日よ！」


    　華か城じよう先輩が僕たちの逃げを[image: ]あざ笑わらうかのように、一月六日を即答する。しかも〝色遊び〟は古すぎてギリギリでＰピーＭエムに規制されていない言葉だ。つまり僕たちでも落ち着けば回答可能だった。クソ、完全に華城先輩のペースだ。


    「……一月七日、おいなりさんの日！」


    　日付順に戻そうと一月七日で回答する。だけど、


    「一月九日、絶頂の日よ！」


    「～～～っ。じゅ、十二月二十四日、おなかの中に家族が増える日だぜ！」


    　順当にいけば次に僕たちが答えるはずだった日付を答えられ、不意打ちに戸惑った僕は答えられず、ギリギリのところでゆとりが性せいなる夜の誘惑に負けた。


    「ふふふ。先に逃げたのはそっちだものね？　ここからは自由に回答させてもらうわ」


    　十秒の制限時間の中で余裕綽しやく々しやくにこちらを挑ちよう発はつし、華城先輩が本気になった。

  


  [image: ]


  
    「九月八日、くぱぁの日よ！」


    「うぅっ……二月二日、妊にん婦ぷの日！」


    「そこはボテ腹の日としたいところだったわね。まぁ、ＰピーＭエム無効化がないと無理だけれど。十一月十一日、ボッキーの日！」


    　この勝負はＰＭを一日合計三分間無効化できる華か城じよう先輩が圧倒的に有利だ。


    　目いっぱい時間を使い、ＰＭに引っかからないようなんとか回答をひねり出す僕たちとは対照的に、華城先輩は十秒の間に僕たちの回答に対するダメ出しまでやってくる始末。あのね、下ネタに対するダメ出しって中出しと同じくらいやっちゃいけない精神攻撃なんですよ？


    「……五月六日、薄いゴムの日だぜ！」


    「四月五日、しこしこマス搔かきの日よ！」


    　容よう赦しやのない華城先輩の即答は、そのぶん僕たちが日付にまつわる下ネタを考える時間を奪っていく。焦あせりは視界だけでなく思考の幅も狭めていく。


    　この勝負はしりとりみたいなもので、日付を重複して答えることはできない。


    　つまり一度下ネタに使われた日付は覚えておかなくちゃいけないのだ。一応、鼓こ修す理りがタイマーといっしょに使用された日付に×がつけられたカレンダーも照射してくれているが、いちいち確認する余裕はない。


    　だから一月一日から日付順に答えていくのがお互いにとって理想なのだけど、華城先輩は僕たちの焦あせりを見透かしてその理想をいとも簡単に突き崩してきた。


    　焦りが焦りを呼び、答えやすい日付から消費していってしまう。


    　視野の狭まった頭でどの日付を答えたのか常に把握しながら下ネタを考える。


    　負の連れん鎖さに陥おちいってしまえばそこから抜け出すのは至し難なんだ。一度ちんぽに負けてしまった女の子はずっと雌めす豚ぶた化かしたままというアレに近いものがある。


    　華城先輩の容よう赦しやない即答に翻ほん弄ろうされたまま、休憩する間もなく勝負は続く。


    「……四月一日、先っぽだけだから、の日！」


    「四月九日、子し宮きゆうの日よ！」


    「……三月十四日、乙おと女めの柔やわ肌はだが白はく濁だくに染まる日だぜ！」


    「七月二日、オナニーの日よ！」


    「…………十一月二十二日、体の相性がいい夫婦の日！」


    「十一月二十九日、いい肉にく壺つぼの日よ！」


    「………………六月九日、言うまでもない日、だぜっ」


    「二月十四日、セックスの日よ！」


    　ドストレートな下ネタを好き放題にフェラチオマシンガンできる華城先輩がこんなにも羨うらやましいと思える日がくるとは。ＰＭの監視機能が心底鬱うつ陶とうしい……。てかフェラチオマシンガンってなんだよ……。いや、こんな雑念に囚とらわれている場合じゃない。


    「………二月、四日……妊にん娠しんさせる日」


    「五月五日、端午の節句ス！」


    「………………八月、七日……鼻にフックの日だぜっ」


    「八月一日、おっぱいの日よ！」


    　時間が経過するごとに、目に見えて僕たちの回答が遅くなっていく。


    　対して華か城じよう先輩は遅くなるどころかどんどん加速していて、僕たちの回答に判定が下るやいなやカウントが始まっているのかさえ怪しいタイミングで[image: ]くい気味に回答してくる。


    　頭が痛い。


    　いやね、華城先輩の下ネタ脳に対してもだけど、こっちもシモい方向に頭をフル回転させすぎてどうにかなりそうだ。


    『ぶっちゃけ色が白ければそれだけでなんでも下ネタよね』などと公言しているだけあって、華城先輩が放つ下ネタの物量は尋じん常じようじゃない。


    　夏休みに《羅ら武ぶマシーン》を筆頭とした四大下ネタテロ組織を相手にしたとき、華城先輩も僕と同じ人間で、変な期待や理想を押しつけるのはやめようと思った。


    　けれどどうだ。


    　いま目の前で対たい峙じしている華城先輩は尋常ではない気迫を発し、聞いてるこっちが頭おかしくなりそうな下ネタを乱造している化け物だ。


    　はっきりと敵対したからこそわかる。


    　ベクトルこそ違えど、華城先輩も《羅武マシーン》なんかと同じような異次元の人間だ。いやそもそも人間か？


    　その実力も、志こころざしも、僕なんかでは太た刀ち打うちできないのではないか。


    　やはり華城先輩の意見に従っておくべきなんじゃないか。


    　断ち切ったはずの弱気が、華城先輩にすべて頼ってしまおうという甘えが、ヒビの入った決意から漏もれ出してくる。


    「おい、狸たぬ吉きち！」


    　そのとき、僕の背中を思い切り叩たたく人がいた。


    「なにぼけーっとしてんだぜ！」


    　ゆとりだ。


    　僕の代わりに回答しながら、こっちに目を向けたりせずに怒鳴る。


    「なに考えてんのか、大体想像がつくぜ！　いい加減にしろよいつまでも！　ウジウジウジウジ！」


    　外野から「おめーが人のこと言える立場っスか」と野や次じが飛んでくるが、ゆとりはガン無視を決め込んだ。


    「これは、諦あきらめずに食らいついてりゃ勝てる勝負だぜ！　いいからお前は、《雪せつ原げんの青あお》をぶっ飛ばすことだけ考えてろ！」


    　食らいついていれば勝てる勝負……？


    　僕が戸惑っていると、ゆとりが真っ赤かな顔でギロリとこっちを睨にらんできた。


    「次また腑ふ抜ぬけやがったら、お前のおたまじゃくし工場を片方倒産に追い込むからな」


    「い、イエスマム！」


    　潰つぶす金玉が片方だけなのは僕が将来困らないようにという慈悲か、それとも潰す楽しみを二回に分けているだけか定かではないけれど。


    「一月八日、嫌よ嫌よも好きのうち、の日！」


    　片方だって潰されるわけにはいかない。


    　ゆとりの激励で気持ちを持ち直した僕は、改めて勝負に挑いどんだ。


    「八月二十二日、チンチン電車の日よ！」


    　だが、華か城じよう先輩はやはりむちゃくちゃだ。


    　なんなんだよチンチン電車って……しかも判定アリだし。


    　四大下ネタテロ組織と戦ったときの知識差を思い出す。


    　やっぱりどう考えたって、僕たちに勝ち筋は見えない。けれど、ここで諦めれば、誰にも止められなくなる。卑ひ猥わい撲ぼく滅めつに向けて暴走するこの時代を。


    「卑猥を諦めるなんて、男が廃すたる！」


    　いやまあ月つき見み草ぐさとかの諸々もあるけどね。


    「十一月三日、卑ひ猥わいは文化の日！」


    　僕は最後の一滴まで下ネタを絞り出せるよう自分を鼓こ舞ぶするべく、華城先輩へ真っすぐに回答を叩たたきつけた。


    　華城先輩がパンツの奥でにやりと笑い、勝負はいつまでも続くかのように思われた。


    



    「……一月一六日、いい精せい子しの日よ！」


    「…………十二月二五日、賢者の日……っ！」


    　どのくらい時間が経たったのか。


    　僕もゆとりも疲労困こん憊ぱいで、華城先輩でさえ回答に時間がかかるようになっていた。


    　残った日付は[image: ]わずかに四つ。


    　この頃になってようやく、僕はゆとりの言葉が理解できていた。


    　今回の決闘〝年がら年中卑猥な記念日〟は、先に答えられなくなったほうが負けだ。


    　さらに決闘のルールでは、同じ日付を答えることはできないとされている。


    　つまりこの決闘は、もし決着がつかずにすべての日付を消費してしまった場合、回答の順番で勝負が決まってしまう。


    「……二月七日、ふたなりの日よ！」


    「…………五月九日……ごっくんの日だぜ！」


    　残り二日。


    　今回の決闘は華か城じよう先輩が先せん手てだった。


    　答える日付が三六五個、つまり奇数なら、華城先輩の勝ちだっただろう。


    　けれど今回の決闘では、日付が三百六十六個用意されていた。


    「………九月二日、クンニの日よ！」


    　最後の一つ、


    「二月二十九日……女子のアソコが潤うるうの日！」


    　これで三百三十六日、そのすべてが下ネタ化された。


    　もう華城先輩に回答できる日付はない。


    「……ふう。まさか、あなたたちがここまでやるとはね」


    　華城先輩がパンツを脱いだ。いや頭にかぶったやつね。


    「この勝負、あなたたちの勝ちよ。不健全雑誌の扱いは、あなたたちの好きにするといいわ。気に入ったページにぶっかけるもよし、気に入ったページでムスコを挟んで紙オナニーに興じるもよしよ」


    　勝負の顚てん末まつを《絶対領域》《捕ほ乳にゆう類》へ正式に通達するよう撫子なでしこさんに頼み、華城先輩は僕たちに背を向けた。僕はそれを呼び止める。


    「待ってください、華城先輩」


    「なにかしら。敗者にかける精せい子しはないはずよ」


    　勝者にかける精子だってねえよ。


    「華城先輩はこの勝負、わざと負けたんですか」


    　最後まで回答が続けば必ず負ける先手を、華城先輩は自みずから選んだ。あのときは気にする間もなく勝負が始まってしまったけれど、よく考えればあそこはコインかなにかで順番を決めるべき場面だった。


    「まさか。あなたたちが最後まで粘ねばってくるなんて想像もつかなかっただけのことよ。どちらにせよ、私の慢心が招いた敗北だわ」


    　華城先輩はそう言うけど、それだけじゃない。


    「そもそもこの決闘自体、華城先輩が仕込んだものじゃないんですか？」


    　僕が華城先輩に決闘を申し込むきっかけになったのは鼓こ修す理りの入れ知恵だ。そしてタイミング的に、あのとき鼓修理に指示を飛ばした人がいる。トイレにこもった華城先輩だ。


    「言いがかりね。あなたから挑いどんだ決闘でしょうに」


    　華城先輩はまるで僕に取り合おうとせず、


    「あー、喉のどが渇かわいた。いまなら精せい液えきも牛乳みたいに一気飲みできそう」


    　などと意味不明なことを言いながら部屋から出ていってしまった。あの激戦のあとだっていうのに、まだＰピーＭエムの無効化時間が残ってるのか……。


    「でも、まあ、とにかくこれで」


    「一か八かの[image: ]かけに挑いどめるぜ」


    　へろへろで座り込んだゆとりが、勝ち気な瞳ひとみをぎらりと光らせた。


    　そうだ。


    　本当の勝負は、ここからである。


    



    　　　　　●


    



    「綾あや女め様」


    　決闘場から遠ざかる綾女の背中に、鬼おに頭がしら鼓こ修す理りはおそるおそる声をかけた。


    「なにかしら」


    　立ち止まることも振り返ることもせず応じる綾女。その拒絶ともとれる態度に怯ひるみながらも、鼓修理は言葉を重ねた。


    「……なんでこんな茶番を？」


    　狸たぬ吉きちが決闘を申し込むよう唆そそのかせ。


    　鼓修理にそう指示したのは、ほかならぬ綾女だ。


    「わざわざ綾女様が悪役に徹して負けたりしなくても、ただ狸吉の策に頷うなずいておけばよかったじゃないっスか」


    　崇すう拝はいしている綾女が綾女自身を貶おとしめるような行動をわざととったことに対して、鼓修理は少なからぬ不満を抱いだいていた。自然、声こわ音ねに剣けん呑のんな色が混じる。


    　綾女にそんな口のきき方をしてしまったことに自分でショックを受け、いつもはよく回る口が重くなる。


    　しばらく互いに無言で歩き続け、そこでようやく綾女が口を開いた。


    「……頭では、狸吉の策は悪くないと思っているの」


    　言い訳から始まる綾女の話に、後ろめたさが滲にじみ出ている。


    「けれどどうしても、ソフィアと手を組むなんて策、受け入れられなかった。前の処しよ女じよより後ろの処女を先に奪われそうになったような拒絶感だったわ」


    　あははと、綾女が自分の下ネタで笑う。鼓修理はいつものように綾女をよいしょする気にもなれず、微妙な苦笑いを浮かべるだけだった。


    　そんな鼓修理のリアクションを受けてか、綾女はその空そら々ぞらしい笑い声を引っ込める。


    「……性知識を封ふう殺さつするような連中が敵で、間違ってて、だから私が正しくて……そう強く思いながら戦うことで、私はずっと自分を保ってきたんだから。……今さら、それを曲げるなんてことができるわけないのよ。私はもう、下ネタにはなれないの」


    　鼓こ修す理りは数か月前、綾あや女めが全国に向けて『私は下ネタになりたい』とわけのわからない演説をやらかしたことを思い出す。間違っているからこそ魅力的な下ネタになりたいと、あのとき綾女は叫んでいた。


    「でもそれじゃあ、狸たぬ吉きちは綾女様から離れていくだけっスよ」


    　……いや、それでいいはずだろう。


    　まるで綾女と狸吉の仲を取り持とうとするような自分のセリフに、鼓修理はまた驚いた。なんで自分はこんなことをしているんだ。このまま綾女から狸吉を引きはがせば、そして狸吉の後あと釜がまに自分が納まれば、それが鼓修理にとって理想の展開のはずなのに。


    　自分の言げん動どうに戸惑っていると、いつの間にか歩みを止めていた綾女が鼓修理を見下ろしていた。


    「狸吉は、どうしたって私から離れていくわよ」


    　その断言はとても不安定で頑かたくなな声こわ音ねで彩いろどられていた。


    「私はきっとこれからも、こうやって狸吉の足を引っ張っていくに違いないわ。そしていつか必ず、狸吉は私を見限る。自分の正しさを盲信する私の本ほん性しように気づいて、私から離れていく」


    　そんなことはありえないと、鼓修理は口にすることができなかった。


    　なにを言っても綾女がその考えを曲げることはないだろうと、簡単に察せられたから。


    「この決闘を通して、三つのテロ組織《ＳＯＸソツクス》《絶対領域》《捕ほ乳にゆう類》の内部は私のような保守を支持する古い連中と、狸吉を支持するような若い人材に分かれたはずよ。これからは狸吉たちが自由に動けるように、私が古い体質の連中をまとめて率ひきいて、狸吉の前から静かに消えていけばいい」


    　どうせ離れることになるのなら、そういう無駄のない離別がベストだろうと綾女は語る。


    「ねぇ鼓修理」


    　そして、なにも意見することができないでいる鼓修理に、綾女が小さく微笑ほほえみかけた。


    「あなたは私と狸吉、どっちの隣にいたい？」


    「それはもちろん、綾女様っス」


    「そう。それじゃあこれからも、よろしこしこ」


    　綾女は最早定型句と化した下ネタを残し、鼓修理を置いて自動販売機のある方向へと足早に去っていってしまった。


    「これで、綾女様の隣は鼓修理のものっスね」


    　狸吉からその座を奪い、綾女の右腕になることが鼓修理の野望だった。


    　その望みはいま、棚からぼた[image: ]もちで叶かなおうとしている。


    　あの面倒なぺちゃぱいの想おもいも、遠からず報むくわれるだろう。


    　しかし鼓修理の内心は、不快なもやもやに満ちていた。


    「……鼓修理がそばにいたいと望んだ綾女様は、圧倒的なカリスマを発揮していた綾女様は、あんな思い詰めた顔をする人じゃなかったはずっス……」


    　ままならない現実に、鼓こ修す理りはばりばりと頭を搔かいて座り込んだ。


    



    　　　　　●


    



    「……はぁ」


    　この数日で、一生分のため息をついたような気がする。


    　ソフィア・錦にしきノの宮みやは首都にある自宅の一室にこもり、頭を抱えていた。


    「どうすればいいのでしょう……」


    　友人である奥おく間ま爛らん子こに協力を断ことわられてから、ずっとこの調子だ。


    　すぐになにか別の策が閃ひらめくだろうと高たかを括くくっていたが、存外に状況は悪い。


    　思えばこれまで、周囲の人間が反射的に賛同してくれるような主張を御み旗はたに活動するばかりだった。自分自身が迫害される少数派に置かれたとき、これほどまでに動きが制限されるとは。


    「いえ、しかし、本質的には変わりません。《ラブホスピタル》などおぞましい！　潰つぶすべきです！　私のこの考えは、間違っていないのですから……っ！」


    　とはいえ情報発信の手段が限られているいま、ソフィアの話術やこれまでの実績からくる信頼をフルに利用したところで、増やせる味方の数は高が知れている。


    　あくまでプロパガンダ的なやり方を主とするソフィアとしては、その主張を繰り返し広範囲にわたって知らしめることのできるマスコミ的な力を奪われるとかなり手痛い。


    「政治的に力を持っているまーくんはあのざまですし……」


    『一連の法案は金かね子こ議員が主導していて、私ではどうにもできない』の一点張りだった。


    　怪しい男と《ラブホスピタル》のための資金と土地について取引していたことをつかんでいるソフィアとしては業ごう腹はらである。つい先ほども国会で《ラブホスピタル》の是ぜ非ひについて追及するよう説得（物理）したが、最後まで首を縦には振らなかった。あのままリビングに放置してはいっしょにぶちのめした使用人やＳＰともども風邪を引いてしまいそうだが、ソフィアの知ったことではない。


    　ソフィアのファンである議員や有力者たちも、いま現在大きな流れになりつつある《ラブホスピタル》万ばん歳ざいの流れに真っ向から逆らうほどの気き概がいはないらしい。


    「なにか、武器になるものがあればいいのですが……」


    　そんなものがそうそう都合よく手に入るはずもないとわかりながら願わずにはいられない。


    　時間が経過し《ラブホスピタル》の存在と〝治療〟が世に浸透すればするほどこちらが不利になっていく。


    　金子の根回しによって動きが制限されているソフィアの主張を発信できるチャンスはもうそれほど多くない。その少ない機会でしっかりと国民にインパクトを与え、かつ有力者たちへ強烈に働きかけることのできる武器があれば、それを足がかりに作戦も構築できるのだが。


    　──コンコン。


    　そのときだった。


    　部屋の扉とびらを誰かがノックする。


    「……誰ですか」


    　建物内部の人間はソフィアを残して全員ノックアウトのはずだ。あとは出入り口を警備するガードマンが残っているくらいのはずだが……侵入者？


    「ソフィア様、おられますか」


    「……月つき見み草ぐさ朧おぼろ、ですか？」


    　この淡々とした声は風紀委員の連中特有のものだ。ほとんど聞き分けがつかないソフィアだったが、アンナのお付きとして接する機会の多い月見草の声はなんとか判別できた。


    　しかしなぜ月見草がここに。いまは第一清せい麗れい指定都市でアンナに付いているはずだ。


    　月見草が命令以外の行動を取るはずがない。祠まつ影かげの指示だろうか。


    「ソフィア様に、お届け物があります」


    「私に？」


    　爛らん子こから警告された手前、金かね子こからのなんらかの嫌がらせではないかと身構えるが、祠影の命令、それに次いでアンナのお願いを優先する月見草ならおかしなものを持ってきてはいないだろう。入りなさい、と扉の向こうに声をかける。


    「失礼します」


    「随分と大きい荷物ですね……？」


    　月見草が部屋に運んできたのは、一抱えもある段ボールだ。ソフィアが呆あつ気けにとられている間に二個、三個と次々部屋に運び込まれる。


    　祠影がご機嫌取りをしようとしているなら包装からもっと気合いを入れるはずだし、最近ソフィアのことを心配してなにかと接触してこようとするアンナならなおさらだ。


    　不吉な予感が脳のう裏りに閃ひらめいた。


    「この荷物、差出人はどなたですか」


    「《ＳＯＸソツクス》です」


    「………………………………は？」


    《ＳＯＸ》？　あの《ＳＯＸ》か？　ソフィアは混乱の真っただ中に突き落とされる。月見草の言っていることの意味がまったくもって理解できない。


    　そしてソフィアが間の抜けた顔で固まっている間に、よく見れば配送伝票も貼はられていないその段ボールを月見草が淡々と開封していた。


    「ちょっとあなた、なにを勝手に！　いやその前に差出人が《ＳＯＸ》とはどういう──ひっ!?」


    　月つき見み草ぐさを糾きゆう弾だんする声は途中で声にならない悲鳴に変わった。


    



    　段ボールに詰まっていたのは、目の端に入れただけで焼き払いたくなるような、下げ劣れつでおぞましい雑誌の数々だったのだ。


    



    「ひいいいいいいいいいいいっ!?」


    　人生最大の屈くつ辱じよく、あの日のトラウマがフラッシュバックする。


    《エイチ禁止法》賛成の署名を大量に携たずさえていった、成果報告のための記者会見。全国に配信されたあの場で、ソフィアは《ＳＯＸソツクス》の謀ぼう略りやくに嵌はめられ、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい辱はずかしめを受けた。集めた署名が不健全雑誌のコピーとすり替えられており、ソフィアはそれと気づかず全国に不健全雑誌を高々と掲かかげる姿を配信する羽目になったのである。


    　人生最大の汚点だ。


    　そのときのことがショックでしばらく公おおやけの場に出る気力も湧わかず、ＰＴＡはその隙すきをつかれて金かね子このようなとんでもない保護者が幅を利かせる組織になってしまった。


    　ソフィアにとって不健全雑誌は因いん縁ねんと呼ぶのすら生ぬるい、憎むべき汚物だ。


    　それがいま大量に、目の前に置かれている。


    「ひ、ひっ、も、燃やさなければ……この世から、一片も残さず消しよう滅めつさせなければ……」


    　無表情に次々と段ボールから不健全雑誌を取り出す月見草を突き飛ばし、ソフィアはリビングに走った。祠まつ影かげの内ポケットからライターを取り出し、使用人を一人叩たたき起こして殺虫剤の在あり処かを聞き出す。そしてあんなものが自室にあると知られるわけにはいかないことに気づき、再び使用人を締め落としてから部屋に戻る。


    「消えなさい！　消えなさい！　この世から消えてなくなりなさい！」


    　段ボールに向けて殺虫剤とライターを構える。この簡易式火炎放射器ですべて灰かい燼じんにしてやる。焼き尽くしてやる。こんなおぞましいものが、この世に存在していいはずがない！


    「ソフィア様」


    　冷静な判断能力を失ったソフィアの前に、両手に不健全雑誌を持ったままの月見草が立ちふさがった。


    「どきなさい！」


    「……」


    　しかし月見草はどかなかった。


    　ソフィアが大嫌いな、機械のようなのっぺりした表情のまま、月見草は当たり前のように命令を無視した。


    　おかしい。自分で考えることを放棄している風紀委員の一員である月見草は、祠影やアンナの指令に矛む盾じゆんしない限りは誰の命令にも従う。命令を拒否するときは必ずその旨と、許されていれば理由も答える。


    　だが、いまの月つき見み草ぐさは無言の抵抗をしている。まるで自我があるかのように。


    　その違和感が、ソフィアに[image: ]わずかばかりの冷静さを取り戻させる。


    「……荷物の差出人が《ＳＯＸソツクス》だと言いましたね？」


    「はい」


    「あなたまさか、《ＳＯＸ》の手で、私を陥おとしいれるための刺し客かくにでも改造されましたか」


    　月見草の挙動の違和感、突とつ如じよ送りつけられてきた大量の不健全雑誌、そして月見草はその差出人を知っている。


    　真っ先に思い浮かんだのはそんな可能性だ。いやほかにも、金かね子こがソフィアを陥れるために《ＳＯＸ》の名前を借りたということも考えられる。


    「ソフィア様」


    　月見草はソフィアの追及には応じず、無表情のままで不健全雑誌をソフィアに差し出してきた。ソフィアは反射的にあとずさる。


    「そんな汚けがらわしいものを、近づけないでください！」


    「これは、いまのソフィア様に必要なものです」


    「は、はぁ!?　そのような汚物が私に必要な場面など存在しませ……ん？」


    　なにかがおかしい。


    　いや、いまこの状況でおかしくないことなど何一つとしてないのだが、そうではなく、月見草が差し出した不健全雑誌にその不ふ可か解かいな点はあった。


    　その不健全雑誌はコピーなんかではなかった。原本そのものだったのだ。きちんとした製本技術でまとめられ、色合いも年季を感じさせる。間違いない。ここに送られてきた数十冊の不健全雑誌は、そのすべてが一度消失すれば二度とこの世に戻ってくることのない不健全雑誌だったのだ。


    　なぜソフィアの元に、そんなものが送られてきているのか。


    　コピーならわかる。ソフィアを陥れるために金子や《ＳＯＸ》が送りつけてきたものに違いないとすぐに想像がつく。だが原本となると話は別だ。


    　金子たちが不健全雑誌の原本を、しかもこんなに過激なものを大量に用意できるとは考えにくい。それにソフィアを陥れたいのなら、《ＳＯＸ》をはじめとした下ネタテロ組織が街にばらまいたものを集めて送りつけたほうがなにかと勝手がいい。


    　だがこれを送りつけてきたのが本当に《ＳＯＸ》だとすればさらに不可解だ。忌いま忌ましい下ネタテロリストたちにとっては卑ひ猥わいなテロの要かなめであり、組織を保つための鎹かすがいであり、彼らの士気に多大な影響を及ぼすご神体である不健全雑誌は、このうえない価値を持つアイテムのはずだ。それを体制側の人間、しかもこれまで下ネタテロ組織たちを撲ぼく滅めつするために表立って精力的な活動を続けてきたソフィアに渡すなど、いよいよ連中も揶や揄ゆではなく正気を失ったとしか思えない。


    「これは一体、どういうことですか……」


    　考えれば考えるほどこんがらがってわけがわからなくなる。


    「ここに、《ＳＯＸソツクス》からの伝言があります」


    　もうわけがわからないから、とりあえず汚物は消毒してしまおうと殺虫剤とライターを握る手に力を込めたソフィアに、月つき見み草ぐさがそっと声をかけた。


    「……伝言？」


    　見れば月見草が差し出した不健全雑誌にはなにやら折りたたんだコピー用紙が挟まれている。


    「……」


    　ソフィアはそれにおそるおそる手を伸ばし、引ったくるように抜き取った。


    　こんな汚けがらわしいものに目を通すことも心底嫌で仕方なかったが、大量の不健全雑誌の原本が目の前に並べられている意味不明な光景が一体なんなのか知りたい、という欲求のほうが勝った。


    「……これは」


    　手紙にはこう書かれていた。


    『あなたのやり方と考え方はカスですが、子供のためにと奔ほん走そうするその心こころ根ねはこちらと同じものであると信じます。もし私たちと同じように泥をかぶる覚悟があるのなら、ご自由にお使いください。


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ＳＯＸ》』


    「……私と《ＳＯＸ》の志こころざしが同じ、ですって？」


    　──カシュッ。


    　殺虫剤に引火した炎が《ＳＯＸ》から送られてきた手紙を空中で燃やし尽くした。


    「ふざけたことをっ！」


    　不愉快極まりない。


    　子供に悪影響を与える性知識をばらまいておいて、それがソフィアの崇すう高こうな志と根底を同じくするものだなどと。侮ぶ辱じよくもいいところだ。


    「こんなもの……っ」


    　衝しよう動どうに任せて目の前の不健全雑誌を燃やし尽くしてしまいたくなる。いや実際燃やし尽くす直前だった。ライターに火を灯ともし、あとは構えた殺虫剤を噴ふん霧むするだけだ。


    　しかし、


    「……どんな手を使ってでも潰つぶすと、私はそう決めました」


    　金かね子こが支配するＰＴＡ組織から追い出されたあの日、残った[image: ]わずかな仲間に向けてそう豪語した。どんな手段にもついてこられる者だけがついてこいと。


    《ラブホスピタル》などというふざけた場所で子供たちがおぞましい目に遭あわないように。自分たちの信じる、子供の健全な成長のために。


    「……志こころざしが同じだなんてことは、絶対に認めません」


    　だが、これまで考えてもみなかったことだが、今回に限ってどうやら下ネタテロ組織の連中と、その目的は合がつ致ちするらしい。


    　すなわち《ラブホスピタル》を叩たたき潰つぶすという目的は。


    「いいでしょう。そちらの要望どおり、手を組もうではありませんか。おぞましい犯罪者どもめ」


    　決して理想とは言えないが、切望していた〝武器〟は手に入った。


    　とっくの昔に保身は頭の中から追い出した。


    　これなら十分に戦える。


    「月つき見み草ぐさ」


    　氷のように冷え切ったソフィアの呼びかけに、朧おぼろは「いかがいたしましたか」とマニュアルどおりに反応する。


    「私のやることに口を出すなと、三日後、アンナに伝えてください。それからその日はアンナがむちゃなことをしないよう、説得と監視に努めてください」


    「かしこまりました」


    「《ＳＯＸソツクス》と私を繫つなげるなどというむちゃくちゃな状況をつくり出したのはあなたです。私も根回しはしておきますが、当日のアンナの身の安全はあなたが責任をもって、命を懸かけてでもやり遂げてください」


    「かしこまりました」


    　ソフィアはそれから数分の間黙もつ考こうし、やがておもむろにＰピーＭエムを起動させた。


    『爛らん子こだ。どうした、なにか進展があったのか』


    　ワンコールで電話に出たのは古くからの友人、奥おく間ま爛子だ。


    　以前は様々なしがらみから協力を拒こばんだ彼女だったが、開口一番でそれを尋ねてくる辺り、かなり気にしていたらしい。


    「ええ。あなたにお願いがあって連絡しました」


    　ソフィアの口角は、ともすればつり上がっていたかもしれない。


    「三日後、デモ行進を開催します。私は主催者として、警察組織の一員である爛子さんにその警備をお願いしたいのです」


    『……ほう、詳しく聞かせろ』


    　ソフィアの不敵な気配を察したのだろう。


    　ソフィアが説明を開始する前から、爛子の声には期待するような忍び笑いが添えられていた。


    



    



    　　　　　●


    



    「大丈夫かな、月つき見み草ぐさのやつ」


    「そんな曖あい昧まいなことでどうするんじゃ狸たぬ吉きちよ！」


    「いや、そんなこと言われてもですね早さ乙おと女め先輩」


    　不健全雑誌の運搬を月見草に任せてから、既に三日が経過していた。


    　月見草に詳しく成果を聞こうにも、月見草は以前にも増してアンナ先輩にぴったりだからあまり声をかけることができず、詳しい続報が入ってこない。


    　一応、うまく受け取ってもらえた的な話は聞けたけど、それっきりだ。ソフィアがそれをどう活用しようとしているのか、ちゃんと返してくれるくらいの義理立てはしてくれるのか、その一切がブラックボックスである。


    　そんな状況に耐えかねたのか、早乙女先輩は日曜日の朝っぱらからアパートに突撃してきて、僕をいつもの喫茶店まで連行。僕にご飯をおごらせつつ、詰きつ問もんまで開始するという傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いをしていた。母さんがいなくて助かった。


    「そんなもこんなもないのじゃ！　もし不健全雑誌が戻ってこなければその代わりに、絵の題材としてお主ぬしの多目的ホールを自由に使わせてもらうからの！」


    　おい、多目的ホールってどこのことだ？　出す入れる締めるとなんでもできるあの穴のことか？　そうはさせん、そうはさせんぞ。


    「まぁ待っててくださいって。とりあえずソフィアに不健全雑誌が渡ってから三日、今日きよう中になにか動きがあるそうですから」


    　月見草も詳しい話を聞いていないのか、それともよくわかっていないから僕たちに説明することができないのか、話せた時間が本当に[image: ]わずかだったので判然としない。


    「ところでお主、あれから綾あや女めとはどうなんじゃ？」


    「どうって……」


    　不健全雑誌の行ゆく末を問い詰めても埒らちがあかないと判断したのか、早乙女先輩が話題を変えた。あんまり突っついてほしくない方向へ。


    「普通ですけど」


    「ほとんど顔も合わせておらんくせに、よく普通などと言えたものじゃな」


    「う……」


    　僕とゆとりが決闘に勝利してから三日、華か城じよう先輩と僕は生徒会業務以外ではなんのコンタクトもとっていない。


    　互いに避けているとかそういうわけではないのだけど、積極的に会う理由もないまま時間が過ぎてしまっている。


    　まあ、三日くらいまともに話さないなんてこれまでも何度かあったしなんでもないはずなんだけど、あんな決闘をしたあとだと妙に気まずさが募つのる。それに華か城じよう先輩はこの三日、《ＳＯＸソツクス》としてなにか動いているはずなんだけど、それを一切僕に教えてくれないのだ。《絶対領域》《捕ほ乳にゆう類》の古こ参さんメンバーと華城先輩でなにか話し合いをしているということがゆとり経由で知らされたくらいだ。


    　ゆとりといえばこの前、華城先輩が僕から距離を置こうとしてるように見える、なんてことも言われたっけな……。


    　決定的な破は綻たんやいさかいがあったわけではないのに、なんか凄すごくもやもやする。


    　あー、スッキリしない。自家発電でもすれば少しはスッキリするだろうか。いや、でも母さんにバレたら心も体もいたたまれない感じにされちゃうし……。


    「ま、勝手にもやもやしておれ。わしは好きに絵が描かければなんでもいいんじゃ」


    　[image: ]あおるだけ[image: ]って放り投げやがったぞこいつ。久々にくすぐりの刑いっちゃうか？　くすぐりこそ合法エロの極地よ。


    　しかし毎度毎度勝手な人だ。アンナ先輩が僕の母さんと親睦を深めていた話を聞いたときは『そろそろ堪かん忍にんしてアンナといっしょにわしの絵のモデルになれ。な？』『わしは作品を作る。お主ぬしらは子供をつくる。な？　ＷＩＮウインＷＩＮウインじゃ』などとにやにやしながらまとわりついてきたし、アンナ先輩が月つき見み草ぐさの看病などに追われてここ数日僕にアプローチできないでいると知ったときは露骨に舌打ちである。


    　まあ行動原理が絵、絵、絵とシンプルなので、いまみたいに組織内でなにか不和があったときとかは接しやすくていいんだけどね。


    　……不和と言えば、不ふ破わさんのほうはこの三日、僕が頼んだとおりに動いてくれているだろうか。ソフィアを脅おどして動かすような署名活動はやめて、その代わり自由に動かせる学生を集めておいてくれ、なんていう曖あい昧まい極まりない指示に不破さんはかなり懐かい疑ぎ的てきな表情だった。


    　あれから途中経過もなにも確認していない。


    　いまからでは遅いかもだけど、進しん[image: ]ちよく情報は聞いておいたほうがいいかもしれない。


    　そう思ってＰピーＭエムを起動させたときだった。


    　それは曲がり角から現れる露出魔のように突然だった。


    　──ピピピピピピッ！


    　僕のＰＭがけたたましい騒音を発した。


    　僕のＰＭだけじゃない。


    　早さ乙おと女め先輩や喫茶店のマスター、店の外からも音は聞こえてくる。


    　重大な事件が起こった際、その詳細を全国民に伝えるための緊急アラートだ。


    　メールを作成しようと虚こ空くうに展開されていたＰＭの画面が勝手にニュースチャンネルへと切り替わった。


    　そこには、


    「始まった！」


    　性的な表現をしてはならないとする《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》にギリギリ抵てい触しよくするかしないかの薄いモザイクのかかったプラカードを掲かかげたソフィア・錦にしきノの宮みやたちが、真っ赤かな顔で仁に王おう立だちしていた。
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    「準備は整いましたか、皆さん」


    　第一清せい麗れい指定都市から数十㎞離れた市街地の大通りには、ソフィア・錦ノ宮を筆頭に百人近い中年の男女が集まっていた。


    　数か月前までＰＴＡ組織の内部で幹部を務めていた地方の有力者や、ソフィアが語る《ラブホスピタル》のおぞましさに嫌けん悪お感かんを示してくれた社会的地位のある人物など、その顔ぶれは見る者が見れば肝きもを冷やすような錚そう々そうたるものだった。


    　しかしその異様な風ふう体ていから、普段の彼らが持つ権力や社会的地位を想像できるものは皆かい無むだろうと思われた。


    　集まった誰もが、過激な不健全雑誌のコピーが貼はり付けられたプラカードを手にしているのだ。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に抵てい触しよくしないよう、モザイクがかかっているように見える透明な板で申し訳程度にコーティングしてあるが、性知識のある者が見れば一発で不健全雑誌だとわかる。ギリギリモザイクである。その目を引くプラカードには《ラブホスピタル》に反対であるという旨むねの文字が羅ら列れつしてあり、デモの趣旨をわかりやすく示していた。

  


  [image: ]


  
    　そしてさらにおかしいのは、集まった人々の服装だ。


    　各おの々おのの基本的な服装は統一感のないラフなもので、特におかしな点はない。しかし全員に共通する装飾品はどう見ても正気の沙さ汰たではなかった。


    　過激な不健全雑誌の原本。


    　それを半透明の青ビニールで包み、体に巻き付けていたのだ。それはまるで自爆テロのためにダイナマイトを体中に巻き付けたかのようで、なかでも気合いの入った者は不健全雑誌の原本を丑うしの刻参りの際に灯ともす蠟ろう燭そくのようにして頭に巻き付けている。誰であろう、集団の先頭でデモを取り仕切るソフィアその人である。


    　たった一人で十冊近い不健全雑誌を体に括くくり付け、頭に二冊の不健全雑誌を丸めて括り付け、羞しゆう恥ちのあまり顔は真っ赤かに染まっている。


    「それではこれより、《ラブホスピタル》に反対するための抗議デモを行おこないます！」


    　ヤケクソ気味に叫んだソフィアの声は、しかしはっきりとデモ隊に響き渡り、否いや応おうなく士気を向上させた。全員がプラカードを掲かかげ、ソフィアに忠誠を示す。


    「こちらも準備はＯＫだ。いつでもいいぞ」


    　そしてソフィアを中心としたデモ隊の周りを警備する三十人の善ぜん導どう課を束ねる指揮官は、《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》として敵味方から恐れられた奥おく間ま爛らん子こだった。


    　デモ隊の先頭に立つソフィアの隣に立ち、仕事前の一服を携帯灰皿にねじ込む。


    「それではこれより、デモ開始宣言を全国に中継します」


    　ソフィアは確認するようにデモ隊に語りかけ、人々は早くしろとばかりに声を上げる。


    「全員、最後まで私についてくるように」


    　ソフィアは最後通つう牒ちようのように言い渡すと、根回しをしておいたテレビ関係者へＰピーＭエムで合図を送った。ＰＭが緊急アラートを鳴らし、ソフィアたちの痴ち態たいが全国へ中継され始めたことをはっきりと知らせる。もう後には引けない。


    　このデモの本質は、ただのデモや闘争などという生なま易やさしいものではなない。おぞましい敵を叩たたき潰つぶすための、子供の健全な成長を守るための、これはれっきとした戦争なのだ。


    　恋と戦争ではいかなる手段も許容される。こちらの主張が正しいのなら、それはなおさらだ。


    　ソフィアは自分やデモ隊の面々を改めて鼓こ舞ぶするように、大きく声を張り上げた。


    「金かね子こ玉たま子こ議員をはじめとした、《ラブホスピタル》の真実を知る者にまずは告げます。恥を知りなさい！」


    　そして、ソフィアの宣戦布告が始まった。
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    　言っちゃあなんだけど、言っちゃあなんなんだけどさ……。


    「恥知らずだとかいまのソフィアには言われたくない！」


    　苛か烈れつな物言いで口火を切ったソフィアのデモ開始宣言を聞いて、僕は我慢し切れずツッコミを入れてしまった。


    　いや、だって、なんだよあの格好！　アンナ先輩の性欲卍ばん解かい状態といい、いまのソフィアといい、あの母娘おやこはどうしてこう極端なんだ！


    「ほほう、これはまた、いい使い方をするものじゃ」


    　早さ乙おと女め先輩がにやにやとソフィアの映像を眺めている。どうせ体に直接エロイラストを描かく新あら手てのボディペイントとかそんなこと考えてるんだろ。


    〝《ラブホスピタル》は治療施設などではありません。その正体は親に無断で子供を工業製品のように製造するための、おぞましい施設なのです〟


    　僕たちが浮き足立っている間にも、ソフィアは叩たたきつけるような演説を続ける。


    　そうだ、ソフィアの格好が常じよう軌きを逸いつしているとかそういうことに注目している場合じゃなかった。


    　ソフィアがこのデモでどうやって《ラブホスピタル》を潰つぶそうとしているのか。僕たちのほうでもサポートできるよう、しっかり把握しておかなければならない。


    〝そもそも前提として、《こうのとりインフルエンザ》などという病は存在しません。未来を担になう子供たちを自分たちの好きなように選別したいと望む一部の恥じ知らずが《ラブホスピタル》を開設するためにつくり出した、醜しゆう悪あくでバカバカしい幻げん想そうにすぎないのです！〟


    《ラブホスピタル》と《こうのとりインフルエンザ》について僕たちが声を大にして叫びたかったことを、ソフィアがはっきりとよく通る声で語る。


    〝私たち良識ある保護者は、子供たちの健全な成長のため、《ラブホスピタル》制度の即時撤てつ廃ぱいと、《こうのとりインフルエンザ》をはじめとした捏ねつ造ぞう情報の正当性を議論する公おおやけの場での会議開催を要求します！〟


    　デモの目的を述べたソフィアは、次にこのデモが〝誰に向けたものなのか〟をはっきりと示した。


    〝私たちはこれから、第一清せい麗れい指定都市に向けてデモ行進を開始します。要求が受け入れられない限り、私たちが歩みを止めることはありません〟


    　それがどういう意味を持つのか。


    　ソフィアは体に括くくり付けていた不健全雑誌を一つ取り、高々と掲かかげる。


    〝これは正しよう真しん正しよう銘めい、本物の不健全雑誌の原本です。私たちはこの姿のまま、卑ひ猥わいな表現物の単純所持が禁止されている第一清せい麗れい指定都市へ踏み込みます〟


    　これはつまるところ、不ふ破わさんたちの行おこなった自爆テロのようなものだ。


    　しかし全国にその主張と覚悟を配信するしっかりした下準備と根回し、それから自爆する人たちの影響力の強大さを考えれば、その効果は学生の悪あがきとは一線を画するものとなる。


    　特にソフィアは錦にしきノの宮みや祠まつ影かげの妻であるばかりか、《エイチ禁止法》などというむちゃくちゃな法律を成立させかけるほどに世論を動かす影響力を持つ。その力は各界の有力者からも注目されている節ふしがあるらしい。そのソフィアが日本全国に発信しているのだ。


    　要求が受け入れられなければ社会的に死んでやる、と。


    　普通、一度制定された法律がデモの一つや二つで覆くつがえることなどありえない。


    　けれど錦ノ宮祠影や数多あまたの有力者がソフィアを逮たい捕ほさせまいと動いたのなら。


    　可能性はゼロじゃない。


    　そしてなにより注目すべきは、これまで子供の健全育成のためにと《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の申し子のような立ち位置で活動してきたソフィア・錦ノ宮が、実質的には自爆テロであるこのデモの御み旗はたを振っていることだ。


    　ソフィアほどの人間が保身もなにも考えず、その身のすべてを懸かけて行う主張が、人々の心にどう伝わり響いていくのか。


    　このデモの結果がどうなるかはわからない。


    　けれどなにかしら、この健全が暴走する時代に風かざ穴あなが開くことは間違いなかった。


    〝私たちの要求を呑のむかどうか、関係者の皆様はよくお考えください〟


    　ソフィアの双そう眸ぼうがギラギラと殺気に満ちる。


    　そしてその横から、さらに目つきの悪い、まるでベテランの殺し屋か歴戦の戦士のような女性が背筋を伸ばして現れた。


    〝今回のデモにおいて警備を任されました、善ぜん導どう課の奥おく間まです〟


    　というか、僕の母さんだった。


    「母さん!?」


    　なにしてんの!?　そこでなにしてんの!?


    　なんかまた最近忙しそうにしてたけど、え、なに、そういうことだったのか!?


    〝いまこの中継を見ておられる方々、特に第一清麗指定都市にお住みの方は、また治安が悪化するのではないかと危き惧ぐしておられるでしょう。しかしご安心ください〟


    　母さんの表情が、獲え物ものを狩る一匹の獣けもののそれになる。


    〝条例の範囲外であるためここでは手出しできませんが、第一清麗都市に一歩でも踏み込んだなら、万ばん難なんを排してこの狼ろう藉ぜき者ものたちを捕まえてみせましょう。もちろん、没収した不健全雑誌は証しよう拠こ品ひんとして押おう収しゆうするものを残してすべてその場で焼却処分いたしますのでご安心を〟


    　捕まえるどころか殺すんじゃないのこの人……と心配になるような顔で母さんが語る。


    　しかしこれは、僕が想定していた以上にうまいやり方を見つけたものだ。


    　母さんの卑ひ猥わい嫌いは下ネタテロ組織にはもちろん体制側にも伝説的な扱いで浸透している。


    　いかなる邪魔が入ろうと、必ずその手で卑猥を、そしてそれを持ち込んだソフィアたちを一いち網もう打だ尽じんにするに違いないと関係各位へアピールできたはずだ。


    〝それでは、いいお返事を期待しています〟


    　最後に念を押すような笑え顔がおを残し、ソフィア・錦にしきノの宮みやはデモを牽けん引いんして行進を開始した。


    「よしっ！」


    　ソフィアは僕たちの期待を上回るかたちで応こたえてくれた。


    　次は僕たちが、その心意気をサポートする番だ。
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    「……」


    　公用車の中でデモの中継を見ていたソフィアの夫、錦ノ宮祠まつ影かげは、あまりの事態に数分間硬直したままだった。


    「な、なにを考えているんだあいつは……っ!?」


    　しかも、あの何十冊もある不健全雑誌がすべて本物だと!?


    　祠影は即座に善ぜん導どう課のトップへと連絡をとった。デモの詳細について聞かなければ。


    　ソフィアが引き起こしたデモで日曜の朝からハチの巣をつついたような騒ぎになっているのだろう。いつもはすぐに電話に出る善導課局長は数回電話をかけ直してやっとこちらに応じた。無理もない。あのむちゃくちゃなデモの警備に善導課の虎とらの子である奥おく間ま爛らん子こが駆かり出されているうえに、デモ隊の一員の中には善導課の幹部も混ざっていた。だがいまの祠影にそんな事情を斟しん酌しやくする余裕はなかった。


    「あれは一体どういうことだ！　ソフィアが持っている不健全雑誌は、本物なのか!?」


    　一体どういうことだというのはむしろ向こうのセリフなのだろうが、ねじ伏せる。


    　めったに声を荒らげない祠影の怒声に、電話の向こうで善導課局長はしどろもどろだ。


    　そんな要領をえない局長の話によると、あの不健全雑誌は本物で間違いないらしい。しかもその過激さからして、春先に《ＳＯＸソツクス》に奪だつ取しゆされた谷や津つヶが森もりの不健全雑誌の可能性が極めて高いという。


    　奥間爛子直属の善導課職員がＰピーＭエムで不健全雑誌の中身とソフィアがツーショットを決めた証しよう拠こ写真を携たずさえて本部にやってきたことから、そう裏付けされたのだという。証拠写真はデモ行進の最中にも随時送り届けるという話で、ソフィアたちが体に巻き付けている不健全雑誌がブラフである可能性はほぼゼロだそうだ。


    　ちなみに、ＰＭで撮影した卑猥な画像はインターネットを経由しなければ罪に問われず、善ぜん導どう課職員は証しよう拠こ品ひんとしてＰピーＭエムに不健全雑誌などの画像を一定時間所持することを許可されている。


    「……本物……しかも谷や津つヶが森もりの不健全雑誌だと……？」


    《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》をはじめとした政策を牽けん引いんしている祠まつ影かげにとって、身内がそれに類する法律に違反して逮たい捕ほされるなど痛手どころの騒ぎではない。


    　そのうえ善導課局長からの情報が確かなら、ソフィアはこともあろうに《ＳＯＸソツクス》と手を組んだということになる。そんなことが周囲に知られれば、政治家として致命的だ。


    　アンナの自室から不健全雑誌のコピーが見つかり次第、月つき見み草ぐさが録音した音声を材料として金かね子こ玉たま子こにしかるべき制裁を加えてやろうと画かく策さくしていたところへ、予想外にすぎる場所からとんでもない不意打ちを食らった。


    　ここまで大々的なデモを起こされてしまっては、もうなんらかのダメージは免まぬがれない。


    　国会で決まったことを、あくまで一般人であるソフィアのデモに屈してねじ曲げるわけにももいかない。


    　せめて傷を浅くするには……。


    　祠影は善導課の局長へ指示を飛ばした。


    「周辺の善導課職員を動かし、いますぐソフィアたちから不健全雑誌を取り上げろ」


    『いや、しかし……』


    「なんだ」


    『デモの様子は常に中継されていますし、横おう暴ぼうなことをすれば善導課への非難は免まぬがれません……ほかにも問題は山積みで……』


    　いわく、ソフィアは《公序良俗健全育成法》に抵てい触しよくしているわけではないので放送をいますぐ強制的に切断する権限はどこにもない。


    　いわく、奥おく間ま爛らん子ことその直下部隊が警備をしている以上、デモ隊に強きよう襲しゆうをかけても返り討ちに遭あう可能性が極めて高い。


    　しかも奥間爛子は卑ひ猥わいな表現物を一気に掃そう討とうできるチャンスだと考えているのか暴走気味で、ああなっては手がつけられない。


    　ほかにも様々な泣き言がいくつも重ねられる。


    「いいからゴリ押せ！　なんとしてもソフィアが第一清せい麗れい指定都市に到達するまでに不健全雑誌を奪うんだ！」


    　祠影は電話を切り、ほかにソフィアの逮捕を阻そ止しする手段がないか必死に頭を巡らせた。
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    　そのとき《羅ら武ぶマシーン》の脳内ではありえない現象が起きていた。


    　なんのカップリングも思いつかない、完全な空白。


    　寝ているときも夢の中で延々と受けと攻めが織りなす化学反応を楽しんでいる《羅ら武ぶマシーン》にとって、それはこのうえない異常事態だった。


    　それほどまでに、ＰピーＭエムのニュース画面に配信されたソフィアの姿はイカれていた。


    「──うん、うん、そう。わかったよ、ありがとう」


    《羅武マシーン》の向かいに座り、さっきまで《羅武マシーン》と歓談しながら朝食を楽しんでいた鬼おに頭がしら慶けい介すけの顔面は蒼そう白はくだ。ＰＭの電話を切ると、大きくため息をついておもむろに女装を始めた。《羅武マシーン》の前でそんな痴ち態たいを晒さらすなど──女装服×慶介──相当参っているらしい。その様子に、一人娘である鬼頭鼓こ修す理りを終始イライラさせていた軽薄な態度は欠片かけらも残っていない。


    　かなり付き合いの長い《羅武マシーン》でさえ、慶介がこんなふうに頭を抱える姿は見たことがなかった。だからどう慰なぐさめていいのかわからない。《羅武マシーン》の中でマイブーム中の食べ合わせカップリングの話でもすればいいのだろうか。天ぷら×スイカ。


    「……あの不健全雑誌、正しよう真しん正しよう銘めいの本物だそうだよ……しかも、《ＳＯＸソツクス》が所持しているはずの谷や津つヶが森もりの不健全雑誌で間違いないみたい」


    　善ぜん導どう課に忍び込ませている《震しん激げきの尻いさらい》のスパイからの情報だった。


    　今年の夏、《震激の尻》と《ベーコンレタス母の会》のメンバーの一部は《ＳＯＸ》が所持していた不健全雑誌の中身を少し覗のぞく機会があった。ソフィアが警備の善導課職員を使って善導課本部に送りつけた証しよう拠こ写真に、その不健全雑誌が写っていたという。


    「《ＳＯＸ》のやつら……正気とは思えないよ……あの不健全雑誌がどれだけ稀き少しょうなものなのか、わかってないんじゃないか……」


    　この健全な社会が崩ほう壊かいしたあと、完全な空白になった性産業を牛ぎゆう耳じるために、失われた過去の技術とエロスが結集した谷津ヶ森の不健全雑誌は必要不可欠だ。逆に言えば、あれほど人を惹ひきつける巨大な武器を所有する者が君くん臨りんしない限り、この社会が崩壊したあと性産業市場はゼロからの戦国時代を迎えるだろう。それがどういうことか、《ＳＯＸ》の連中には想像さえできないはずだ。《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》が制定されてからの時代しか知らないあんなひよっこどもでは。


    　なにも慶介は、その巨大な市場から思うがままに搾さく取しゆするためなどという俗物的な理由だけで未来の性産業を牛耳ろうとしているわけではないのだ。


    　だというのに、


    「……国会で決まったことがデモなんかで覆くつがえるはずないじゃん……かといってあのソフィアが途中で折れるわけないよ……極めつけはあの警備……よりによって《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》って……」


    　このままでは確実に、ほとんどの不健全雑誌が灰にされる。証拠品は残すとか言っていたが、あのバーサーカーならそんな宣言も忘れてすべての不健全雑誌を消し去るだろう。


    　消し去られるだけならまだマシかもしれない。


    　政府の人間はこの騒ぎを収束させるため、ソフィアたちから不健全雑誌を奪い取ろうと善ぜん導どう課を差し向けるはずだ。奥おく間ま爛らん子こが警備をしている以上、何人送り込んだところでそうそう奪い取れはしないだろうが、万が一にでも体制側に谷や津つヶが森もりの不健全雑誌を没収され、どこの誰とも知れない権力者に横流しされれば……それこそ目も当てられない。


    「……《ベーコンレタス母の会》の構成員を向かわせましょう」


    　頭を抱える慶けい介すけに《羅ら武ぶマシーン》が告げた。


    　勝機はないが、このまま不健全雑誌の行ゆく末を指をくわえて見ているわけにもいかない。


    「……いや、君は、君たちはいかなくていいよ」


    　かなり乱れた女装の完成した慶介が《羅武マシーン》を押し留とどめた。


    「不健全雑誌の奪だつ取しゆは、《震しん激げきの尻いさらい》の連中にやってもらう」


    「ですが……」


    《震激の尻》はついこの間、奥間爛子に若わか頭がしら五人衆を壊かい滅めつさせられて相当な打撃を受けたはずだ。


    「いいんだよあいつらは。それに、君にはほかに仕事がある。《頂いただきの白》のときにそうしたみたいにテレビ局へ内部から働きかけて、デモの様子を途切れることなく放送させてほしい」


    　そうすれば、国もデモ隊に向けて強引な真ま似ねはできないだろうという慶介の目もく算さんだった。


    　もっともこのデモはあのソフィアが企画したもの。《羅武マシーン》の働きかけがなくとも、デモが終わるくらいまでは放送が続くよう準備してあるだろう。


    「念には念を、だよ。いつものこと」


    「……わかりました」


    《羅武マシーン》は女装に失敗してモンスターのようになっている慶介に一礼を残し、与えられた任務をこなすための準備を始めた。


    



    　　　　　●


    



    「始まったみたいね！」


    　デモの開始宣言を終えたソフィアたちが行進を始めた直後、喜色満面の華か城じよう先輩が喫茶店に飛び込んできた。


    　この数日なんとなく漂ただよっていた気まずさなんてまったく感じさせない様子で早さ乙おと女め先輩の隣に腰かけた華城先輩は、興奮したようにバンバンと机を叩たたきながら「スパンキングスパンキング！」とはしゃいでいる。頭でも打ったか？


    「ちょっ、華城先輩、いきなりどうして──」


    「なにかしら、そこのドクターフィッシュでチンコの角質をとるのが日課の変態さん」


    　ちょっと気持ちよさそうだと思ってしまった自分を殴りたい！


    「なあに、その股こ間かんが疼うずいて力が出ないって感じの顔。景気が悪いわ」


    「悪いのは先輩の頭でしょ！」　


    「いやいや、悪いのは狸たぬ吉きちの勃たちでしょう？」


    「いや、その返しはどう考えたって先輩の頭が悪いです。って、いまはそんなことはどうでもよくてですね」


    　まるで喫茶店のそばでスタンバイしてたかのようなタイミングでのご登場は一体どういうことなんですか。


    「やっと入れたぜ」


    　と、華か城じよう先輩に続いてゆとりと鼓こ修す理りが疲れた表情でこちらにやってきた。


    「あれ？　ゆとりまでどうして」


    「ソフィアの動きに合わせてすぐ対応できるよう、昨日きのうから第一清せい麗れい指定都市の周辺に《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の若いやつらを配置してたんだぜ。《雪せつ原げんの青あお》様の説得に応じた古こ参さんメンバーから道具も借りてな。こいつがごねるから、報告が随分遅くなったけど」


    　ゆとりは冷えて赤くなった手をすりあわせながら華城先輩を睨にらむ。


    「……いや、だって、あれだけ反対してた手前、なんか恥ずかしいじゃないの」


    　それで、ソフィアに不健全雑誌を渡すって作戦がうまく作動したことを確認してから喜びに任せて店に入ってきたわけか。


    　相変わらず、華城先輩の羞しゆう恥ち心しんはぶっ壊れてると思う。


    「とにかく！」


    　華城先輩が場の空気をリセットするためなのか「デリケートゾーン！」と[image: ]なぞのかけ声を発する。


    「ソフィアは狸吉が語った絵え空そら事ごと以上の働きをしてくれているわ！　ソフィアたちが第一清麗指定都市に到達するまでおおよそ七時間、全力でサポートするわよ！」


    　照れ隠しも混ざっているのか、いつも以上に勢いづいた華城先輩の鼓こ舞ぶに、僕たちは力強く返事をした。


    　[image: ]かけは僕たちの勝ちだ。


    　あとは全力でやるべきことをやるだけである。


    　僕は待機してもらっていた不ふ破わさんに連絡をとりながら、華城先輩の指示に従って喫茶店のマスターの車に乗り込んだ。


    



    「……えーと、これは？」


    「エロイラスト拡散地じ雷らいよ」


    　喫茶店のマスターの車で第一清麗指定都市を出てしばらく走ったところにある道の駅に、そのトラックはなに食わぬ顔で停とめられていた。


    　数台あるトラックの荷台を一つ開けると、そこにはエロイラスト拡散地じ雷らいとかいう公こう序じよ良りよう俗ぞく破壊兵器がみっしりと積み込まれていた。


    　日曜の朝ということもあり、道の駅には家族連れなど一般人の姿も多い。少なくない人間がソフィアの暴挙に釘くぎ付づけになっているとはいえ、こんなところでトラックの積み荷を晒さらすとかいくらなんでも堂々としすぎである。ベテランの露出魔だってもうちょっとこそこそするぞ？


    　僕の懸け念ねんをよそに、華か城じよう先輩はおもちゃを自慢する子供みたいに説明を始める。


    「前回は《捕ほ乳にゆう類》からおっぱい気球を借りたけれど、今回は《絶対領域》からこのエロイラスト拡散地雷を拝はい借しやくしてきたの」


    　それは火薬の代わりにエロイラストを詰め込める作りになった地雷（？）で、人が近づくと大量のエロイラストをばらまくかたちで爆発するのだという。


    　華城先輩がうっとりしたような表情でエロイラスト拡散地雷の山を見上げる。


    「その完成度の高さから賞賛されるも、実戦投入される頃には既に趨すう勢せいの決していた対《公序良俗健全育成法》活動で使われることはほとんどなく、狸たぬ吉きちのお父さんのように最後まで前線で暴れ続けたペロリストのゲリラ戦法に使われたくらいで、目覚ましい実績を上げることのできなかった性知識散布兵器。それがついに、日の目を見るときが来たのよ」


    　なんだその無駄に熱い設定。


    　この地雷はおっぱい気球に比べてエロイラストをばらまける量は格段に少ないが、逆に言えばピンポイントを狙ねらって汚染するのに適した道具らしく、今回の作戦にぴったりとのことだ。


    「谷や津つヶが森もりの不健全雑誌を擁ようしたソフィアのご乱心に対して、恐らく善ぜん導どう課だけでなく《震しん激げきの尻いさらい》や《ベーコンレタス母の会》、つまり鬼おに頭がしら慶けい介すけも動くわ」


    　それはまず間違いない。


    　ソフィアたちの暴挙を不発に終わらせたい体制側と、不健全雑誌を欲してやまない慶介たちの間で、ソフィアの持つ不健全雑誌の奪い合いが起きるだろう。


    　つまりデモを邪魔したい二つの勢力が潰つぶし合ってくれるかたちになるわけだ。


    　そこに母さんの警備まで加われば、デモ隊が第一清せい麗れい指定都市まで無事に歩ききる可能性はかなり高い。


    「けれど現状、慶介たちのほうが不利でしょうね。善導課に比べれば数も少ないし、あくまで反社会組織だから、そう大きくは動けない」


    　そこで！　と華城先輩は心底楽しそうなドヤ顔でエロイラスト拡散地雷を掲かかげる。おい、小さい子が興味津しん々しんでこっち見てるからもう少し抑えて。


    「これの出番よ。いまからゆとり率ひきいる《絶対領域》《捕乳類》の若いメンバーも総動員して、デモ隊の進路周辺にエロイラスト拡散地雷を仕掛けまくるわ」


    　ソフィアは自分たちの活動をできるだけ大勢にアピールするためなのか、デモ隊の進路を映像で公表している。デモ開始地点から第一清せい麗れい指定都市侵入までの経路は執しつ拗ように人口密集地を通るよう計算されていて、かなりの数の人間がソフィアたちのデモを生で目撃できるようになっていた。


    　そんな人口密集地域にエロイラストをバラまけばどうなるか。


    　華か城じよう先輩がニヤリと邪悪に笑う。


    「くくく。善ぜん導どう課はデモの妨害よりもエロイラストの回収を優先せざるをえないわ。なにせ《こうのとりインフルエンザ》なんてバカな病気の存在を公言しているんだもの」


    『しかもバラまくイラストは、このわし特製なのじゃ！』


    　ＰピーＭエムを介して話に混ざってきたのは早さ乙おと女め先輩だった。


    『わしの素晴らしい作品を少しでも目にしたなら、善導課の者どもも思わず前まえ屈かがみに違いない！』


    　先日の僕のオナニーを境に自信を取り戻したらしく、自みずからの最新作に自信満々のご様子。


    　まあ確かにあのエロさを目まの当たりにした男性が股こ間かんの暴走を抑えるのは至し難なんの業わざだ。


    　今回の撹かく乱らん作戦において、早乙女先輩のエロイラストは非常に大きな力になる。


    「いけそう、ですね」


    　体が微かすかに震える。射しや精せいの兆候ではない。武む者しや震ぶるいだ。


    　口の端が自然と持ち上がる。


    　そんな僕と対照的に、華城先輩が表情を引き締めた。


    「けれど、決して楽な作戦じゃないわ。デモ隊の進路が発表されている以上、周辺にはすでに善導課や慶けい介すけの手先が潜せん伏ぷくしてるはず。その中でしっかりと地じ雷らいを設置していかなければならないのよ」


    「……はい」


    　リスクは少なくない。それはわかっている。


    　けれど僕たちの背負うリスクなんて、ソフィアに比べればきっと微々たるものだ。


    　これくらい、なんでもない。


    「設置の現場指揮は全身性器の狸たぬ吉きちと、青あお姦かんしてるところを目撃されたときの逃げ足はピカイチと評判のゆとりに任せたわ」


    「適当なことぬかしてんじゃねえぜ！」


    「それじゃあその足はなんのためにあるの？　足コキ？」


    「てめえぶっ殺してやる！」


    　パーキングエリアに駐車されていたワゴン車などにエロイラスト拡散地雷を配布していたゆとりが抗議の声を上げた。ゆとり、華城先輩の下ネタにいちいちキレてたらきりがないよ？


    「それから私は第一清麗指定都市に待機している鼓こ修す理りと連携して、地雷の設置場所を策定するわ」


    　ともあれ華か城じよう先輩の布ふ陣じんは妥だ当とうなところだ。


    　僕は夏休みの思い出したくもない修しゆ行ぎようのおかげで人の気配に敏感だから設置のタイミングを計りやすいし、ゆとりはいざとなれば凄すさまじい脚力でその場を緊急離脱できる。


    　特にデモ隊が近づいてきて善ぜん導どう課職員たちの密度も跳ね上がっているようなエリアに地じ雷らいを設置するにはうってつけの配役だろう。


    　けれどどうにも、なにか作為的な役割分担な気がするのは僕の思い違いだろうか……？


    「それじゃあ、さっそく作戦開始よ！　アナル締めていきましょう！」


    「気を引き締めてもらえます？」


    　しかしいまは作為的な配役がどうのとか、そんなことを気にしている場合じゃない。


    　華城先輩──《雪せつ原げんの青あお》の号令に従い、僕たちは作戦を開始した。
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    　──ドピュウウウウウウッ！　ドピュッ、ドクンッ、ビクンッ……。


    「さっきからなんなのだあの不愉快な音は……っ！」


    《ラブホスピタル》制度廃止を声こわ高だかに訴えながらデモ行進を続けるソフィアの横で、奥おく間ま爛らん子この表情が加速度的に険けわしくなっていく。


    　ソフィアも内心は叫び出したくなるほど不愉快極まりないが、あの[image: ]なぞの音が響き渡るたびにデモの妨害が減っていることがわかってしまうだけに、そう邪じや険けんにできなかった。


    「善導課の数が明らかに少ないです。もっと苦戦するだろうと予想していましたが」


    　爛子をなだめるように呟つぶやくソフィアの懐ふところからは警棒やらメリケンやら護身用グッズがちらちらと覗のぞく。いざとなれば爛子といっしょに暴れ回る気でいたのだ。


    「……そうだな。当初の予定よりも遙はるかに楽な警備ですんでいる。忌いま忌ましいが、あの音の処理に人員が割さかれているのだろう」


    　ソフィアたちのデモに惹ひき寄せられて集まってきた一般人が壁になり、急ごしらえの善導課部隊や怪しげな挙動の市民はまともにソフィアたちに近づくことさえできないでいる。


    　数人が[image: ]たどり着いたところで爛子に瞬しゆん殺さつされるだけで、ソフィアたちの持つ不健全雑誌を奪うどころかまともにデモを妨害することさえできないありさまだった。


    「いいんですか？　同僚の方をぶちのめしたりして」


    　組織への義理やしがらみを理由に一度は協力を断ことわった爛子へ、ソフィアがニヤニヤと尋ねる。


    　爛子はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらをさらにしかめながら「なにをバカな」と切り捨てる。


    「正式な届け出のあったデモが無事に終わるよう警備するのはれっきとした職務の一つだ。それを妨害しようとする連中が悪い」


    　そう言うわりには職務の範はん疇ちゆうを超えた形ぎよう相そうで殴っていたように見えたが……とソフィアはこれ以上からかうのはやめた。あまりやりすぎると、ソフィアでも防御できない一撃がくる。


    「まあ、なにはともあれ、どこの誰ともわかりませんが不愉快なサポートもあることです。最後まで頑張りましょう」


    「当然だ」


    　ソフィアと爛らん子こはデモ隊を牽けん引いんするように、さらに力強く一歩を踏み出した。
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    「あんな爆発音がするなんて聞いてないんですけど……」


    　エロイラスト拡散地じ雷らいがちゃんと爆発するか見届けていた僕は、隣にいたゆとりや数人の《捕ほ乳にゆう類》メンバーといっしょにぽかんとしていた。


    「《絶対領域》の連中、単価が高いからあまりたくさんは貸したくないとかしぶってたけど、こんなわけのわからんギミックつけてるからだぜ……」


    　なにが腹立つって射しや精せい音おんが少しずつ勢いを失っていく細部まできちんと表現してるとこだよね。やっぱり変態に技術を持たせちゃダメだわ。


    「って、呆あつ気けにとられてる場合じゃない！　次々仕掛けていかないと！」


    　地雷設置の第一弾は無事に成功した。


    　まだ善ぜん導どう課たちの密度も薄いだろうエリアに《絶対領域》と《捕乳類》の若いメンバー総勢二百人近くを向かわせて地雷を設置してもらっているけど、隠おん密みつ活動の難しい最前線は僕たちが全力を尽くすしかない。


    　ゆとりが直じき々じきに鍛きたえたという《捕乳類》の脚力特化メンバーは十人にも満たない。


    　地雷の設置場所はかなりシビアに設定されている。拡散するエロイラストがデモ隊のほうへ飛んでいったりせず、なおかつ周囲に集まった善導課や慶けい介すけの手先が反応するよう絶妙な場所へ、なおかつ誰にも見つからないよう仕掛けなければいけない。


    　華か城じよう先輩の指示してくるそんなえげつないノルマを、この少数精せい鋭えいできっちりこなさないといけないのだ。


    「サポート頼むよ、ゆとり」


    「……お、おう。そっちもあたしの逃げ足に頼ったりするようなヘマをしないよう、ちゃんと周りの気配に気をつけるんだぜ」


    　ゆとりはそっぽを向きながら、憎まれ口めいた激励を飛ばしてきた。


    　……緊急離脱するときに僕と間接的に手を繫つなぐためのバイブさえポケットから覗のぞいてなければ、完かん璧ぺきだったんだけどなぁ。まあ、ゆとりは男に触れられないから、仕方ないんだけどね。
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    　──ドピュウウウウウウッ！　ドピュッ、ドクンッ、ビクンッ……。


    　──ドピュウウウウウウッ！　ドピュッ、ドクンッ、ビクンッ……。


    　──ドピュウウウウウウッ！　ドピュッ、ドクンッ、ビクンッ……。


    　デモ開始から四時間ほどが経過し、その間に設置した地じ雷らいは着実に成果を上げていた。


    　そこかしこで卑ひ猥わいな爆発音が鳴り響き、逐ちく次じ投入される善ぜん導どう課たちはその対応に大わらわだ。


    　なかにはバラまかれる不健全雑誌を無視してデモ隊に突撃しようとする部隊もあったけど、周囲に集まった人たちから「病原菌を早く回収して！」などと詰め寄られるわ、母さんは強いわでデモ隊にとってはそう大きな障害にはなっていないようだった。


    「ここまで来れば、とりあえずは一段落だぜ」


    　汗だくのゆとりが腰を下ろす。


    　ここから先の道は、《絶対領域》と《捕ほ乳にゆう類》の若いメンバー二百人の手で既に大量の地雷が設置されているエリアになる。


    　あとはソフィアたちが急にルート変更でもしない限り、第一清せい麗れい指定都市に到着するまでデモ隊の周辺には適宜エロイラストが散布され続けることになるだろう。


    　僕たちの仕事も一段落である。


    　僕はゆとりたちにジュースをおごってから、少し離れた場所で、ある人へと電話をかけた。


    　デモが始まってすぐ頼んでおいた作業は、どうなっているだろうか。


    『……はい、もしもし』


    　眠たげな声で電話に出たのは、不ふ破わさんだ。


    「もしもし。どう、そっちは」


    『そうですね。もう少しで奥おく間まさんがかけ算の右側でなく左側にいるという邪じや道どうなカップリングを許容できそうです』


    「なんの話をしてんだ！」


    『場を和なごませようと思ったのですが』


    「……気持ちだけ受け取っとくね」


    　とは言ったものの、そもそも和ませないといけないような険けん悪あくな空気なんてあったか？


    『……ソフィアは私が思っていた人物像とは少しズレがあったようです』


    　ああ、それか。


    　不破さんは《こうのとりインフルエンザ》と《ラブホスピタル》を潰つぶすため、アンナ先輩をダシにソフィアを脅おどそうとしていた。


    　あのときはあんなやり方しか考えられる対抗手段がなかったとはいえ、いまの捨て身なソフィアを目撃すると、いろいろと気まずいものがあるのだろう。


    「僕だってまさか、ソフィアがあんなことするなんて想像さえしてなかったよ」


    　もうね、幼よう少しようの頃は〝赤ちゃんの出てくる穴〟としか教えられなかった穴の主な使い道を知ったときくらいの衝しよう撃げきだったね。


    「だから僕が不ふ破わさんに頼んだことは、ソフィアに対するちょっとした罪つみ滅ほろぼしだよ」


    『頼まれたとおり、学生を招集して青いビニールに包まれた紙束を多数用意していますが……』


    　淡々とした不破さんの声こわ音ねが、少しだけ楽しげに弾はずんだような気がした。


    『これはソフィアよりもむしろ、《ＳＯＸソツクス》に与くみする行為に思えますが？』


    「まさか。それじゃあ、打ち合わせどおりにね」


    　僕は笑ってＰピーＭエムの通信を切った。


    　やれるだけのことはやりきったと思う。


    　あとは残りのエリアにも入念にエロイラスト拡散地じ雷らいを仕掛けつつ、最後の瞬間を待つだけだ。


    　このあと事態がどう転がるかはそれこそ誰にもわからない。


    　机上で震えるバイブがどう動くのか誰にも予測できないように。


    　そうしてすべての準備が整った午後四時三十分。


    　ついにソフィア率ひきいるデモ隊が、第一清せい麗れい指定都市を眼前にした。
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    「さて、あとはもう天に運を任せるしかありませんね」


    　第一清麗指定都市の条例が効力を発揮するエリアまで、あと数百メートルといったところか。


    　本来なら都市と都市の境目は中心部から離れたいわゆる郊外であり、人ひと気けのない山道であったりする場合が多いのだが、この国道は交通量が多いせいで周囲に飲食店などの店舗も多い賑にぎやかなエリアとなっている。


    　ソフィアたちのデモがどうなるのか気にせずにはいられないらしい第一清麗指定都市の人々が、急ごしらえの善ぜん導どう課部隊に動きを制限されながらひしめき合っている。


    「さあ皆さん、あとは天に任せるしかないと言っても、あれだけのギャラリーがいるのです。私たちの主張を、《ラブホスピタル》の真実を、力の限り伝えていきましょう！」


    　ソフィアが最後のスパートだと声を張り上げるが、返ってきたのはゾンビのような声だった。振り返ればデモ隊のメンバーはかなりバテており、死し屍し累るい々るいである。


    「どうしたんですか皆さん！　そんなことでは示しがつきませんよ！」


    「ソフィア。プラカードを掲かかげてフルマラソン並みの距離を踏とう破はするのは一般人には厳しいのだ。誰もがお前のように体力バカではないのだぞ」


    　デモ開始時と顔色も息づかいもまったく変わっていない爛らん子こに体力バカなどと言われたくなかったが、いまはそこに嚙かみついているときではない。


    「子供のことを思えば、この程度の運動、なんでもないはずです！」


    《ラブホスピタル》やそれを主導する金かね子こ玉たま子こたちを潰つぶすために、どんな手段も厭いとわないと宣言した。それは敵に一片の慈悲も容よう赦しやもない攻撃を仕掛けるという意味だけでなく、自分がどれだけ傷ついても汚れても構わないという意思の表れでもある。


    　そうでなければこんなにも汚けがらわしく不愉快な雑誌を体に巻いて行進するなどという痴ち態たいを全国に晒さらすものか。


    「さあ、最後まで毅き然ぜんとした態度で行くのです！　私たちはどう考えても正しいのですから！」


    　ブレることなく堂々と先を行くソフィアに、体力の限界だったデモメンバーたちも最後の気力を振り絞ってついてくる。


    「お前はいつもそうだな」


    　爛子も苦笑いを嚙み殺しながら、最後の最後まで油断なくソフィアたちを警護する。


    　──そして、ソフィアの爪つま先さきが第一清せい麗れい指定都市の条例適用範囲に差しかかる一歩手前で止まった。


    　デモの様子はデモ開始時からずっと、全国に配信され続けている。


    　その画面の向こうへ、ソフィアは改めて胸を張った。


    　これが最後通つう牒ちようだ。


    「さあ。私たちを逮たい捕ほするか、《ラブホスピタル》制度を撤てつ廃ぱいするか、答えを聞かせてもらいましょうか」


    　いつ踏み込んでもその瞬間に不健全雑誌を押おう収しゆうし不届き者どもをお縄なわにしてやると殺気を漲みなぎらせた爛子をすぐ横に置き、ソフィアは挑ちよう発はつするように突きつけた。


    　集まった何千人ものギャラリーや善ぜん導どう課が、そこに誰もいないかのような静寂でソフィアの動向に注目している。


    　全身に過激な不健全雑誌を装備したまま、単純所持が禁止されている第一清麗指定都市へ、ソフィアはその一歩を踏み入れる。


    



    　──ピピピピピピピピッ！


    



    　その瞬間。　


    　全国のＰピーＭエムが緊急ニュース配信を知らせるアラートをけたたましく鳴り響かせた。
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    　結果として、ソフィアたちデモ隊が爛らん子ことその直下部隊に逮たい捕ほされることはなかった。


    　しかしそれはソフィアが途中で第一清せい麗れい指定都市侵入をやめたからではなく、こんなニュースがＰピーＭエムから流れてきたからだった。


    〝本日、十一月二十九日、午後四時半頃、第一清麗指定都市の《子供を犯罪の被害から守り健全に育てる条例》──いわゆる単純所持禁止条例の廃止が決定いたしました〟


    「……単純所持禁止条例の、解除」


    　ソフィアは呆ぼう然ぜんとそのニュースを聞いた。


    「しまった。直接請求の署名を集めた書類が押おう収しゆうされたままだったな」


    　歯は嚙がみした爛子の言葉に、ソフィアはそういえばと思い出した。第一清麗指定都市内では単純所持禁止条例に反発した保護者により、条例撤てつ廃ぱいを求める直接請求の署名が集められていた。その署名は直接請求に必要な数を優に超していたはずだ。


    　しかしそれにしても行政の対応は迅じん速そくかつ的確だ。


    「まーくんの仕し業わざですね……っ！」


    　ソフィアは唇くちびるを嚙んで低い声を漏もらす。


    「これではお前を牢屋に送り込むことも、その不愉快な不健全雑誌を奪い取ることもできん」


    　かといって《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に抵てい触しよくして逮捕されるために不健全雑誌の中身を晒さらせば、それは《ＳＯＸソツクス》をはじめとした憎き下ネタテロリストと同じだ。《こうのとりインフルエンザ》などというバカバカしい病気は論外としても、このように過激で下げ劣れつな性表現が子供たちに悪影響を与えることは確かなのだ。集まったギャラリーの中にはかなりの割合で学生が混ざっているし、デモの様子はまだ全国に配信されている。


    《ラブホスピタル》制度を廃止させることも、その根こん拠きよとなる《こうのとりインフルエンザ》などという病気のうさんくささを証明するための場をつくることも叶かなわなかった。


    「この[image: ]かけは、私たちの負けのようですね」


    　もう今回のような活動は起こせない。


    　ソフィアをはじめとしたデモ隊メンバーには今後、相応の社会的制裁が下され、かなり厳しい監視がつけられるだろう。今回のデモは、正しよう真しん正しよう銘めいの一発勝負だったのだ。


    「いや、まだ負けと決まったわけでもないぞ」


    　と、落胆するソフィアの隣で爛子がＰＭを起動させた。


    　爛子が複数の画面で一斉に表示したのは、今回のデモを目撃した人々が賑にぎわういくつもの掲示板らしかった。


    「これは……」


    　そこは、《ラブホスピタル》と《こうのとりインフルエンザ》に疑問を持つ声であふれていた。


    　様々な意見、考察が見られ、なかには《こうのとりインフルエンザ》の存在を肯こう定ていしているものも散見されるが、大半は《こうのとりインフルエンザ》と《ラブホスピタル》の正当性を疑い、うさんくさいとする考察だった。


    　そして彼らがそう考えるに至った根底には、どうやらソフィアのデモが大きく関わっているらしい。いわく、あのソフィア・錦にしきノの宮みやがあれだけのことをしでかすのだから、《ラブホスピタル》も《こうのとりインフルエンザ》もよほど信用できない代しろ物ものなのだろう、と。


    「まだまだ一部だろうが、風かざ穴あなは開いたようだ」


    　少なくとも政府が発表する《こうのとりインフルエンザ》などというデタラメな病の存在を鵜う呑のみにする風潮は薄れた。


    　政府の一方的な発表を信じるしかない空気が破壊され、様々な意見や考察を受け入れ吟ぎん味みする土ど壌じようができあがりつつある。


    　今回のデモで《ラブホスピタル》を潰つぶすことは叶かなわなかった。


    　しかし今日きようのソフィアの働きは、必ず次に繫つながる大きな一手となったはずだ。


    「それに、このデモのおかげで少なからず子供は救われそうだ」


    　爛らん子こが指をさしたのは、ソフィアたちのデモの顚てん末まつを見ようと集まってきたギャラリーだ。多くの学生たちが単純所持禁止条例の撤てつ廃ぱいを知り、飛び上がらんばかりに喜んでいる。


    　単純所持禁止条例の撤廃がこのデモの失敗を示すものだなんてことには考えが至っていないのだろう。自分たちにとって都合のいい目先の展開にはしゃぐ学生たちを見て、ソフィアは「呑のん気きな……」と呆あきれた声を漏もらす。


    「それにあれは、《ＳＯＸソツクス》に汚染された連中ではありませんか」


    　顔をしかめるソフィアに、爛子も殺気に満ちた目を細める。


    「ああそうだ。いますぐ全員に拳げん骨こつを食らわせてやりたい。だがやつらはあくまで被害者。私の手によって将来を棒に振ることになった者たちも、少しはましな進路を選べるだろう」


    　爛子は上からの指令で、幾度となく理り不ふ尽じんな逮たい捕ほを繰り返した。卑ひ猥わい撲ぼく滅めつのためならとそのおかしな命令にも従っていた。それが《ラブホスピタル》などという不愉快な施設を設立するためであったとなれば罪悪感めいたものも感じざるをえなかったのだろう。


    　条例が撤廃されたからといって、彼らの前科が消えるわけではない。だがそれでもあからさまに不自然な逮捕や補ほ導どうについてはなにかしらの措そ置ちがとられるはずだ。


    「今回のデモはひとまず引き分けと言ったところだ。落ち込むなどお前らしくもない。早く表舞台に戻ってこられるよう次の策でも練っていろ。この件でまた、《ＳＯＸ》をはじめとしたテロ組織の連中が調子づかんとも限らんしな」


    　今回は利害の一致があったからこそ秘ひ密みつ裏りに手を組んだが、卑猥なテロ組織はあくまで汚けがらわしい社会の敵だ。またぞろ事件を起こそうとしたなら速やかに排除せねばならない。


    「ふふふ、そうですね」


    　爛子のぞんざいな叱しつ咤た激励を受けてソフィアが再び闘気を漲みなぎらせたそのときだった。


    



    　──わああああああああっ


    



    　単純所持禁止条例撤てつ廃ぱいに感極まったらしい学生たちが、懐ふところからなにかを取り出して宙高く放り始めた。


    　見れば、ソフィアたちが体中に貼はり付けている不健全雑誌とよく似た形状の、つまり青いビニールに巻かれた雑誌のようなものが、無数に空を舞っていた。


    　これは一体……


    「おいソフィア。一つ忠告しておいてやる」


    　と、爛らん子こが葉巻に火をつけて煙を吐いた。


    「借りを残しておくと、いざというときに動きが鈍にぶるぞ」


    　最初にソフィアが協力を持ちかけた際、様々な理由からそれを断ことわらざるをえなかった爛子の言葉だ。


    「私はもうそろそろ、そのおぞましい物体の存在を我慢できそうにないぞ」


    　ソフィアは体中に巻き付けられている不健全雑誌を見下ろす。


    　デモが終われば即座に処分してやろうという腹づもりだったが、爛子の言葉がその気持ちを押し留とどめる。いざというときに《ＳＯＸソツクス》へ情けをかけることなどないよう、借りを返しておくなら、いまか。


    「……言われなくとも、こんなおぞましいもの、一秒だって長く持っていたくありません」


    　言い訳をするように爛子へ告げると、ソフィアはデモ隊に指示を飛ばし、《ＳＯＸ》から託されていた不健全雑誌をすべて宙へ踊らせた。いや、忌いま忌ましさを込めて投げ捨てた。


    　青いビニールでコーティングされた不健全雑誌は、学生たちが投げたそれと混ざってほとんど区別がつかなくなる。


    　そこへわらわらと善ぜん導どう課やら不審な動きの市民やら学生やらが群むらがっていき、単純所持禁止条例撤廃でただでさえ騒がしかった辺り一帯がさらに混こん沌とんとしたものになる。


    　しかしどうにも一部の人間だけ不健全雑誌を拾う動きに迷いがない。


    　恐らく学生の放り投げた青いビニールにだけなにか目印がついており、ソフィアたちが投げたものと区別がつくようになっているのだろう。


    「これで次からも、遠慮なく連中を追い回すことができる」


    　爛子はやれやれとばかりに紫し煙えんを大きく吐き出した。


    「……む。お迎えが来たようだぞ」


    　爛子の視線の先には、不健全雑誌に群がる汚けがらわしい輩やからをクラクションで激しく威い嚇かくしながら猛スピードでこちらに向かってくる善導課専用車両があった。


    　ソフィアたちのすぐ横で停車し、中から大量の風紀委員が現れる。


    　その先頭に立ってソフィアと対たい峙じしたのは、月つき見み草ぐさ朧おぼろだ。


    「祠まつ影かげ様がお呼びです」


    　厄やつ介かいなことになる前にソフィアの身柄だけでも拘こう束そくしておきたいのだろう。


    　見れば、デモに参加したメンバーのところにもそれぞれ血けつ相そうを変えたお迎えが何台もやってきて、メンバーたちを無理やり回収していた。当たり前だが、関係者からすれば一刻も早く身内の恥を隠したいらしい。


    　ソフィアを取り囲んだ風紀委員もまた、ソフィアを両りよう脇わきからしっかりと押さえて車両へと引っ張る。


    「そんなことをせずとも、あの人のところへはちゃんと帰ります！」


    　ソフィアは風紀委員たちを蹴け散ちらし、次々回収されていくデモ隊メンバーへと振り返った。


    「皆さん、今日きようはありがとうございました。私はどんな手を使ってでもまた表舞台に戻ってきます。そのときはまた」


    　今回の騒ぎに協力してくれたメンバーに礼を残し、車に乗り込む。


    「あなたにも迷惑をかけましたね」


    「慣れたものだ。気にするな」


    　爛らん子こにも礼を告げたところで、ソフィアを乗せた車両は走り始めた。


    「……」


    　窓から外を眺めるソフィアの表情は、決して明るいものではなかった。


    　爛子が示してくれたようにある程度の結果を残せたとはいえ、やはり完かん璧ぺきには程遠い。


    　金かね子こ玉たま子こは依い然ぜんとして勢力を保持したままだろうし、これから国はソフィアたちの印象をかき消すべく以前にも増して《ラブホスピタル》を肯こう定ていする情報を繰り返し流すだろう。


    　一刻も早く、どんな手を使ってでも表舞台へ戻らなければ。


    　デモを終えたばかりにもかかわらず、ソフィアの内心は既に次へ向けての焦しよう燥そうで満ちていた。


    「……なんですか？」


    　眉まゆ根ねに深く皺しわを刻んだソフィアの不機嫌な横顔を、隣に座っていた月つき見み草ぐさがじっと見ていた。


    　ソフィアが威い嚇かくするように尋ねると、月見草はひとしきりもごもごと無意味に口を動かしたのち、ようやくおずおずとまともな日本語を発した。


    「……その……ありがとう、ございました」


    「……別に、あなたのためにしたわけではありません」


    　初めて聞いた月見草本人の言葉に、今日のところはこれで満足しておこうかと、ソフィアの眉間に刻まれた皺が少しだけ浅くなった。

  


  
    



    エンディング　一人前の童どう貞てい


    



    　ソフィアによるデモが一段落してから数日が経たち、暦はもう十二月。単純所持禁止条例撤てつ廃ぱいを祝うかのように、第一清せい麗れい指定都市はすっかりクリスマス一色となっていた。


    「メリークリトリス！」


    　貸し切りになった喫茶店でまたアホみたいな声を発したのは華か城じよう先輩だ。


    　テーブルに並べられた料理の前で大はしゃぎし、携帯電話でＰピーＭエムを無効化してから満面の笑みで「チンコ！」を連呼している。ゆとりが「おい黙れ《雪せつ原げんの青あお》」と睨にらみを利かせるが、華城先輩はまったく聞く耳を持たない。早さ乙おと女め先輩は勝手に料理を食べ始めているし、鼓こ修す理りが華城先輩に歯向かうはずもなかった。


    　しかし華城先輩がこんなにはしゃいでいるのも無理はない。


    　ソフィアのデモが収束してから初めての週末に行おこなった第五清麗指定都市への性知識流る布ふ。これが大成功を収めたからだ。


    　まだ《こうのとりインフルエンザ》への恐れが払ふつ拭しよくしきれていないために第一清麗指定都市ほど爆発的な効果はなかったものの、少なくない人数がハエの映像を使った華城先輩の三分間交尾実況に耳を傾け、エロイラストを持ち帰ってくれた。


    　性知識流る布ふは無事軌き道どうに乗ったと言ってよく、何度か繰り返せば着実に知識は定着、拡散していくと見て間違いなかった。


    　ソフィアのデモは《ラブホスピタル》とその存在を強く肯こう定ていする国の信用を揺るがせ、八はつ方ぽう塞ふさがりだった僕たちの現状にしっかりと風かざ穴あなを開けてくれたのだ。


    　しかもソフィアは僕たちの策に最後まで乗ってくれ、預けた不健全雑誌の多くが手元に戻ってきた。もちろん一部は善ぜん導どう課や慶けい介すけサイドの人間に奪われてしまったし、とあるお気に入りのＢＬボーイズラブ本が返ってこなかったことで早さ乙おと女め先輩がふてくされたりと一ひと悶もん着ちやくあったのだけど、それを差し引いたって十分すぎるほどにできた結果だった。


    　というわけで、今日きようは《ＳＯＸソツクス》のメンバーで集まりこうしてお祝いの席を設けたのだった。


    「ったく、お祝いなんかでいちいち呼びだしてんじゃねーぜ」


    　ゆとりが文句を言いつつ、乱暴な手つきで僕に料理の載った皿をよこしてきた。ゆとりの皿には唐から揚あげだのチキンだのと肉類がてんこ盛りだ。なんやかんやで楽しんでくれてそうでなによりだ。ゆとりとなぜか仲がいいらしい鼓こ修す理りも嬉うれしいのか、僕の隣に座るゆとりを見てガッツポーズをしている。……なんか喜び方が不自然だな、あの性しよう悪わる中学生。


    　てゆーかゆとりはこっちに来すぎだと思うんだけどお金とか学校とか大丈夫なのかな？


    「ほら狸たぬ吉きち、アレやりなさいよアレ。お得意の一発芸」


    　と、ハイテンションな華か城じよう先輩がキャップの外されたコーラ（二リットル）を取り出した。


    「そーれ、アナルを使って一気♪一気♪」


    「できるかぁ！」


    　尻しりに炭酸ってあんたな、僕がカタギの世界に戻ってこられなくなったらどうするつもりだ。


    「別にいいじゃない、それくらいやってくれたって。最近はアンナと爛らん子この追及からも逃のがれられて、随分と楽そうだったじゃないの」


    「いや、だからってそんな男の尊そん厳げんを失いそうな出し物要求されても」


    「話はちゃんと聞きなさい狸吉。出すんじゃなくて入れるのよ？」


    「そういう意味じゃねえよ！」


    　華城先輩、いつにも増してテンション高いな。


    　確かに僕は華城先輩の言うとおり、ここ最近随分と気の休まる日々を過ごしていた。


    　アンナ先輩はソフィアと祠まつ影かげの仲がとんでもないことになってしまっているからとそっちの仲ちゆう裁さいにかかりきりだし、母さんもソフィアに事実上、手を貸したことが原因で善導課本部へ呼び出されているのだ。


    　僕が推おし進めた策の余波が原因なのだからあまり喜べる話ではないのだけど、ここしばらくは随分と楽に過ごさせてもらった。先日なんて眠りが深すぎて下半身が夜に暴発事故を起こしましてね。


    　けどまあ、ソフィアは祠影による厳しい動向監視だけですんでいるようだし、母さんも善導課内部に味方が多いことやあくまで職務を遂すい行こうしただけという大たい義ぎ名めい分ぶんのおかげで大おお事ごとには至らないらしいので、そこまで気に病まなくてすみそうだ。


    　だからって尻しりにコーラはやらないけどな。


    「もう。つまらないわ狸たぬ吉きち。せっかくどこもかしこもハッピーなのに、その雰ふん囲い気きに水を差すなんて。空気を読んでちゃんとお尻にコーラを差しなさいよ」


    　どこまで押すんだよその一発芸。万が一僕が快かい諾だくしたら一番に逃げ出すくせに。


    　とはいえどこもかしこもハッピーというのは間違っちゃいない。


    　すっかり忘れていたけど、単純所持禁止条例が原因で進路が危ぶまれていた轟ごう力りき先輩はなんとか首の皮一枚で繫つながりそうな感じらしいし、ソフィアのことでオロオロしているアンナ先輩も単純所持禁止で苦しんでいた生徒の多くが救われるということで喜んでいた。月つき見み草ぐさもそんなアンナ先輩を見てなんとなく喜んでいるように見えた。まあ、いつもの無表情は変わらないから、なんとなくなんだけどね。


    　だからって尻にコーラはやらないけどな！　大事なことは何度だって言うぞ！


    「──それにしても」


    　と、お祝いが始まってしばらく経たった頃、華か城じよう先輩が静かに切り出した。


    「今回の作戦、ソフィアのデモが成功したのは、全面的に狸吉のおかげだわ」


    「え、その、あ、ありがとうございます」


    　こんな真ま面じ目めな感じで真正面から褒ほめられたことはなかったので、どう応じていいかわからずしどろもどろになってしまう。


    　ちょっと。なに急に真面目にやってるんですか。もっと下ネタばらまいてくださいよ。とてもさっきまで白目むいて『目にザーメン入った』とかやってた人と同一人物とは思えないじゃないですか。


    「下ネタテロリストとして、狸吉はもうすっかり一人前ね。……一人前なのに童どう貞ていとはこれいかに」


    「いや、知らないですけど……」


    　いきなり皆の前で一人前と認められ、本格的にキョドってしまう。


    　華城先輩からそんなふうに言われるのは素直に嬉うれしい。嬉しいんだけどなんか恥ずかしいぞ。おい鼓こ修す理り、棒読みで「よー、日本一っスー」とかほざいて僕の羞しゆう恥ち心しんを[image: ]あおるのやめろ。そんで早さ乙おと女め先輩は飯食うのやめてこっちの話聞けよ。


    「狸吉」


    　よく通る華城先輩の呼びかけに、僕は視線で応じる。


    「もう私とあなたは対等よ。これからも、下ネタなんて概がい念ねんが存在しない退屈なこの世界をぶっ壊すために、突き進んでいきましょう」


    「……はいっ」


    　差し出された手を握り返し、珍しく真ま面じ目めくさった表情をした華か城じよう先輩の言葉に応じた。


    　今年の春、華城先輩の正体を知ってから数か月。思えばとんでもない道を歩んできてしまったものだ。


    「これからも、よろしくお願いします」


    　けれど後悔なんて欠片かけらもない。理り不ふ尽じんな圧あつ性せいをぶっ飛ばし、華城先輩に認められ、それはきっと中出しよりも気持ちいい。


    　これからも《ＳＯＸソツクス》として頑張っていこう。華城先輩の隣で。


    　下ネタはぽんぽんと臆おく面めんなく生み出すくせに、真面目な雰ふん囲い気きでの握手に少しだけ照れくさそうにしている華城先輩の表情を横目で見ながら、僕は改めてそう決意した。

  


  
    



    もう一つのエンディング


    



    「──さて、もうそろそろ宴もたけなわってところかしら」


    　出された皿もほとんどが空からになり、楽しかった祝勝会もそろそろ解散かという雰ふん囲い気きになった頃。


    　囁ささやくような華か城じよう先輩の一言で、急に場の雰囲気が変わった。


    「狸たぬ吉きちはもう一人前。そこで今日きようは皆に、大事な話をしようと思っていたの」


    　淡々と話す華城先輩の様子を見て、僕の隣でずっと硬くなっていたゆとりが「やっとか。わざわざ祝勝会なんぞのためだけに呼び出すわけねーと思ってたぜ」と声を漏もらす。鼓こ修す理りも早さ乙おと女め先輩も、まるで予想していたかのように華城先輩の言葉を落ち着いて受け止めていた。


    「……話？」


    　僕だけが華城先輩の唐突な語り出しについていけず、そんな僕に身構える隙すきも与えてくれないまま、華城先輩が大きく息を吸った。


    　少しばかり照準を合わせるかのように、その視線が僕とゆとりを交互に見やる。


    　そして、


    



    「本日をもって、下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》を解散します」


    



    「……え？」


    　突とつ如じよ放たれた言葉は寝耳に水どころか、〝アナルに着ちやく床しよう〟くらい衝しよう撃げきで、意味不明で。


    　僕はもちろん、なにか話があるのだろうと予想していたらしいゆとりも早乙女先輩も、そして鼓修理も、しばらく言葉を失ったままだった。

  


  
    　


    


    あとがき


    



    　どうもお久しぶりです。赤あか城ぎ大ひろ空たかです。


    　早いもので下ネタも既に六冊目。世の中の懐ふところの深さが胸に染みます。


    　ところでこのあとがきを書いている最中、僕はとある変質者から執しつ拗ような嫌がらせを受けていたりします。その嫌がらせというのがなんとも奇妙奇天烈で、端たん的てきに言えば催涙効果のある精液を情け容赦なく僕の呼吸器にぶち込んでくるのです。


    　もうおわかりですね？　花粉症です。


    　いや[image: ]だまされてはいけない。花粉なんてね、可愛い言い方をしてますけどもね、あれはとどのつまり杉だのなんだのがまき散らす精子なんです。


    　ピンときませんか？　それなら風に乗って飛来する花粉をわかりやすく図で示してみましょう。


    　～◯　～◯　～◯　～◯　～◯


    　～◯　～◯　～◯　～◯　～◯


    　～◯　～◯　～◯　～◯　～◯


    　～◯　～◯　～◯　～◯　～◯


    　もうわかりましたね。完全に精子です。元気にお空を泳いでいます。忌いま々いましい。


    　やつらが精子を垂れ流すこの季節、北海道を除く日本全国津々浦々はさながら植物による中だし乱交パーティ会場の様相を呈し、町ゆく人々もそれに感化されるのでしょう、穴という穴から体液を噴出し、ポケットティッシュの需要はうなぎ登り。ポケットティッシュを配るだけの仕事だったはずが道行く人々から無視され続け、なぜティッシュごときのためにこのような辛酸を舐なめなければならんのだと精神を病む一歩手前のお兄さんお姉さんも寸前で報われるに違いありません。


    　いやしかし、それでいいのでしょうか。


    　毎年春に湧く変態の代表格として名高い花粉を野放しにするメリットが、ティッシュ配りの方々の救済、抗アレルギー製品を売りさばく薬局の繁栄、空気清浄機フェアを展開する家電量販店へのドーピングだけで、それは割りに合うのでしょうか。


    　花粉という名の精子がばらまかれる季節、花粉症の人はもちろん集中力すなわち生産力が大幅に低下します。花粉症でない人も油断はできません。オフィスで席を隣にする見み目め麗うるわしい同僚が息も絶え絶えにティッシュへ手を伸ばし、体の内から[image: ]れ出る体液を必死に拭き取るその[image: ]いん猥わいな音に男性的欲求を刺激され、生産性が低下することは想像に難かたくありません。花粉症に苦しむ同僚がおっさんならさらに悲惨です。おふおふと野太い声を上げながら体液を拭き取るおっさんに対して湧き上がるのは男性的欲求ではなく殺意。ＡＶに男優の喘あえぎ声はいらないのです。


    　花粉は日本中に精液をまき散らすスケールが無駄にでかい変態であり、このように日本の経済に大打撃を与える最低最悪の変態なのであります。


    　しかしその花粉の発生源である杉は伐採や焼却処分されることなく、なに食わぬ顔でそこらの山に屹きつ立りつしたままです。


    　やはり下ネタを六冊も出版させてくれる国は懐ふところが深い。


    　町中に精液をまき散らす変態が何事もなく存在を許されているのなら、僕一人がちょっと外で全裸になってぴゅっぴゅしたところでなんのお咎とがめもないは……危ない。春に感化されて危うく変態になるところだった。ノーモア変態。これ以上は親が泣く。


    



    　それでは以下、謝辞です。


    　担当の小山様。今回もお世話になりました！　『ちんこにドクターフィッシュは痛いらしいですよ？』を筆頭に、ためになるアドバイスの一つ一つが下ネタの糧かてになっております。


    　イラストを担当してくださった霜月様。今回もどうしようもない表紙指定でしたが、見事かたちにしてくださり平身低頭の気持ちです。本当にありがとうございます！


    　そして六巻が出る頃には二話も掲載されているだろう『下ネタという概念が存在しない退屈な世界　マン●[image: ]』で作画を担当してくださっている柚ゆず木き′Ｎ先生。僕の拙つたない原作をこれでもかと面白く漫画化しておられ、原稿やネームが送られてくるたびにニヤニヤしつつ畏おそれ多くて変な汗出したりしてます。


    　ここで唐とう突とつに宣伝入れますが、下ネタのマン●[image: ]、原作者のひいき目なしに素晴らしい出来ですよ！　「月刊コミックブレイド」をチェックだ！


    　そして今回もまた『下ネタ』の出版に携たずさわってくださった皆様方。本当にありがとうございます。小説は書いている間こそ孤独な職業ですが、書店に並ぶたびに様々な人のお世話になっていることを痛感します。これからもよろしくお願いします。


    　それでは紙幅も尽きそうなので今回はこの辺で。


    　七巻など、下ネタに関する最新情報については僕のツイッターアカウント


    　＠akagihirotaka（たまに魔が差して下ネタを呟つぶやくこともあるけど基本的に健全だよ！）　


    　とかフォローしてると見逃のがすことがないんじゃないかな？


    　前巻に引き続き露骨な宣伝をしつつ、また次巻でお会いしましょう。


    　それでは！

  


  
    赤城大空


    Hirotaka Akagi
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